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こ の 報 告 書 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の

一 部 で あ る 機 械 工 業 振 興 資金 の 補 助 を 受 け て 昭 和

49年 度 に 実 施 した 「海 外 に お け る 情 報 処 理 お よ

び 情 報 処 理 産 業 の 実 態 調 査 」の 一 環 と し て と りま

と め た も の で あ りま す 。
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当 財 団 は,わ が 国 に おけ る情 報 処 理 産 業 の 発展 に 資す るた め,昭 和43

年以 来,毎 年欧 米 諸 国 に調 査 団 を 派遣 し,海 外 にお け る情 報 処 理 お よび 情

報 処 理 産 業 の現 状,動 向,諸 問 題 を 明 らか に して ま い りま した。

本 年 度 調査 団(米 国班)で は,第3者 リー ス,第3者 メンテ ナ ンス,中

古 市場 な どコ ン ピュ ー タ関 連 サ ー ビスお よび最 近 注 目 され てい る付 加 価値

通 信 サ ー ビス(VAN),小 売 り業 にお け るオ ン ライ ン ・デ ー タ ・エ ン ト

リイを テ ーマ に,米 国9機 関 を調 査 い た しま した。 こ こにそ の 結果 を と り

ま とめ,海 外 の情 報 処 理 に 関心 を もたれ る方 々の 参考 に供 した い と思 い ま

す。

なお,本 調 査 実 施 に当 っ て,ご 尽 力 い ただ い た 調 査 団員 各位,ご 協 力を

たま わ った 調 査訪 問 先等 関係 各 位 に対 し,心 よ りの感謝 の 意を 表 しま す。

昭和49年10月

財団法人 日本情報処理開発セ ン ター

会 長 中 島 征 帆
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

海外 諸国におけ る情報 処理お よび情報処 理産業 につ き,そ の実態 を調査

す ると ともに,各 国での 発展の背景 と今後の動 向 を把握 し,わ が国 におけ

る情報 処理 お よび情報処理産業 の 発展 に資す る ことを目的 とす る。

2調 査 事 項

(1)新 し い コ ン ピ ュ ー タ 関 連 サ ー ビ ス の 現 状 と将 来 展 望

・ 第3者 リ ー ス 業

・ 中 古 コ ン ピ
ュ ー タ ・デ ィ ー ラ ー

・ 第3者 メ ン テ ナ ン ス

(2)VAN(ValueAddedNetwork)

(3)連 邦 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 調 達 と 効 率 的=運 用

(4)小 売 り業 に お け る オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ・ エ ン ト リ イ

3調 査 対象 国

米 国

4調 査 時 期

昭 和49年6月22日 出 ～ 昭 和49年7月13日 出

5調 査 機 関

oComputerLessorsAssociation(CLA)

リ ー ス 会 社 協 会

oComputCrServicesofAmerica(CSA)

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・オ ブ ・ ア メ リ カ 社
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6調 査団 メ ンバー

団長 梧 沢 政

加 納

紫 村 次

播 磨 正

COmdisco

コ ム デ ィ ス コ 社

TimeBrokersInc(TBI)

タ イ ム ・ ブ ロ ー カ ー 社

AmericanUsedComputers(AUC)

ア メ リ カ ン ・ ユ ー ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ 社

SOrbusInc.

ソ ー ブ ス 社

TelenetInc.

テ レ ネ ヅ ト 社

G'eneralServicesAdministration(GSA)

連 邦 調 達 庁

Marcor(MontgomeryWard)

モ ン ト ゴ メ リ ィ ・ ワ ニ ド 社

(敬 称 略 ・ 順 不 同)

司

港

晴

博

鈴 木 茂 樹

(財)日 本情報 処理開発 センタ ー

常 務 理 事

三菱石 油倣,数 理計 画部

主 査

農林省農林経済局 統計 情報 部企画情報 課

数 理 官

富士通㈱ 電子 システ ム開 発部第3シ ステ

ム部第2シ ステム課

技 師 補

(財)日 本情報 処理開発セ ンター

調査課主任
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第1章 総 論

今 回 の実 態 調 査 では,コ ン ピュ ー タに 関連 した新 しい サ ー ビス 産業 とい う

こ とで,中 古,第3者 リ ース,第3者 メ ン テ ナ ンス業 を主 要 調査 テ ーマの ひ

とつ と した。 第3者 リース そ の もの は別 段 目新 しい もの で は ない が,60年

代後 半 に360で 築 い た 黄 金期 以後 の 新 しい姿,つ ま り改 良360リ ー ス,

370リ ース,中 古 市場 と の関連 な どを把 握 す る意 味 で こ こに 入れ た。

この外 主 要 テ ー マ と して,新 興 通 信 サ ー ビス と して 注 目を集 め てい る

VAN(ValueAddedNetwork),小 売 業 に お け るオ ン ライ ン ・デ ー タ・

エ ン ト リイ な どの コ ン ピ ュー タ利 用 お よび連 邦 政 府 の コ ン ピ ュ ータ購 入 窓 口

で あ るGSA(連 邦 調 達 庁)の 最 近 の動 向を 加 え,各 々の 分野 で代 表的 企 業

あ るい は 機 関 を重 点的 に 調 査 した。

新 しい サ ー ビス を手 が け ている 各 社 の 全般 的 印 象 と しては,何 れ も極 め て

厳 しい コス ト意識 を持 ってお り,メ ー カーの 政策,ユ ーザ ー の ニ ー ズに対 処

しつ つ 自信 を持 って マ ー ケ ッ ティ ン グ を進 め て い る 点 が あ げ られ る.コ ス ト

意 識 と 自信 に裏 うち され た 米 国 の コ ン ピュー タ 関連 サ ー ビス業 の動 きには,

今後 と も十 分 注 目す る必 要 が あ ろ う。 ま たGSAで は,連 邦 政 府機 関の コ ン

ピ ュー タ を 結びつ け よ う とす るFEDNET計 画が ,高 ま る プラ イバ シ ー保

護論 議 の 中 で 中 断 を余 儀 な くされ た こ と も興 味 深 い 。

中古 デ ィー ラー/ブ ロー カ ー

米 国 に 中 古機 材 を取 り扱 う業者 が 出現 したの は 約10年 前 で あるが,現 在

で は100社 以 上が この分 野で しの ぎ を削 っ てい る。 中古業 者 には デ ィー ラ

ー とブ ロー カー の2つ の タ イ プが あ り,前 者 は中 古機材 を 買 い 入れ,ス ト ッ

ク し,場 合 に よっ ては修 理 を行 な って 販 売 して い る大手 業 者,後 者 は単 に売

り手 と買 い 手 を 引 きあ わせ る だけ の もので,通 常1人 とか あ る いは2～3人

で い わ ゆ る机 ひ とつ,電 話1本 型 の経 営 で あ る。
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デ ィー ラ ー,ブ ロー カー の正 確 な数 は 不 明 だが,大 手 デ ィ ー ラ ーが7～8

社,ブ ロ ー カーが 約100社 とみ られ る。 ブ ロ ー カ ーは 自か ら売 り手 と買 い

手 を 引 き あ わせ る こ とが 主 業務 で あ るが,デ ィ ー ラ ーに 中 古機 材 を斡 旋 す る

とい った こ と も仕 事 の ひ とつ と して い る。 これ ら中 古業 者が 取 り扱 ってい る

の は,ほ とん どがIBM機 材 そ れ も360で あ る。 これ はIBM以 外 の機 材

は ① マ ー ケ ッ トが 小 さ い,② 価格 が 不 安 定 か つ 中 古品 と して 出 た 場合 の価 値

が 低 い,③ メー カ ーか らの メ ン テ ナ ン ス保 障 と りつ け が困 難 な どの 理 由 に よ

る。370に つい ては ま だ 十 分 な市 場 が 確 立 さ れ てい ない が,モ デ ル155,

165を 手 は じめ に 今 後 は370中 古 市 場 も注 目さ れ る よ うに な ろ う。 デ ィ

ス カ ウン ト率 は 大体 の とこ ろ360CPUが65%～70%,370CPU

が20～25%で あ るが,中 古機 材 の値 段 には大 幅 な変動 が あ り,現 時 点 あ

る'いは将 来 の あ る時 点 に お け る機 材 の価 値 を評 価 す るの が デ ィ ー ラ ーの 勝 負

所 で も＼あ る。

今 回 調査 対象 と して選 定 した 中 古 デ ィー ラ ーは,Comdisco(シ カ ゴ),

TimeBrokers(ニ ュー ヨーク),AmericanUsedComputer(ボ ス

トン)の3社 で あ る。 前2社 は 各 々大手,中 規 模 の デ ィ ー ラーで,主 にIBM

機 材 を扱 って い る。IBM以 外 の機 材 に つ い てはComdiscoの 場 合,在 庫 品

と しては 買 わな い が,ブ ロ ー カー と して取 り扱 うケ ース は ある と して い た。

反 対 にAUCは,IBMの 機 材 は取 扱 わ ない とい う特 異 なデ ィ ー ラ ーで あ る。

同 社 のア ドル フ ・モ ナサ ン(AdolfF.Monosson)社 長は,中 古業 に 独

特 なポ リシ イ を持 っ てお り,「IBMの 機 材 は リー ス業 と競 争 に な るか ら取 扱

わ ない 」 「IBM以 外 の もの で 条件 が よ くも うか る もの だけ を扱 う 」と独 特

の 見解 と 自信 を示 してLf・た 。 これ ら3社 は何 れ も代 表 的 中古 業 者 だ が,売 上

げ,利 益 規 模 には か な りの差 違 が あ る。 この 外 多数 の 弱 小 ブ ロー カ ー も含 め

れ ば,中 古 業 者 に はか な りの格 差 が存 在 し,今 後 の 成 長 に し の ぎ を削 っ て い

る。

さ て中 古 コ ン ピ ュ ー タ市場 形 成 に は,コ ン ピ ュ ータに 対 す る ユ ーザ ーの 態

度 の 変 化が 大 き く反 映 してい る。 過 去 の ユ ー ザ ーは,コ ン ピ ュ ー タ導 入,ア
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ップ グ レ ー ドな どにつ い て 全 て メー カ ーの支 配 下 に あ った。 しか し最 近 で は,

ユ ー ザ ーが 自分 の レベ ル で コ ン ピ ュー タ を利 用 しよ うとす る気構 え が 出 てお り

中古 品 で も 安 く効 率 さえ よけ れ ば積 極 的 に使 用 して行 こ うとい う傾 向 が強 くな

って きてい る。 加 え て370のVS機 能は,使 い こ なす の に 数年 か か る とみ て

い る ユ ーザ ー もお り,360に 対す る魅 力に は根 強 い ものが あ る。 今 やユ ー ザ

ーが コ ン ピ ュータ を選 ぶ基 準 は ,そ れ がい か に 新 しい ものか で は な く,い か に

コ ス ト/パ フ ナ ーマ ンス に 優 れ てい るか とい う点 に あるσ 中 古 市場 は いわ ば こ

の よ うな ユ ー ザー 側の 成 長 と自信 に 裏 うちされ て 発 展 しつつ あ る と もい え る。

しか し,こ う した ユ ーザ ー に と って もひ とつ の 不 安 が ある。 それ は メンテ ナ ン

ス が ど うな るか とい う点 で あ り,デ ィー ラ ー側 も この辺 の 事 情 は 十 二分 に承 知

し てk・り,契 約 に 際 して はIBMの メンテ ナ ンス 確 約 を取 りつけ てい る。

AUCの 場 合 で も,IBM以 外 の メ ー カーの 保 障 を と りつけ られ る と強 気 で あ

る。 ま た最 近 拾頭 著 しい第3者 メ ン テ ナ ンス会 社 に も着 目 して お り,将 来 は 中

古 デ ィー ラー/第3者 メ ンテ ナ ン ス会 社 の関係 が も っ と緊密 な ものに な る可 能

性 もあ る。

中 古市 場 は ① コ ン ピ ュ ータ 技 術 革 新 が ス ロー ・テ ン ポに な っ てい る,②360

が 依 然 ユ ー ザ ーに とって 根 強 い 魅 力 を も ってい る,③ メン テ ナ ン スが メー カ ー,

第3者 メンテ ナ ン ス会 社 に よって 保 障 され てい る,④370も 中古品 と して 出

回 りは じめ てい る,な どの 要 因 に よ り,今 後 大 き な発展 の 可 能 性 を秘 め てい る。

中古 業 者 はComputerDealers'Associationと い う協 会 を設 立 し,中 古

業 界の 発展 に 努 力 し てい る。 彼 らか ら見 た場 合,大 量 の360を 保 有 して い る

リー ス会 社 の 中 古業 界へ の 進 出は 大 き な脅威 だ が,中 古市 場 そ の もの は将 来 性

の あ る市 場 の ひ とつ で あ ろ う。

日本 の 市場 につ い ては,今 回訪 問 し た3デ ィー ラ ー と も強 い関 心 を寄 せ てお

り,例 え ば欧 州,南 米 にす で に 中古 コ ン ピュー タ を輸 出 し てい るComdisco

は,日 本 進 出の 手 がか りを模 索 してい る し,AUCの 場 合 はIBM以 外 の メー

カーで も必 らず メ ンテ ナ ンス 保 障 を取 りつ け る と強 気 に述 べ て い る。 海 外 で も

中古 市場 の 形成 は進 展 しつ つ あ り,欧 州 で は英 国 のComputerResale
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Brokers社(CRB),仏 国 のPromodataな どが 市場 拡 大 を計 ってい る。

(図1-1参 照)。 ま た カ ナダ には 米 国 の 大手 リー ス会 社,Dearbornや

Bootheが 子 会 社 を 設立 してお り,中 古機 材 を安 く提 供 し てい る。 中 古機 材

が いか に 安い か はTBI,AUCの プ ラ イス ・ガ イ ドを 見 れ ば 一 目瞭 然 で あ

るが,(巻 末 のTBIガ イ ド参 照),資 本 ・輸 入 自 由 化 以 後,米 国 の

大手 デ ィ ー ラーが 「安 く効 率 の よい マ シ ン 」を 日本 市場 で さば くべ く進 出 し

て くる可 能 性 は 十 分 あ り,国 産 メー カー お よび ユ ー ザー双 方 とも各 々の 観点

か ら今 後 の 米 国中 古 市場,デ ィ ー ラーの動 き に は 注 目 してお く必 要 が あろ う。
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(ComputerWeekly紙73-12-13)(ComputerWeekly紙74-8-1)

図1-1欧 州 の 代 表 的 中 古 デ ィ ー ラー,CRB,Promodataの 宣 伝

第3者 リ ー ス

米 国 の 第3者 リー ス 業 界 は,60年 代 後 半 に360の オ ペ レー テ ィ ン グ ・'

リース で 黄金 時 代 を築 い た。 しか しそ の 後 の370登 場 お よびIBMの 諸 政
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策 に よ り,360を 単 に横 す べ りさせ る だけ で 利 益 を あげ てい た 時 代 は去 り,

今 や リー ス会 社 は 新 しい リー ス 概念 を導 入 して い る。 これ は例 えば360の

ソ フ ト ウェア の 自己 負 担 に よる改 良,370の フルペ イア ウ ト ・リース,パ

ッケ ージ リース あ る いは レバ リ ッジ リー ス とい った新 しい リー ス方 式 な どに

あ らわ れ てい る。 さ ら に今 後 は 中 古 市場 へ の進 出 など,時 代 の 要 望 に応 え な

が ら客 層 を厚 い もの に しよ うと努 力 して い る。

IBMが360を 大 量 に 出荷 し始 めた60年 代後半,リ ー ス会 社 はそ の 安

定 性 に 目を つけ,オ ペ レー テ ィ ン グ ・ リー スに よ って急 激 に 売 上げ を伸 ば し

た。 オ ペ レ ーテ ィン グ ・ リー ス とい うの は リー ス会社 が,第]回 目の リース

契 約 で は 全 投下 資 金 を回収 せ ず,利 益 は 第2回 目以 降の 契 約 で あげ よ うとい

う もの で,ユ ー ザ ーに と って は,① 料 金 が 安 い,② 契 約 期 間が 手頃,③ 途 中

解 約 で き る,④ 機 材 陳 腐 化の リス クが ない な ど 魅 力点 が 多 い。 それ だけ に リ

ース 会社 に と って は危 険 性 も高 く
,リ ス ク ・ リース と も呼 ばれ た が,複 数 リ

ース 契 約 を うま く回 転 させ れ ば 利益 も大 き く,危 険 が な い か わ りに金 利 相 当

の 利益 しか 見込 め ない フ ァ イナ ン ス ・ リー ス とは違 った うま 味 が あ った。 事

実 この 時 期 にお け る リース会 社 の 発 展 は 目ざま し く,代 表 的 リー ス会 社 の 売

上げ は 急上 昇 を 示 した(図1-2,図1-3参 照)。

しか'し370の 出現 は,360の オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・リ7ス をや って い た

リース 会 社 に 打撃 を与 え た。360か ら370へ の移行(Migration)が

進 む 裏 で,リ ース会 社 に は拘 束期 間 が切 れ た360が 次 々 と返 却 され て き た。

この た め再 リー スが お ぼ つ か ない ば か りで な く,第1回 契 約 途 上で370に

出 くわ した りー ス会 社 は,投 下 資金 を 回収 す る こ とさえ で きず,文 字通 リ リ

ス ク ・ リー スに な って しま った。 しか し リース会 社 は簡 単 に370に 屈 した

わ け では な く,こ れ ま での教 訓を 生 か し今度 は,フ ル ペ ィ ア ウ ト方 式 で370

リース を開 始 した。

フ ル ベ イ ア ウ ト ・リース は,リ ー ス期間 は 長 い が第1回 目の 契 約 で全 投 資

額,利 益 を 回収 し,満 期後 は ユ ーザ ー に安 く売 却す るか再 リー スす る とい う

方 式 で,370の 登場 は,リ ー ス会 社 に打撃 を 与 え る と同時 に,今 後CPU

－5一



に 関 す る 革 命 的 技 術 改 良 は な い と い う見 通 し を ユ ー ザ ー に 与 え,長 期 の フ ル

ベ ィ ア ウ ト ・ リ ー ス で も 受 け 入 れ ら れ る 下 地 を つ く っ た 。 今 回 訪 問 し た ボ ス

ト ン のComputerSystemsofAmericaInc.(CSA)は,高 度 な

専 門 家 だ け を 要 員 に か か え,370の フ ル ペ ィ ア ウ ト ・ リ ー ス で 実 績 を あ げ

て い る。

ま た リ ー ス 会 社 は370リ ー ス を 開 始 す る 一 方 で,老 朽 化 しつ つ あ る360

を 改 良 し,コ ス ト,ソ フ ト ウ ェ ア,ハ ー ド ウ ェ ア な ど の 面 で 魅 力 的 な シ ス テ

ム を リー ス す る こ と も 始 め て い る 。 大 手 リ ー ス 会 社 の 協 会,COmputer

LeSSOrs'Assn.に よ る と,現 在 は 各 社 と も ソ フ ・ト ウ ェ ア の 改 良 に 力 を 入

れ て い る と い う。 リ ー ス 会 社 は 安 く か つ 効 率 の よ い マ シ ン を 提 供 す る こ と を

モ ッ ト ー に 種 々 の 方 法 を 取 り入 れ て い る。 最 近 で はIte1な どが 行 な っ て い

る パ ッ ケ ー ジ ・ リ ー ス が 注 目 さ れ て い る 。

パ ッ ケ ー ジ ・ リ ー ス は,360(あ る い は370)に ,PCM(プ ラ グ ・

コ ン パ テ ィ ブ ル ・ マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ ラ ー)製 の 周 辺 装 置 を 付 加 し て リ ー ス す

る も の で あ る 。Itelな ど は 自 社 で こ れ ら の 装 置 を 販 売 し て い る た め,同 社
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図1-2TheGreykoundCo.

リ ー ス 部 門 売 上 げ 高 推 移

図1-3DieboldComputerLeasing,

Inc.売 上 げ 高 推 移
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の パ ッケ ー ジ ・ リー ス は料 金 の うえ で も極 め て 魅 力的 で あ る と され てい る。

PCMのIBM互 換 装 置 は ,コ ス ト,技 術 両 面 で定 評 が あ り,ハ イ ・ペ ー ス

で ユ ー ザ ー に受 け 入 れ られ つ つ あ る。 今後 多 くの リー ス会 社 がPCMと 歩 調

を合 わせ,パ ッケー ジ ・ リー ス をや って い く可 能性 が強 い。 こ の外 投 資 税控

除 とい う税 法 上 の優遇 措 置 に 目 をつ け た レバ リ ッジ ・リース な ど も注 目さ れ

てい る(各 論CLAの 項参 照)。

リース業 とい うこ とで は,中 古 市 場 へ の 進 出が 今後 の 焦 点 のひ とつ に な っ

て い る。 事 実CLAで は,「 我 々は 最 大の 中 古 コ ン ピュ ータ 保 有 者 」と述 べ

て い る し,リ ー ス/中 古は極 め て密 接 な関係 を持 ってい る。 これ はF・S登

場 間 近 と い う見 通 しの 中 て,長 期 リー スが受 け 入 れ られ て い る こ との 伏 線 に

も な っ てい る。 つ ま リ リー ス途 中解 約 の際 の トレ ー ド ・オ フ で あ る。 例 えば

8年 契 約 の5年 目で解 約 した場 合,レ ッサ ー は残 余 価値 相 応 の値 段 で これ を

他 に売 却 で き る し,レ ッ シーが 購入 す る こと もで き る。 あるい は レ ッサ ー,

レ ッシ ー以外 の 第3者 が,レ ッサ ー/レ ッシ ーの残 余評 価 額 と同等 また は ,

そ れ 以 上 の値 で この 中古 機 材 を 買 うこ と もあ る。 この場 合 は レ ッシ ーは解 約

以 後 の 料 金 につ い て は リー ス会 社 に支 払 う必要 が な くな る。 中 古 市場 の 形成 一'

確 立 は レ ッサ ー,レ ッシ ー双 方 に と っ て,大 きな バ ック ・ボ ー ンに なっ て い

る と も言 え る。 何 れ に して も リー ス会社 は,保 有360に も うひ と働 ら きさ

せ よ う と考 え てお り,先 ず この360で 次 い で370で も,大 挙 して 中古 市

場 に く り出 してい く こ とに なろ う。

日本 の 市場 につ い て も,リ ース会 社は 関心 を寄せ てい る。 主 要 リー ス会 社

は370登 場 期 に,日 本 の事 情 を 調査 す るた め ス タ ッフ を派遣 した と もい わ

れ る。 す で にltel社 は,日 本 の 企 業 と提 携 し て パ ッケー ジ ・ リー ス を提供

してい る。 今 度 は 資本 ・輸 入 自 由化,F・S登 場 期 に,米 リー ス会 社 が再 度

日不 市場 に 白羽 の矢 をた て る こ とに な ろ う。 この意 味 にお い て も中 古デ ィー

ラー と共 に,リ ー ス会 社 の 動 向が 注 目 され る。
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第3者 メ ンテ ナ ン ス

コ ン ピ ュー タお よび コ ン ピ ュ ータ 関連 機 器 メ ー カー に とって,メ ンテ ナ ン

ス 体制 の 確 立 は,ユ ー ザー ・サ ー ビス の 面 か ら極 め て重 要 な もの で あ る。 し

か しこの た め に は 全国 的 組織 を もつ 必要 が あ り,特 に 急 成 長著 しい 独立 系 周

辺 装置 メ ー カ ーの場 合,事 業 経 費 の か な りの 部 分 を メン テ ナ ン ス経 費 に食 わ

れ て い る の が現 状 で あ る。 一 方 ユ ーザ ー 側は,単 一 メ ー カーの い わ ば お しき
● ● ●

せ の シ ス テ ムを使 用 す る傾 向 は 減 少 し,複 数 メー カーの それ ぞ れ 特 徴 あ る装
●

置 を効 率 的 に組 み合 わせ た シス テ ムを運 用 す る よ うに な った。 さ らには遠 隔

地へ の リモ ー ト ・タ ー ミナ ルの 設置,あ るい は 中古 機 材 の浸 透 な ど,メ ー カ

ー ,ユ ー ザ ー双 方 に とっ て メ ン テ ナ ンス の問 題 が ク ロー ズ ・ア ヅ プされ つ つ

あ る。

こ う した環 境 の 中で 発 生 した の が,い わ ゆ る第3者 メ ンテ ナ ン ス会 社 で あ

る。 これ には 大 き く分 け て① 自 ら機 器 を製 造 しな い メ ンテ ナ ンズ 専 門会 社 と

② 自社 製 品 を生 産 して い るが,第3者 と して メンテ ナ ンス ・サ ー ビス を も行

な ってい る会 社 の2つ の タ イ プが ある。 前者 の代 表 的 企 業 に はS・rbus,

Co㎜a,SirVessな どが あ り,後 者 に はRaytheon,Honeywell,RCA,

G'T&E,ITTな どが 含ま れ る。

現在 メ ン テナ ンス は,そ れ が いか なる取 引経 路 で ユ ー ザ ーに わ た った もの

で あれ,大 半 は メ ー カー が 引 き うけ て い る。 実 際IBMの メ ン テ ナ ン ス体 制

に は万 全 な もの が あ る。 米 国 の 調 査 会 社Qua垣um社 の 調 査 に よれ ば,1972

年 におけ る第3者 メン テ ナ ン ス会 社 の 総 売上 げ高 は5,600万 ドル と未 だ 独

立 業 界 と しては 小 規 模 な もの で は あ るが,同 時 に 同 調査 は,今 後6年 間 の年

間 平均伸 び率 は21%を 越 え るハ イ ・ペ ース に な る と予 測 し てい る。 この背
　

景 に は,す で に 指摘 した よ うに,・独 立 系周辺 装置 メ ー カ ー,・中古 デ ィ ー ラ ー,

リー ス会 社 の 拾 頭,・ ミ ヅク ス ト・シ ステ ム の増 大,・ 遠 隔地 へ の タ ー ミナ

ル 導 入 な ど種 々 な要 因 が あ り,と ぐに独 立 系 周辺 装置 メ ー カ ーは,第3者 メ

ンテ ナ ンス 市場 形 成の培 養 土 の役 割 を果 してい る と もい え る。IBM互 換 装

置 な どで 成功 し,売 上 げ を伸 ば してい る各 装置 メ ー カ ーは,要 員 と資金 の 面
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で 極 め て 厄介 な メ ン テ ナ ンス を第3者 にまか せ る こ とに よ り,サ ー ビス 面 の

拡 充 を 計 っ て き た。 また複 数 メー カーか ら装置 を 購 入 し,シ ス テ ム を形 成 し

てい るユ ー ザ ーは,第3者 とい う単 一 の ソースか'ら メン テ ナ ンス を 受け る こ

とに よ り,複 数 契 約 に よる複 雑 な関係 か ら逃 れ るこ とが で き た とい え よ う。

ま た 中 古 デ ィ ー ラー,リ ー ス会 社 な どで,メ ー カーか らの メンテ ナ ンス保

障 の取 りつ け に 自信 を持 っ てい る とこ ろに とって も,い ざ と なれ ば 第3者 メ

ンテ ナ ン ス とい うさxえ が あ る。 中 古 デ ィ ーラ ー,リ ー ス会 社 の 中 に は,す

で に第3者 メンテ ナ ンス会 社 と保守 契 約 を取 りか わ してい る とこ ろ もあ り,

また第3者 メンテ ナ ンス 会社 自体 が,装 置 の修 理 とか再 販 売 と い った とこ ろ

をや っ てい る と こ ろ も あ る。 今 回訪 問 したSOrbus社 で は,ペ ン シル バ ニ ア

州 キ ング ・オ ブ ・プ ロシ ア と南 サ ン フ ランシ ス コに 大規 模 な修 復 工 場 を持 っ

て お り,部 品 の 製造,組 み 立 て のほ か ほ とん ど全 ゆ る種類'の コ ン ピ ュー タ関

連 装置 の テス トお よび チ ェ ック とい っ たか な り広 範 な機 能 を誇 って い る。

S・rbusは 全 国規 模 の サ ー ビス機 能 を有す る米 国 最 大 級 の 第3者 メンテ ナ

ンス専 業 会社 で あ り,1971年,親 会社ManagementAssistanceInc.

(本 社300E.44St.NewYork)の 機 器 の 保守 を行 な うた め100

%出 資 会 社 と して 発足 した。 現 在 で は 売上 げ の80%を,MAI所 有 以 外 の

機 器 の保 守 サ ー ビスか ら あげ て お り,契 約 顧 客数25社,15,000ケ 所 で

4万 台 の 各 種機 材 の保 守 を 受 け 持 って い る。73年9月 現 在 の 利益 は150

万 ドル(税 引 き前)に 達 して い る。

第3者 メンテ ナ ン ス会 社 は 今 後,① 要 員の獲 得,訓 練,② 収 益 増 大,③ 第

3者 メ ンテ ナ ンスの 効 率 性 の ア ピ ール な どに重 点 を おい て努 力 し よ うと して

い る。 第3者 メンテ ナ ンス は業 務 の性 格上 ・ 極 め( .高度 な 熟 練 要 員 を必要 と

す る。 例 え ば5年 前 にIBM従 業員 が ス ピ ン ・オ フ して設 立 したCOmma社

は,IBM要 員獲 得 の 為 多 額 の 資金 を支 出 してお り,給 与 もか な りの もの を

支払 ってい る。 この た め 目下 の とこ ろ収益 は上 っ て い ない が,そ の 技術 の 優

秀 性は 自他 共 に 認め られ て い る。 同社 はCDCに 吸収 され た が,今 後 はCDC

の 財 源 をバ ック に,順 調 に伸 び てい く もの とみ られ る。SOrbusの 場 合 も,
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要員訓練 を非 常に重視 してお 吻,同 社 の本部 には,立 派 な教 育施設を設け,

こ こで ベ テ ラン教 師 に よ る講義,実 習 が 行 なわ れ て い る。

第3者 メンテ ナ ンス は 新 興 の コ ン ピ ュー タ 関連 サ ー ビス の 中で も比 較的 新

しい 部 類 に入 るが,周 辺 装 置 メー カーの拾 頭,リ ース ・中古 デ ィ ー ラーの 進
'
出,ユ ー ザ ーの 評価 能 力 の増 大 な ど第3者 メンテ ナ ンス に とっ て 市場 拡 大 の

機 はす で に熟 して お り,今 後 本格 的 市場 が形 成 され る こ とは 確 実 で あろ う。

VAN(付 加 価 値 通 信 サ ー ビス)

米 国 の 通信 業 界 は,FCC(連 邦 通 信委 員 会)に よる1968年 の カー タ

ー ホ ン裁 定
,翌69年 のMCI認 可 以 来,大 き な変ぼ うを遂 げつ つ ある。 前

者 は通 信会 社 以 外 が 製 造 した装 置 を電 話 シス テ ム に接 続 す るこ と を認 め た も

の(フ ナ ー リン ・ア タ ッチ メン ト),後 者 は マ イ ク ロ ウ 江一 ブに よる新 しい

通信 サ ー ビス事 業 をSCC(SpecializedCommonCarrier)と して

認 可 した もの で,独 占的 通 信 業 界 に 自由競 争 の息 吹 を もた らす こ とに な った。

特 に7年 越 しの 申請 がFCCに 認 め られ たMCIに 刺激 され て,そ の 後

Datranを は じめ,数 多 くのSCCが 続 々 と申請 書 をFCCに 提 出 した。

1960年 代 デ ー タ通 信 に 対す る複雑 か つ 高度 な要 求 に対 処 す る ため,既

存 の 電話 網 に は 限 界 が あ る点 が 指 摘 され てい た。 この 打 開策 と して,電 話 網

とは 別個 に 新 しい デ ータ伝 送 網 を建 設 して急 増 す る デ ータ伝 送 需 要 に応 え よ

う とす る動 きが 起 った。 これ が いわ ゆ るSCC(特 殊 通信 会 社)の 拾頭 で あ

る。 一 方時 期 を同 じ く し て,も うひ とつ の打 開策 が 検 討 され て い た。 す なわ

ち69年 か ら米 国 防 省 のARPA(AdvancedResearchProjects.

Agency)が 手 がけ た ア ル パ ・ネ ヅ トで あ る。70年 代 に入 る とARPAネ

ッ ト開 発に従 事 して い た 人 々は,パ ケ ッ ト交換 と い う技術 を駆 使 して,新 し

い 商 用 の通 信 サ ー ビス を 開 始す べ くFCCに 申請 書 を提 出 した。 これ がい わ

ゆ るVAN(ValuもAddedNetwork)サ ー ビス とい わ れ る もの で,認 可

第1号 はPacketCommunicationsInc(PCI)で あ る。PCIの 社

長 は,国 防 省 出身 の.11-・R・ タル バ ー ト博士 で あ り,副 社 長 はARPA開
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発 を 引 き 受 け たBBN(Bolt,Beranek&Newman.Inc)の ラ ル フ ・

オ ル タ 博 士 が 抜 て き さ れ て い る 。

SCC,VANと い う2つ の 新 し い 通 信 サ ー ビ ス の 概 念 は,FCCに よ る

自 由 競 争 導 入 と い う 政 策 に 裏 う ち さ れ て,前 者 でMCI・Datran・CPI

Microwave,AmericanSatellite,UnitedVideoな ど,ま た 後 者

でPCI,Graphnet,Telenetな ど 多 く の 新 興 企 業 を 登 場 さ せ た。SCC

は独 自で通 信 網 を 建 設 して サ ー ビス を行 な うが,VAN.は 既存 通 信 会社 あ る

いはSCCの 回線 を 利 用 して付 加価 値 そ の もの を売 り込 む とい う具合 い に両

者 の 間に は 大 きな違 い が あ るが,特 にVANに は ・投 下 資本 が 少 な くてす み

早 くサー ビスに こ ぎつけ る ・人材 とサ ー ビスの 特殊 化が 財 産 で あ る ・既存 通

信会 社 お よびSCCに とっ て も新 し く市場 を 開拓 で きる とい った 特色 を備 え

てお り,こ の ためSCCが 既存 通 信会 社 と対 立関 係 に立 ち,ATTな どの反

撃 を受 け てい るのに く らべ,VANに は この よ うな状 況 は ない。

今 回訪 問 したTelenetCommunications社 は,ARPAで パ ケ ッ ト交

換 を担 当 してい たBBNの ロー レ ンス ・G・ ロバ ー ツ博 士 に率 い られ,・ エ

ラー 率の極 め て 低い 伝 送 を 保 障 ・通 信衛 星 の利 用 な ど特 色 あ る サ ー ビス を打

ち 即 して い るVAN業 者 で あ る。

な お パ ケ ッ ト交換 につ い て は各 論 に詳 述 して い るので,こ こで は米 国通 信

分野 にお・け る 自由 競争 導 入 の 足 跡 を 参考 まで に 表 に ま とめて お く。

表1-1米 デ ー タ通 信 市場vak・ け る 自由競 争 導 入 に関 す る動 向

年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1934年 通 信 法 制定

1959年 肱bove890」

裁定…通信会社

以外の私営機関

が私 設 マ イ ク ロ

ウ ェ ー ヴネ ッ ト

ワ ーク な どの通

信設備 を自社用

に持っ て も よい。
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年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1963年 JohnGoeken FCC,MCI

氏 イ リノ イ州 申請の検討を開

ジ ョ リエ ッ トに
始 。

MCIを 設立 。

MCI,シ カ ゴ

～ セ ン トル イ ス

間 を結 ぶ11の

マ イ ク ロ ウ ェ ー

ヴ塔建設を計画。 一

1968年 カ ータ ーホ ン裁 定(相 互

接続 自由化さる)

1969年 BBNに アル パ,

ネ ッ ト開 発 契約
マ

発注 さ る。

1969年 MCI,FCC ATT,WU, FCC,MCI MCIの 計 画 一全 国 に

8月 か ら認 可 を受 く。 GT&E: の申請を認可 17の 子 会社 を設 立,シ

UCCのSam MCIの 認可 に ア トル ～ ロサ ンゼル ス な

wyly会 長, 対 し,一 斉 に不 ど主要都市を結ぶ2地 点

全国規模のマイ 満 を表 明 。 間 マ イ ク ロ ウ エ ー ヴ ・ リ

ク ロ ウ ェ ー ヴ網 ATT… 「現 在 ン ク を運 営顧 客 はコ ンビ

を計画。子会社 の 通 信 サ ービス ユ ー タ,CRT ,テ レ タ

Datranを 設 で十 分,こ れ以 イ ブ,フ ァ ク シ ミ リ な ど

立 。 上増やす必要は か ら発 せ られ るデ ィジ タ

ない 」 ル ・デ ー タ で も ア ナ ロ グ

WU… 「信頼性 デ ータで も,共 に運 べ る

に疑問がある」 専用回線を自由に利用で

きる 。
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年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1969年 この辺か ら特殊 Datranの 計 画 一全 国 的

11月 サ ービス の 申請 的な端末相互間交換ネッ

が 続 出; ト ワ ー ク を提 供 す る。 べ

MCIの 他 のル ル の 電 話 ネ ッ トワ ーク に

一 ト
,Datran 似 てい るが,デ ィ ジ タル

の 外,Intra一 伝送専門である点が違 う。

dateComr

unication社

(ニ ュ ー ヨ ー ク

～ ワ シ ン トン間)

な ど。

1970年 テキ サ ス の CPIの 特 色 一マ イ・ク ロ

1月 CATV会 社
、

ウ ェ ー ヴ の デ ィ ジ タル ・

CPI; デ ータ をCATVに 接続,

マ イ ク ロ回 線網 コ ン ピ ュ ー タ か ら送 られ

建設を計画 る デ ー タ を ホ ー ム.・ フ ァ

ク シ ミリで受 け とる可 能

性 。

2月 MCI・Mi一

chigan設 立

Mi-COMと し

ては6番 目の 申

請 をFCCに 提 出

3月 FCC,西 海 岸

一 帯 に出 てい た 〆

申請を6件 却下

「MCIの 認可

は この種 の サ ー

ビス の先 例 に は

な らぬ」 とい う

声明を発表
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■

年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1970年 ATT,UCC 「コ ン ピ ュ ー タ/通 園

4月 の全 国デ ータ網 に 暫定裁 定 くだ る。

構想 を非難

「Datranの

や り方は要す る

に ク リ ー ム ・ス

キ ミ ン グー うま

い汁ばかり吸 う

や り 方 一だ 。 ま

た現在特殊サ ー

ビスに対する市

場 は な く,既 存

通信会社だけで

十分需要に応 じ

ら れ る。 」

5月 MCITexas マ イ ク ロ ウ ェ ー 米業界紙 「デ ータ伝送

Eastな ど さ ら ヴ網の申請 は爆 需要,70年 代 に1000

に3件 の 申請 を 発的 に増加,こ %以 上増 大,デ ィ ジ タル

追加,こ れ で の時点で30件 コ ミ ュニ ク ー シ ョ ン の 需

Mi-COMの 系 要 は,ベ ル ・シ ス テ ム だ

列だけで11件 け では まか な い きれ ぬ こ

に達 した と必至 」 と報 道

6月 「コンピュー タ/通 信」 暫

定裁定 に回答書寄せらる。

7月 「ク リス マ ス は FCC;デ ー タ 「相互接続」 に関 しNSA

いつ も夏 にや っ 伝送分野の自由 答申

て来 る。 」 化 を打 ち出す

MCIのGoe一
FCC公 衆通信

ken社 長,昨 年 業者 局長,B.

8月 の認 可 と今 Strasburg氏

月のFCCの 発 「ATTで さ え

表を喜 々 と して 自由にこの成長

迎 え る。 分野 を独占でき
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年 月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1970年 ベ ル ,1974 ぬ 」 と指 摘 。

9月 年を目途に全国 FCC委 員構成

規模の全デ ィジ 変る。共和 党系

タ ル ・デ ー タ ・ 4人,民 主 党 系

ネ ッ トワ ー ク構 3人 とな り,競

想を発表 争 自由化は進展

の き ざ し。

FCCは 関係方 FCC,「 コ ン ピ ュ ー タ/

面 に,競 争 導 入

ン

通信」暫定裁定 に口頭で

は公益に合致す 意見 を聴取 。NASの 調

るか ど うか コ メ 査 に対 し,Dittber

ン トを要請 。 Associates社,

FCCに コ メ ン ト提 出。

10月 Datranは WUの コ メ ン ト 司 法 省,FCC

118ペ ージ に 要 旨; に自由競争政策

のぼ る コ メ ン ト 「数多 くの小規 を採用 す る よ う

をFCCに 提 出 模業者 を認める に申告 。 司 法 省

この中で同社 自 こ と は,ベ ル 系 の主張 は,「 よ

身が行なった詳 に対す る競争効 り多 様 な,よ り

細 な マ ーケ ソ ト 果 を もた らす も 敏 感 な,よ り革

調査 を発表,注 のでは な く,単 新 的 な}よ り経

目を集 めた 。 に市場を寸断し 済 的 なサ ー ビス」

MCIは そ の コ コ ス トを引 き上 が もた らされ る

メン トの 中 で 「 げ,同 時 にベル と い .う も の 。

「我 々 の プ ラン の唯一の競争者
、

は既存通信会社 WUに 悪影響を

の基本的な本来 齢 よぽ す」

の業務を侵害す ATTは124

る もの で はなレ寸 ペ ー ジ に お・よ ぶ

ことを 強要 。 意見 書 の 中 で,
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年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1970年 「ク リ ー ム ・ス

10月 キ ミン グが 現 実

の もの と なれ ば,

ATTは 大都市

間の料金を値下
、

げ,地 方の料金

を値上げするか

も知 れな い 」 と

料金 を強調。

10月26日
ノ

'

ニ ュ ー ヨ ー ク に

おけ る重要な記
w

老会見の席上,

ATTは 戦術 の

転換 を示唆,
」

rATTだ .けで
'

デ ータ通 信 の需

要 を ま かな え る」

とい う主 張 をや

め 「競 争 の公 平」

を打 ち出 す 。

11月 Datran, ATT,FCC FCC,ATT

FCCに 特別認 に 意見 書rDat一 に対 し 「デ ータ

可 を 申請。 ranは,我 々 通信市場調査」

「競争を実現 す が記者会見を開 の詳細提出を要

るには,FCC いて競争導入を 請 。

が特別業者の規 妨 害 してい る と
'

制を論議 してい い うが,そ れ は

る間 に,我 々の 馬鹿げた話 しだ」

ネ ッ トワ ー ク建 ATT,D.E.

設に認可を与え Emerson副 社

てくれるべ きだ」 長談
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■

年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1970年 「我 々は,、 目 下

11月 進 め てい るデ ー

タ通信市場調査

で得 たデ ー タを
♪

分析評価し,将

.

来のベルの活動
オ

に役 立 てた い。

この調査は将来

の タ リフ提 出 に

役立 と う」
没

1971年 口頭弁論でMCI ATTは,特 殊 自由競争導入,

1月 の ス ポ ー ク ス マ サ ー ビス通 信 業 大づめFCC1

ン,J.Taylor 者の参入で,全 月21日 ～22

氏は楽観論を打 国料金平準化制 日口頭弁論を開

つo 度はくずれるだ 催 「裁定は6月
'

Datranの ろ うと主 張 ごろ に な ろ う」

Foster社 長 は

「全ゆる事実 は W・U.「 特 殊 FCC,MCI

提 出 さ れ た。 も サ ービスの 申請 修正案を認可

はやこれ以上公 者 は,も っ と詳 シ カ ゴ ～ セ ン ト

聴会 を開く必要 しい市場調査 を ル イ ス 間 ル ー ト

は な い 。 」 や るべ きだ。 ま の11の 伝 送装 .

た どの よ うな方 置 の うち8つ を

法で公衆の需要 別の場所に再設

に応 え るカ㍉ も 置 す る こ とにな

っ と公 聴会 を開 る 。

け 」

3月 「コ ン ピ ュ ー タ/通 信 」

問題に最終裁決
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年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1971年 FCC,全 面 的

5月 に自由競争を導
＼

入すると発表

10月

l

MCI,ニ ュ ー

ヨ ー ク ～ ワ シ ン

トン 間 の ル ー ト

認 可 さる。

1972年 Datran,ヒ ュ

4月
一ス トン ～ サ ン

フ ラ ン シ ス コ 間

のル ー ト認 可 さ

れ る.

8月 ATTは,コ ン 電話料金値上げ ATTの 計 画 して いたデ

ピ ュ ー タ ・デ ー 申請の審理 を再 ジ タ ル ・デ ー タ ・シ ス テ

タ伝送用の長距 開 ム(DDS)が 注 目 され

離 伝送 シ ステ ム る。(サ ー ビス 開始予 定

第1号 をFCC 74年1月)

に申請

㌧

11月 ATTの 料金値
↓

上げを認可。電

話会社の投下資

本に対する許容

、 獅 峰 を引きあ

げ る。
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＼

年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1973年 PCI,パ ケ ッ ニ ュ ー ヨ ー ク巡 回 控 訴 裁

1月 ト伝送をFCC GTEの 訴 え を斥 け,

に申請 「サ ービ FCCに よる通信 会 社 の

ス開始予定は デ ー タ処 理 サ ー ビス活動

74年 中頃,75 規制を支持。

年までには主要

20都 市,78

年 に は57都 市

まで拡大予定」

4月 ATT,他 社製

装置の相互接続

は障害発生率が

高 い とFCCに
、

報告

10月 Telenet,

FCCにVAN

サ ー ビス を 申請

11月 PCI,FCC ATTはFCC 「PCIの よ う

の認可を獲得 に,通 信産 業 で な業者が対象と

・ は条件付独占が してい るサ ー ビ

好 ま しい,SCC ス が,成 長 市場

の認可は見 あわ で ある こ とは は

せ るべ き と要 請 っき り して い る

・

し 既存 コモ ン

キ ャ リアは現 時

点で は,こ れ ら

の市場の要求に

応 え てい な い,

PCIが 狙 っ て

い るサ ー ビ ス に

つ い ては,そ の

開発と多様化を
・ 図るために競争環

が 必要 である」
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年 ・月 SCC,VAN 既存通信会社 FCC 備 考

1974年 Graphnet社, CIA(コ ン ピ ュ ー タ産

1月 パケ ッ ト交 換 シ 業 協 会)は,ATTが タ

ス テ ムの 認可 を 一 ミナル をWEか ら無条

得 る(同 社 は第 '

件 に購入 して い る ことを

1次 計画 と して 不服 と し,周 辺 装置 メ ー

25都 市 に サ ー ヵ 一の 自由入 札 を要 求。

ビス提供の予定)
,

2月 Comsat,国 内 通 信 衛星

用子 会 社 と してCom一

satGeneralを 設 立

3月 ATT,新 デ ジ

タ ル ーサ ー ビ ス,

DDSの 料 金 を

FCCに 申請

(ATTの 予定

で は,DDSは

74年 中 に ニ ュ

'
一 ヨ ーク な ど5

シ

都 市,76年 末 .
.

ま でに96都 市

に拡大 される)

4月 Telenet, FCCはATT MCIのATT独 占論 関

FCCの 認 可 を に対 し,MCI 係方面 で取沙汰される

,得 る な どのSCCに

ATT系 列会社

と同様の相互接
、

.

続 サ ー ビメ を提

供するよう命令
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GSA(連 邦 調 達 庁)

い わ ゆ る 「 ワ シ ン ト ン ・ コ ン ピ ュ ー タ 市 場 」 と 呼 ば れ る 米 国 連 邦 政 府 市 場

は,同 政 府 が 世 界 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー で あ る だ け に,本 体 メ ー カ

ー
,周 辺 装 置 メ ー カ ー,第3者 リー ス 会 社 な ど が,納 入 に 大 き な 努 力 を 払 っ

て い る。 連 邦 政 府 機 関 の 機 材 購 入 の 窓 口 に な っ て い るGeneralServices

Administration(GSA)は,コ ン ピ ュ ー タ の 効 率 的 な 調 達 と 運 用 を 目

的 と し て 数 度 の 組 織 編 成 を 行 な い,最 善 の 方 策 を こ うず べ く努 力 し て い る 。

GSAの 方 針 に つ い て は 業 者 側 か ら み れ ば,時 に50%も の 割 引 き を 強 要 す

る な ど 入 札 に 際 し て そ の き び し さ に 定 評 が あ る が,過 去 に お い て は 全 く手 が

だ せ な か っ た リ ー ス 会 社 や 中 古 業 者 に,徐 々 に で は あ る が 門 戸 を 開 く な ど,

態 度 の 変 更 も 示 し て い る 。

現 在GSAはEDP装 置 に 関 し て,ADTS(AutbmatedData&

TelecommunicationService)の 下 に,OADMS(OfficeofAu-

tomatedDataManagementService)とTelecommunicationの2

つ の 部 門 を 置 き,さ ら に 前 者 の 下 部 に,装 置 購 入(ADPProcurement'),

余 剰 機 材 再 販 部(ADPExcessRedistribution),連 邦 サ ー ビ ス ・ ビ

ュ ロ ウ(FDPC)を 置 い て,新 規 購 入,使 用 中 機 材 の 効 果 的 転 用,各 機 関

へ の サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 。 各 機 関 へ の サ ー ビ ス で は,FDPSに 関 連 し

た 機 関Fedsim(FederalComputerperformanceEvaluation

&SimtilationCenter)が 注 目 さ れ る 。

Fedsimは,連 邦 政 府 各 機 関 に コ ン ビ=一 夕 ・パ フ ナ ー マ ン ス 評 価 サ ー

ビ ス を 提 供 す る 組 織 で,GSAの 要 請 に よ っ て 米 空 軍 が 運 営 し て い る。

Fedsimに よ っ て 各 機 関 は,高 度 な パ フ ナ ー マ ン ス 評 価k・ よ び シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン ・サ ー ビ ス を 入 手 で き,独 自 で こ う した 複 雑 な 技 術 を 開 発 す る 手 間 が 省

け る 。Fedsimの 政 策 は,GS'A,空 軍,N.BS(国 家 標 準 局),国 防 長

官 事 務 局 で 構 成 さ れ る 合 同 政 策 委 員 会 で 決 定 さ れ る が,特 に 米 空 軍 は,コ ン

ピ ュ ー タ 評 価 の 面 で 優 れ た 技 術 を 有 し て い る こ と が 広 く知 ら れ て い る 。
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最 近GSAは,FEDNETと 呼 ば れ る ネ ッ トワ ー クの建 設 計 画 を進 め て

k・り,注 目の ブ ラィ バ シ イ問題 とか らん で 話 題 を呼ん だ。FEDNETは

1972年 に,ADTSが 政 府運 用 サ ー ビス に テ レ プ ロセ シン グ ・ネ ッ トワ

ーク を 導 入 し よ うと した時 か ら計 画 が 進 め られ
,全 米 に ス イ ッチ ングセ ンタ

ー3ケ 所 ,計 算 サ イ ト9ケ 所 を設 置 し,3倍 ま で機 能拡 大 を図 る予定 で あ っ

た。 しか し議会 で は,FEDNETは 各 ス イ ッ チ ン グセ ン タ ー を通 じて政 府

の 全 コン ピ ュー タ を連 結 す る能 力 が ある と こ ろか ら,政 府 所 有 の 個 人情 報 が

流 出 し,プ ライ バ シィ を侵 害 す る可 能 性が 強 い と して批判 を うけ た。 丁 度 昨

年か ら今年 にか け ては,FBIの 犯 罪 情報 システ ムを は じめ,個 人情 報 を持

った 多 くの シス テ ム が プ ライ バ シ=保 護 の面 か ら問 題視 され て い た時 期 で あ

り,HEW(保 健,教 育,厚 生 省)の プ ライ バ シ ィ保 護 に 関 す る調 査,ニ ク

ソ ン前 大 統領 に よる政府 プ ライ バ シ ィ委 員 会(委 員 長 フナ ー ド前 副大 統 領)

の設 置 な ど,コ ン ピ ュー タ と プ ライ バ シィ問 題 が 一つ の 焦 点 となっ てお り,

この た めGSAは,FEDNET計 画 を一応 中断 し,現 在 に い た っ てい る と

の こ とで あ った。

Marcor(MontgomeryWard)

米 国 の 小 売 り 業 界 は,総 合POS(ポ イ ン ト ・ オ ブ ・セ ー ル ス)シ ス テ ム

を 導 入 中 で,オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ・ エ ン ト リ イ を は じ め 在 庫 管 理,ク レ ジ ッ

ト ・オ ー ソ リ ゼ ー シ ョ ン,マ ネ ジ メ ン ト ・ リ ポ ー ト な ど 高 度 な ア プ リケ ー シ

ョ ン を 駆 使 し て い る こ と で 知 ら れ る 。 今 回 訪 問 し たMarCOrは,米 国 有 数

の 総 合 小 売 店 チ ェ ー ンMontgomeryWardと 米 国 最 大 の 板 紙 包 装 材 メ ー カ

ーContainerCo .が68年 に 統 合 し て で き た 会 社 だ が,前 者 は73年 の

売 上 げ 高32億3,100万 ドル を 誇 る ビ ッ グ 小 売 りチ ェ ー ン(フ ォ ー チ ュ ン

誌 全 米 小 売 り業 ラ ン ク 第7位)で,小 売 り店475,.カ タ ロ グ ・ ス トア ー

419,カ タ ロ グ 販 売 エ ー ジ ェ ン シ ー(フ ラ ン チ ャ イ ズ の 販 売 代 理 店)

1,171を 有 し て い る 。

MontgomeryのEDP部 門 は,69年 以 来EDP施 設 の 効 率 的 運 用 の た
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め,規 模 の経 済(EconomyofScale)の 概 念 を取 り入 れ,全 米 に ま た

が る 同社 施設 で コ ス ト削減,機 能ア ッ プ を図 って きた。 現 在 は バ ル チ モ ア,

シ カ ゴ(本 社),カ ンサ ス ,オ ー ク ラン ドの4地 域 に情報 処 理 セ ン タ ー

(IPC)を 設置,さ らに第5地 域 セ ン タ ー を建 設 中で あ る。

Montg・meryは73年,NCRに11,000台 の280POSタ ー ミナ

ル を 追加 発 注,ウ ィ リア ムSア ンダ ー ソン社長 に 「わが社 創設 以 来最 大規 模

の一 括 注文 」と言 わ しめ た。 同社 は 現 在,15,000台 の在 来 型 レ ジス、タ ー

を備 え て い る が,近 代 化計 画の 一環 と して,こ れ を全 部NCR280タ ー ミ

ナ ル に切 りかえ る予 定 で あ る。 この 計 画 は,78年 完 了 を 目指 した5年 プ ロ

ジェ ク トで あ る。MOntgOmeryは この プロ ジェ ク トの推進 理 由 と して,①

電 話 線 に よる送 信 可 能,② チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを使 って の ベ リフ ィ ケー シ

ョン,③ 税,割 引 き等 の 自動 計算,④ プ ログ ラム ・イ ンス トラ クシ ョン方 式

⑤ 迅 速 化 な ど客 へ の サー ビス改 善,⑥ ク レジ ッ ト ・オ ー ソ リゼ ー シ ョン,⑦

磁 気 ワ ン ドに よる 自動 読 み 取 りな ど,様 々 の メ リッ トを あげ てい る。

MontgomeryがNCRシ ス テ ムを使 っ て小売 り業 務 近代 化 に取 り組 み 始

め た の は,1968年 に さか の ぼ る。 同年 には従 来 の キ ャ ッシ ュ ・レ ジス タ

ー をNCRモ デ ル53型 オー トメー シ ョン ・レジ ス ターに グ レー ド ・ア ッ プ

す る こ とに決 定,TRWの ク レジ ッ ト ・オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン ・シ ステ ム と共

に第1次MontgOmeryシ ス テ ム ともい うべ き もの をつ く りあげ た。 次 いで

71年 に は,NCR・280シ ス テ ムへ 変換 を 決定。 さ らにそ の 後 全 面的 に

280へ の切 り換 え を決定 し,NCR280,NCR725,TRW4000,

IBM370を ベ ー スに 前述 の 近 代 化5ケ 年 計 画 を進 め て い る。

Montgomeryが 取 り組 ん で い るEDP近 代 化は,単 に 販 売現 場 で の省 力

化,効 率 ア ッ プに とどま らず,小 売 り業 に おけ る物 流,経 営 情報,サ ー ビス

改 善 な ど,い わ ば 小 売 り業 全 般 にわ た る トー タル ・'コン トロ ール を 指 向 して

い る点 に特 徴 が あ る。
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第2章 各 論

21ComputerLessorsAssn.(CLA)

∫

先

地

査

在

調

所

調 査 日

面 接.者

調 査 員

ComputerLessorsAssociations,Inc.

1212PotomacStreet,N.W.Georgetown

WashingtonD.C.20007

1974年7月"3日

Mr.JamesF.Benton

Exec'utiveDirector

梧 沢,加 納,紫 村,播 磨,鈴 木=

概 要 お よ び所 感

ComPute「sLessorsAssosiat .ion(CLA)は1968年,ワ シ ン

トンに設 立 され た 第3者 リース会 社 の協 会 で,現 在(74年7月)の 参加 メ

ンバ ーは13社(第2-1表)。 メ ンバ ーに な る には,IBMコ ン ピ ュータ

を3000万 ドル以 上 リース していな け れ ば な らない とい う条 件 が あ り,大

手 リース 会社 の 協 会 とい うこ とが『で きる。 現在 の ビジネ ス高 は,IBM360

が20億 ドル」IBM370が5億 ドル(何 れ も元 値 で計算)。

CLA事 務 所 は,JanusConsultantInc.(ワ シ ン トンD.C.ボ トマ

ック ・ス.ト リー ト)の 中 に置 かれ てお り,'常 註 ス タ ッフは 社 長,政 府 担 当,

事務 員 の3名 。Janusは デ ータ処理,事 務機 器,通 信分 野 を得 意 とす る コ ンー

サ ル タ ン ト会 社 で,創 設 者 のJ.F.Benton氏 がCLA社 長 を引 き受 け てい

る。 政 府 担 当者 を お い てい るの は,政 府 市場 の規 模,重 要 性 を考 え ての こ と

だ が;政 府 の 購 入 施 策 に よ り現 在 の と ころ リース会 社 は思 うよ うに進 出 で き

な い で い る。 ち な み に 政府 市 場 に設置 され てい るIBM360は 合 計1,000

台 だ が,こ の うち第3者 リース業 を通 じて導 入 され てい るの は125台 に過
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表2-1 CLAメ ン バ ー 一 覧

」

会 社 名 , 住 所,
①BOOTHECOMPUTERCORPORATION

・

BankofAmericaCenter555CaliforniaStreet

SanFrancisco.California94104

②COMPUTERLEASINGCOMPANY 2001JeffersonDavisHighwayArlington,

Virginia22202

③CONTINENrALcOMPUTERASS㏄IATES(Ny.),IM). CedarbrookMallWyncote,Pennsylvania19095

④DEARBORNCOMPUTERLEASINGCORPORATION 4849NorthScottStreetSchillerParkIliinois60176

⑤DIEBOLDCOMPUTERLEASING,INC. ParM80PlazaEastSaddleBrook,NewJerseyO7662

⑥DIERcoMPuTERcoRPoRATIoNLtd. NorthSyduey,2060Australia

⑦DPF.INC. 141CentralParkAvenueSouthHartsdale.NewYork

10530"

⑧GRANITECOMPUTERLEASINGCORPORATION BensonEast.Suite218YorkRoadandTownshipLine

JenkintownPennsylvani再19046

⑨GHEYHOUNDCOMPUTERCORPORATION
」

111WestClarendonGreyhoundTowerPhoenixArizona

85077

⑲ITELCORPORATION'・
36thFloor-SecurityPacificBankBuildingOne

EmbarcadρroCenterSanFrancisco,California94111

◎NATIONAI.C(MPUTERRENTAL,LTD. 415MadisonAvenueNewYork10017・.
⑫RANDOLFHCOMPUTER、 537SteamboatRoadGreenwich,ConneticutO6830

⑬TALCOTTCOMPUTERLEASING 1290AvenueoftheAmericasNewYork,N∋wYork10019



ぎな い。 この ためCLAで は,政 府 の購 入窓 口で あ るGSAに 対 し,「 第3

者 リース を利 用 す れ ば 現在EDP価 格 の50%を 節減 で きる 」な ど盛 ん な運

動 を展 開 して い る。

この外CLAの 主 な活 動 と しては,① 月間 レ ポー トの発 行 ② 調 査 活 動 の

2つ が あげ られ る。 月間 レ ポ ー トは,各 月 の リース の取 引 き内 容 す なわ ち リ

ー ス条 件 ,機 器 の性 能,仕 様,リ ー ス 料/月 な どを取 りま とめた もの だ が,

メン バ ー以 外 には 公 表 して い な い。 調 査 は 各 メンバ ー か ら四半 期 毎 に デ ータ

を収 集 し,マ ー ケ ッテ ィ ング 費用,投 資 収 益 な どを調 べ る こ とに重 点 を置 い

て い る。 メンバ ーは 上記 の レ ポ ー ト,調 査 結 果 か ら,自 社 と他 の リース 会社

を比 較 し,ま ず い 点 を改 善 す る よ うに して い る。

第3者 リース業 は,60年 代 後 半 に360で 築 いた黄 金 時 代 ほ どの 勢 い は

ない が,改 良360の リー ス,レ バ リ ッジあ るい はパ ッケー ジ方式 に よる

370の リー ス 中古 市場 へ の 進 出 等 今 後へ の期 待 は大 きい ものが あ る。

詳 論

第3者 リ ー ス 業 は,IBM360と い う傘 の 下 で 成 長 し,コ ン ピ ュ ー タ 業

界 で 確 固 た る 基 盤 を 築 い て き た 。 事 実 リ ー ス 会 社 の 勢 力 が 目 ざ ま し く な っ た

の は,360の 大 が か り な 引 き 渡 しが 始 ま っ た1967年 で あ り,70年 に

は 全 リ ー ス 会 社 で28億 ドル 相 当 の コ ン ピ ュ ー タ を 所 有 す る に 至 っ た 。

し か レそ の 後IBMは シ ス テ ム370を 発 表,さ ら にFixedTermPlan

(FTP,1971年),ExtendedTermPlan(ETP,1972年),'

TermLeasePlan(TLP,1973年)と 矢 つ ぎ早 に 新 政 策 を 打 ち 出

し,独 立 系 周 辺 装 置 メ ー カ ー,第3者 リ ー ス 会 社 対 応 策 を と っ た 。 こ の た め

リ ー ス 会 社 に と っ て は,360を 単 に 横 す べ り さ せ る だ け で も う け て い た 時

代 の う ま 味 は な く な っ た が,360の 改 善,新 規 分 野 へ の 進 出,フ ル ペ イ ァ ゥ ト

リ ー ス あ る い は パ ッ ケ ー ジ ・ リ ー ス な ど 新 し い リ ー ス 方 式 の 導 入 に よ っ て,

再 度 ユ ー ザ ー に ア ッ ピ ー ル し よ う と し て い る 。
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(1)ま だ 使 え る360… …

第3者 リース 会 社 は,IBM360

で 黄 金 時代 を築 い た が,360は す で

に発 表 後10年 を経 過 し,価 格 下 落 が

目立 っ て い る。 しか しCLAで は,360

の性 能 ア ップ を計 る こ とに よ り,360

が 現 在 お よび 将 来 にわ た っ てま だ使 え

る こ と,ま た370と 比 較 して何 に 向

い て い るか な ど を調べ,コ ス ト/パ フ

ォ ー マ ンス面 で有 利 な こ とを ユ ー ザ ー

に説得 し よ う と してい る。 特 に現在 の

エ ネル ギ ー危機,経 済 事 情 な ど も考 慮

し,360で い か に安 くか つ 効 果 的 に

デ ー タ処理 で きるか とい う点 を強 調 し

て い る。 第2-1図 はCLAが,今 年

7月 か ら3ケ 月 に わ た っ て ウォ ー ル ・

ス トリー ト・ジ ャ ー ナル 紙 に掲 載 す る

広 告 の1例 だ が,「CLAは イ ン フ レ

Whenyoustart

choosingcomputers

血)rwhattheydo

insteadofwhat

恕隠霊輪止
Weinvite卿 由9ロi巧

リロ　 り　の　 ロぽ ゆ ロ ロロぬ ヒ サ エ ロむ じゆ ぜむ サぬオ
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1212Poto囎cSUeet,N.WＬWashm8t㎝,0層C.2吻'口0力96詞0,0

図2-1コ ス ト節 減 を う た っ

たCLAの 広 告

(ウ ォ ー ル ・ス ト リー ト

・ジ ャ ー ナ ル7月9日 付)

一 シ ョン ・フ ァイ タ ー 」を キ ャ ッチ ・・フ レー ズ に ,リ ース に よる コス ト節

減 を呼 び か け て い る。

CLAは これ ま で,テ ー プ,デ ィス ク ・メモ リな ど周辺 装 置 を中心 に,

360性 能改 善 を行 な っ て きたが,今 後は ソ フ トウ ェア に 重点 をk・ こ うと

して い る。 現 在 の360ソ フ トウ ェア は能 率 が 悪 く,か つIBMが360

ソフ トウェア の 改 善努 力 をや め て しま っ てい る ため,CLAで は独 立 系 の

ソ フ トウ ェア 会 社 に改 善 を依 頼 し成 功 してい る。 この 際大 手 の ソ フ トウェ

ア会 社 だ と,値 段 だけ 高 くつ い て質 が悪 い とい うケ ース が 多 々 ある た め,

小規 模 で優秀 な 企 業 を利 用 して い る。1例 と して従業 員12名 の ソフ トウ

ェア 会社 に依 頼 して,非 常 な成 功 を納 め た こ と もあ る。 こ う したや り方 で
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360ソ フ トウ ェア を改 善 し,現 在100本 のパ ッケ ー ジを持 つ に至 った。

ま た 同 様 に360/30は30%～40%の 性 能 向上 に 成 功 し,360/

40と 同等 の パ ワ ー を提供 で きる まで に な っ て い る。

この外 リース 会 社 の 中 には,360に 様 々 な機能 を 加味 し,い わ ば370

と同 等 の機 能 を安 く提 供 して い こ う と して い る所 もあ る。 例 え ば 独立 系 の

メモ リ業 者 と提 携 して,360に 半 導 体 メモ リな どを 付加 し,メ モ リ ・サ

イ ズ を370と 同等 に した り,通 信 機 器 業 者 と共 に370と 同様 の フ ロ ン

ト ・エ ン ド通信 機 能 を開 発 してい る。 ま た360/50,65,67シ ス

テ ム に関 して は,仮 想 記 憶(VS)を 提供 して い る リー ス会 社 も ある。 こ

れ ら の 中 で,最 も注 目され るの は,PCM(プ ラグ ・コ ンパ テ ィブ ル ・マ

ニ ュ フ ァク チ ュ ア ー戊 との タイ ア ッ プに よる パ ッ ケー ジ ・リース で ある
。

② 期 待 さ れ るパ ッケ ー ジお よび レバ レ ッジ ・ リース

パ ッケ ー ジ ・リース とい う言 葉 は か な り広範 な 意味 を包 合 して い る。 た

とえ ばCPUの 外 に 空調,机,床 な ど他 の施 設 を ひ と ま とめに して リース

す るの もパ ッケ ージ とい われ る。 目下 注 目を集 め て い るのはItel社 な ど

が や っ て い るパ ッケ ー ジ方式 で あ る。 これ はItel社 が販 売 してい る あ る

い はAmpexな ど他 のPCM製 の 周辺 装 置 を360(or370)と 組 み

合 わ せ て リースす る もの で,料 金,技 術面 で顧 客 に大 い に ア ッ ピー ル して

い る。

も うひ とつ 注 目され る リース方 式 と して,Itel社 やDPF社 な どが や

っ て い る レバ リッ ジ ・リースが あ る。 リース会 社 に とっ て,機 材 の購 入資

金 調達 は大 きな問 題 だ が,こ の 方式 は投 資 税控 除 とい う税法 上 の 優偶 措 置

を うま く利 用 し,リ ー ス会 社,投 資 者,ユ ーザ ー3者 に利 点 を与 え よ うと

い う もの。 これ は 従来 の,メー カ ー,リ ース会 社,、顧 客 の 外,銀 行,保 険 会

社,大 企業 な どの 投 資 者 が 参 画 し,シ ス テ ムの 法律 上 の 所有 者 には こ う し

た投 資 者 が な る(当 該 物 件価 格 の20%以 上 の持 ち 分 を所有 す る ものは 法

律上 そ の物 件 の所有 者 と認 め られ る)。 そ'し て投 資者 は シス テ ム所有 者 と
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して,シ ス テ ム価 格 の100%に つ い て投 資 税控 除 を適用 さ れ,そ の メ リ

ッ トの1部 を リース 料 金 に反 映す る。 リース 会 社 は 各 パ ー テ ィ間 の 資金 の

調 整,リ ース契 約 の 締 結 と処 理,購 入 資金 の1部 出 資,契 約 が 切れ た 後 の

再 リース あ るい は売 却 を行 な い,残 余 価 値 につ い ては投 資 者 と分 配 す る。

通 常投 資 者 には,投 資 税控 除 を生 か す 意味 で も収 益性 の大 きい企 業,例 え

ば 銀 行 とかFordMotorと い っ た大 会社 が な る。 ちな み にDPF社 の場 合

は,Fordと 提 携 して370シ ステ ムの リース を 行 な って い る。

(3)370,F.Sの 展 望

シス テ ム370の リース 市 場 は,将 来大 きな 可 能性 が あ る とCLAは み

て い る。 現在 リース さ れ て い る370は 金額 に して10億 ドル だ が,370

リー ス台 数 は 前年 比42%増 え て い る。 しか しCLAメ ンバ ーは,370

リース に は積極 的 態 度 を示 して い ない。 これは主 に,370の 寿 命 が短 か く

な っ て きてい る こ とに起 因 す る もの で,2～3年 前な ら話 しは 別 との こ と

で あっ た。

1)一 ス方 式 とい う点 か らみ て370リ ース と360リ ース の 大 きな違 い

と して,370で はオ ペ レー テ ィ ン グ ・リース をや っ て いな い こ とが あ げ

られ る。 オ ペ レーテ ィ ン グ ・ リース は,最 初 の顧 客か らは 購 入金 額,利 益

な ど全 額 は 償現 しな い と い うや り方 で,こ れ は 再 リース とい う可能 性 に裏

うち され てい た とは い え い わ ば"リ ス ク ・ リース"で も あ った。 リース会

社 の 中 には,全 額 を取 り戻 さ な い うち に370が 発 表 され て痛手 を こk'む

った 所 もあ った た め,370リ ース をや って い る ところ は全 額 償環 方 式

(フ ル ・ベ イア ウ ト・ リース)を 採 用 し,FSが 出 た場 合 の イ ンパ ク トを

最 小 限 に くい とめ よ うと して い る。

F.Sに つ い て は今 後2年 位 で 発 表 され る もの とCLAは み て い る。 こ

の 場合 リース業 界 へ の 影 響 と して は,IBMが ど うい う ソ フ トウ ェア を出
へ

して くるか あ るい はE.T.Pな どの 政 策 をい つ 発表 す るか が鍵 に なる。

例 え ばE.T.Pに つ い ては,F.S発 表 と同 時 に 打 ち 出 され れ ば,リ 一
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ス会 社 と して も資金 ぐ りの 段階 で対 処 で きるが ,F.S発 表 後 間 をお い て

や られ る と,機 材 を購 入 して しまっ た 後だ け に イ ンパ ク トも大 き い と判 断

してい る。

さて今 後 の370リ ース だ が,2年 後 にF .Sが 出 るの では とい う状況

で ど うい う具合 に370リ ース を進 め てい くのか とい う問題 が あ る。CL

Aで は現 実 に370リ ース をす る顧 客 が い る と して明 確 な 回答 を避 け たが ,

お そ ら くこ こ に も トレー ド・オ フ とい う手 段が 介 在 してい る もの とみ られ

る。 つ ーま り370リ ース 途 中 でF・Sが 出 て も,同 時 点 での370残 存 価

値 は高 く評価 で き,そ の 後は 中古 市 場 な どで有 効 に運 用 す る こ とが で き る

とい う見 通 しが リース会 社,顧 客 の 相方 に ある と考 え られ る。

(4)中 古 市 場 へ の 進 出

す でに述 べ て きた よ うに リース会 社 は,ソ フ トウェ ア改 良,機 能 強 化 に

よる360の リース,レ バ レ ッジ ある いは パ ッケ ー ジ方 式 に よる370の

リース に取 り組 ん でい るが,今 後の 可能 性 として最 も注 目 して い るのは 中

古 市 場 へ の 進 出 で あ る。CLA自 身,360の75%は 第1回 りース契 約

が 切 れ てい る と して,「 我 々が 最大 の 中古 コ ン ピュ ー タ保 有 者 」と述 べ て

い る。 この よ うに リー ス会 社 が,リ ー ス ・バ ック され た360を 中古 マ シ

ン と して売 り出せ ば,中 古 市 場 の競 争 環境 にか な りの イ ンパ ク トを与 え ,

価格 構 造 に も変 化 を きた そ う。実 際 中 古 デ ィ ー ラーは,リ ー ス会 社 を最 大

の 競 争相 手 と指摘 して い る。 中 古業 界 には,中 古 デ ィー ラー,ブ ロー カー

が設 立 して ら る中古 デ ィ ー ラー協 会(TheComputerDealers'Assn.)

が あ るが,デ ィー ラーの 中 に はCLAに 参 加 を表 明 してい るところ さえある。

しか しCLAは 現 時 点 で は これ ら中古 デ ィー ラーは メ ンバ ー に しな い方 針

を とっ てい る。

リース と中古 との関 係 は,何 故 リース会 社 がIBM以 外 の機 器 を扱 わ な

い か とい う問題 の 解 答 に もな っ てい る。 勿論IBM以 外 の 機器 につ い て は,

マー ケ ッ トが 小 さい,サ ポー トが 確 立 され てい な いな どの理 由 もあ るが,
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「中 古品 と して 出 た時 に価格 が 急 落 す る 」とい うCLAの 見 解 は決 して

見逃 がせ な い もの で あろ う。 な お現 在,IBM以 外 のCPUの 第3者 リ

ース市 場 は ,1億 ドル程 度 に と どま っ て い る。

表2-21te1社 パ ッケ ー ジ ・リー ス'・ プ ラ ンの1例

370/145'(2081(1BMメ モ リと7330デ ィスク12台 付)

リース期 間 月当 り節約率 月当 り節約 高 IBM月 間 レ ンタル

3年 2% $540 $27,000

5年 36% $9,700 $27,000

8年 45% $11,150 $27,000

図2-2 米国の総設置ベースに占めるリース会社の割合(73年)

・ 総設 置 ベ ース300億 ドル

.IDC調 査

・ 資 料 提供CLA
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(ウ ォ ー ル ・ ス ト リ ー ト ・ ジ ャ ー ナ ル7月16日 付)

資 料 一 覧

① JanusConsultants.Incサ ー ビ ス 案 内

② Itel社 レ バ リ ッ ジ ・ リ ー ス に 関 す る コ ピ ー

③ ComputerServicesprogram/73byQuantum
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ComputerSystemsofAmerica.Inc

141MilkStreet,BostonMass.02109

1974年6月25日

Mr.J.FrankKeohane,President

Mr.AnthonyV.Pettine皿

梧 沢,加 納,紫 村,播 磨,鈴 木

概 要 お よ び 所 感

ComputerSystemsofAmerica(CSA)は,小 規 模 な が ら370

の フ ル ・ペ イ ア ウ ト ・ リ ー ス で 実 績 を あ げ て い る 特 異 な リ ー ス 会 社 で あ る 。

設 立 は1968年,現 在 の 従 業 員 数35名,要 員 は 何 れ も技 術,財 務,法 律,

マ ー ケ ッ テ ィ ン グ な ど の 高 度 な ス ペ シ ャ リ ス トだ け で,大 手 の 米 国 企 業 の み

を 顧 客 に し て い る 。

1973年 の リ ー ス 額 は6,500万 ド ル,1974年 は9,000万 ドル ～

1億 ド ル を 目 標 に し て い る 。 し か し74年 に つ い て は,金 融,経 済 事 情 が 悪

い た め6月15日 現 在3,500万 ドル に と ど ま っ て い る 。

詳 論

(1)高 度 ス ペ シ ャ リス ト集 団 … …

CSAの ス タ ッ フ35名 は何 れ も,「IBMの 支 店 長 ク ラス 」 とい うス

ペ シ ャ リス トぞ ろ い で,各 々① 機 材,② 財務(何 処 で 資金 を入手 し,ど う

使 うか な ど), ,③ 法律 的 文書(契 約 な ど),④ マ ー ケ ッテ ィ ング の分野 を

担 当 してい る。 販 売 施 設 は シ カ ゴ,ニ ュ ー ヨーク,ア トラン タ,サ ンフ ラ

ン シス コ,ダ ラス,ロ ス ア ン ゼル スに も置 か れ てお り,1人 もし くは2人

で担 当 してい る。

リースす る機 器 は370/158,370/168な ど大 型CPUで,
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長 期(7年)の フル ・ペ イア ウ ト方 式 を と っ てい る た め途 中 解約 さ れ て も

不 安 は ない。 機 器 の購 入 資 金 は購 入額 の85%～90%を 借 り入 れ,税 法

上 の対 策 上 有 利 に な る よ う してい る。 周辺 装 置 に 関 し ては,① この 分 野 の

技 術革 新 が 速 く長 期 リース に 向 か な い,② 独 立 系 周辺 装 置 メー カー が短 期

リース をや っ てい る,③ 新 機 材 の 開発 に よっ て大 き く左 右 さ れ る,な どの

理 由 で リース対 象 に 入 れ て い ない。

370以 外 に リース して い る もの と しては,360が 少 々 とCDC3300

が1台 ある だけ。IBM以 外 の コ ン ピュ ー タをや らな いの は,こ れ らメ ー

カ ー製 コ ン ビ=一 夕の 市 場 価 値 が 小 さい た め で あ る。DEC(Digital

EquipmentCo.)に つ い ては リース の可 能 性 を調 査 した こ とは あ るが,

結 論 は ノ ー と 出 た。 他 の リース 会 社 の 中 には,Burroughs,Univacの

コンピュー タを若干 リース してい るところ もあるが,残 存価 値 が 低 い とい う こ

とな どユー ザ ーが 敬 遠 す る傾 向が ある。

結 局CSAを 一 言 で い うな ら,高 度 に洗 練 され た ス ペ シ ャ リス ト集 団 に

よる,大 手 企業 を相 手 に した370リ ース会社 とい え る。

(2)IBM政 策 に つ い て

リース業 界 に最 も大 きな影 響 をお よぼ しそ うなIBM政 策 は,73年3

月 に発表 され た4年 間 リー スつ ま りT・L・P(タ ー ム ・ リー ス ・プ ラン)

で あ る。 これ は4年 間 を契 約 期 間 と し,レ ンタ ル 料 金 は 従来 の370と 同

じだが,オ ーバ ー ・タ イ ム ・チ ャー ジ な しで一 定 時 間 以 上 の マ シ ン使 用 が

評 され る とい う もの で,1日24時 間 コ ン ピュ ー タを フル稼 動 してい るユ

ー ザ ーに は魅 力的 な もの で あっ た
。 しか しCSAで は,T・L・Pは まず

受け 入れ られ て い な い と してIDC調 査 を引用 した(表2-5参 照)。 こ

れ は恐 ら く,契 約 解 消 時 の 違 約 金 が 非 常 に高 い な どの 制 約条 項 に よる もの

と考 え られ る。

CSAで はTLPに つ い て,オ ーバ ー ・チ ャー ジが な い とい うメ リッ ト

は認 め な が ら も,こ の 政 策 は技 術 的 変 化 の早 い大 企業 とか動 産 税 が 高 い 州
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の 企 業 で7～8年 リ ース よ り4年 リースが 有 利 な とこ ろ に しか 受 け入 れ ら

れ て ない とみ て い る。 ま たIBMが4年 リース を打 ち 出 した理 由 と しては,

① 顧 客 の コ ン トロ ール,② 将 来 の長 期 リース計 画 の テ ス ト ・ケース とい う

2点 を あげ てい る。

370に つ い て ユ ーザ ー側 は,71年 ～72年 頃 に は短 期 の オ ペ レ ーテ

ィン グ ・ リース(リ ス ク ・リース)で も借 り られ るの で は な いか と観 測 し

てい た。 しか しCSAで は,360オ ペ レ ーテ ィング ・リース をや っ てい

た 大 手 リース 会社 が 打 撃 を うけ た こ とや,IBMが 長期 リース政 策 を打 ち

出 した ため,370を 短 期 で リー スす るの は金 の 面 で 無理 と判 断 して い る。

CSAやlte1で は,370は5年 は 持 つ と して,7年 ～8年 リース をす

れば 有 利 とふん で い る。 ま た残 存370に つい ては 中古 品 と して 出せ ば,

ユ ー ザ ー に十 分受 け 入れ られ る もの と見 込 ん でい る。

F.Sに つ い て は,最 近 の コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ ーが 自分 の 所 で ど うい

うコ ン ピ ュー タが 必 要 なのか よ く知 る よ うに な って きた ため,F.Sが 出

たか ら とい っ てす ぐに飛 びつ くこ とは ない とみ て い る。 この 意味 にお い て

はF.Sの 出現 を そ う気 に してい な い よ うだ った。

(3)問 題 点 と将 来 計 画

現 在 直面 してい る問題 点 と しては,資 金,競 争,要 員 獲得 な どが あ げ ら

れ る。 資金 につ い ては,73年 以 前 は銀 行 か ら借 りてい たが,現 在 は 高金

利,金 が な い な ど,商 業 銀行 か らの借 り入 れ ば難 し くな ってい る。現 在 は

主 に保 険 会 社 を利 用 してい る。

競 争 に つい て は楽 観 祝 し てい る。370リ ース で 注 目され るの は,

①T・lexやIt・1社 の よ うに パ ッケ ージ ・ リース をや ってい る所 ・② リ

ース を手 が け てい る銀 行 ,③CSAの よ うな特 異 な リース会 社 だ。 大 手 リ

ース 会 社 は360オ ペ レーテ ィング ・リー スで打撃 を こ うむ っ た 所 が多 い。C

SAで は 最終 的 に は,Ite1の よ うな リース会 社 とCSAの よ うな リース

会 社 の み が生 き残 る とみ てい る。

一37一



最大 の 問 題 点 は 要 員 獲 得 に ある。 業 界 が若 い た め に,熟 練 者 の 不足 が 目

立 っ てお り,加 え て銀 行 が リー ス業 進 出 をね らっ て これ ら要 員 の 獲得 を行

な って い る。 ま た ユ ーザ ー も リース 会 社 を十 分 吟味 してか ら契 約 を結 ぼ う

とす るか ら,お 客 の 要 求 に対 処 で きる スペ シ ャ リス トの獲 得 が 急務 に な っ

てい る。 新 人 を雇 い 入 れ ての教 育 訓 練 は大 切 だ し重 要 と考 え てい るが,現

状 対 処 とい う点 で 新 人 雇用 は無理 。 最 初 か ら熟 練 者(IBMな ら支 店 長 ク

ラス)を 入 れ,常 に ス ペ シ ャ リス ト集 団 と して業 務 を遂行 す るの がCSA

の 方 針 で もあ る。

将 来 計 画 と して は,今 後 とも370をIBMか ら購 入 して これ を リース

す る予 定 だが,75年 第2,第3四 半 期 に は か なbの 伸 び が 見 込 まれ る。

IBMがF.S(or380)を 出せ ば,こ れ も リー スす る計 画 を持 っ て

い る。 ま た大 手 ユ ー ザ ーに対 す る追 加 リー ス も予 定 して い る し,OEMメ

モ リ ・シス テ ム な ど低 価 格 で大 量 に購 入で きれ ば これ を買 い入 れ る こ と も

検 討 して い る。 勿 論 パ ッケー ジ ・リー ス をや る可 能 性 も検 討 中だ。

将 来 計 画 とい うこ とでは,中 古分 野 へ の 進 出 に も注 目 してい る。 中古

370市 場 の 可能 性 は 大 きい もの が ある し,現 にモ デ ル155,165な

どは,モ デル158,168の 影響 で 中古 市 場 を 形 成 しつ つ あ る(オ リジ

ナ ル ・コス トの60～70%で 取 引 きされ てい る)。 取 り扱 う中古 機 材 は,

自分 で 貸 してい る もの で リー ス ・バ ック され た もの,あ るいは他 の 会社 か ら

入 手 して も よい し,今 後 は 中古機 材 の 客先 を積 極 的 に 開発 す る用 意 が あ る。

表2-31BMタ ーム ・リース ・プラン(TLP)の 浸透予測

モ デ ル 名
総 レ ン タル

台 数 ※
(74年12月)

TLP
台 数

TI.P

浸 透 率

370/115 950 60 6%

370/125 1,845 75 4%

370/135 1,820 70 4%

370/145 1,125 5 一

370/158 380 125 33%

370/168 125 35 28%

TOTAL 6,245 370 6%

※TLP台 数 も含 む(ソ ーヌ、IDC,CorporatePlanningService)
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先

地

日

者

査

在

醐

接

調

所

調

面

調 査 員

Comdisco

2200E.Devon,DesPlaines,Illinois

1974年7月8日

Mr.KennethN.Pontikes,President

Mr.JohnF.Kofler

VicePresident-International

梧 沢,紫 村,加 納,鈴 木,播 磨

概 要 お よび 所 感

コ ム デ ィス コ社(Comdisco)は 最大 の 中 古 コ ン ピュ ータの デ ィー ラで あ

り,IBM社 の370,新370の 出 現 に よるユ ー ザ ーの360,370か

らの リプ レ ー ス とい う時期 に うま く乗 っ て,1969年 末 設立 以 来,急 激 な

成 長 を遂 げ て い る会 社 で ある。IBM製 品 の扱 い に的 を しぼ り,1973年

度 の売 上 げ は,わ ず か11人 で2,410万 ドル,前 年 度 に比べ62%も のび

て い る。

現 在360の 価 格 は 当初 の25～35%程 度 に な っ てお り,こ れ が さ らに

下落 の傾 向 に あ る。

370は 買取 られ て い る ものが 多 く,こ れ らが 新370ヘ リブレ ース され

るた め,370の 中古 市 場 の の び が予 想 され る。 コ ムデ ィス コ では来 年 には

売 上 げ の半 数 は370に な る と予 想 して い る。

輸 出 に対 して も積 極 的 で,現 在 売上 げ の15%を 占 めて い る もの を,さ ら

にのば す 予 定 で あ る。 自由化 後の 日本 市場 を有 力 な市 場 と考 え て お り,低 価

格 の360が 上 陸 した場 合,ど の ような影 響 が あ るか 充 分検 討 の余 地が あ る

と感 じ られ る。
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詳 論

(1)会 社 概 要

イ.1969年 末 ス タ ッ フ5人 で 設 立

ロ.現 在18人 。 本 部 シ カ ゴ。 支 店 ニ ュ ー ヨ ー ク,カ リ フ ォ ル ニ ァ

ハ.営 業 経 緯

売 上 げ(ド ル) 税引純利益(ド ル)

1970年 約100万

1971年 540万 20万

1972年 1,490万 65万

1973年 2,410万 115万

1974年 3,500～4,000万(予 想)

輸 出 は1972年 よ り1973年 で49%も 増 加 し,今 で は 売 上 げ の

15%を 占 めて い る。 当社 は 中古 コ ン ピュ ータ ・デ ィー ラー と して は 最

大 で あ り,第2位 との 間 に は2倍 の差 が あ る。

二.対 象IBM製 品。

② 取 扱 い機 種

コ ムデ ィス コ社 は360,370を 対 象 とす るデ ィー ラで あ り,IBM

以 外 の もの は売 買 斡 旋 の み 行 な う。

IBM製 品 の み を扱 うの は,同 社製 の コ ン ピ ュ;タ で市 場 の70%を 占

め,他 社 の シェ ア は小 さ い た め で あ る。 さ らにIBMは 価格,メ ンテ ナ ン

ス,そ の 他契 約 条 件 な どに厳 格 な ポ リシーを持 って お り・ ユ ーザ ー毎 に よ

る差 が 少 ない た め,中 古 業 者 と して も扱 い や す い。

コ ムデ ィス コ社 の取 扱 い 機 種 は,

。360で は50,65が 主 力。30,40は 少 量。

。370で は135,145,155,165が 主 力。

で あ る。
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現 在,在 庫 と して500～600万 ドル 分 を持 って い るが,

モ デル をそ れ ぞ れ一 式 は持 ち た い と考 え て い る。

IBMの 各

(3)市 場

370の 出現 で360の リプ レース を うな が した。 ま た新370の 出現

で,360の み な らず,370の リプ レ ースが さ らに 促 進 さ れ てい る。 リ

ース会 社 ,あ るい は ユ ーザ ーの 買 取 られ た360の50%は,こ の1年 間

で 中古 市 場 に出 る と予 想 され てお り,価 格 の 下 落 が は げ しい。

新370は1974年 の初 め より中頃 に か け て,ぞ くぞ く稼 動 に入 って

い る。370は360以 上 に買 取 られた もの が 多 く,こ の新370へ の リ

プ レー ス は370の 中 古 市 場 へ の 出廻 りの 多 くな る こ と を示 して い る。

1974年 以 降,中 古 市 場 は370中 心 と予想 され,コ ム デ ィス コで も,

売 上 げ の 中 で370の 占 め る割合 は,今 年15%程 度 よ り来 年 は約50%,

1976年 に は そ れ 以上 に な る と言 ってい る。

現在 の コ ムデ ィス コ社 の 中古 コ ン ピュ ータ の価格 は 次 の 通 り。

。360も との価格 の25～35%

0370〃75～80%

。370-158※"91%

※1例 のみ 。8ケ 月使 用 の もの。

(4)外 国市 場

コ ムデ ィス コ で は,現 在 ヨー ロ ッパ ,南 ア メ リカ を中心 に輸 出 を行 っ て

い る。金 売 上 げ に対 し15%程 度 で あるが,1～2年 後 に は15～25%

程 度 に な る予想 で あ る。 最 終 的 には 会社 の成 長率 と同率 ま で比率 をひ き あ

げ る 目標 で あ る。

現 在 ヨー ロ ッパ に も中古市 場 が形 成 され つ つ ある。 日本 に お け る コ ン ピ

ュー タ 自由化 後 の 市 場 に も強 い 関心 が あ り,具 体 的な ア プ ロー チ法 を捜 し

て い る。
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(5)売 買 対 象 ユ ー ザ ー

銀 行,保 険 会 社 な ど金融 関 係 が 多 い。 製 造 会社 は 資 金 的 余 裕 が ない た め'

対 象 に は な らな い。 コ ン ピュ ー タ を始 め て使 用 す る ユ ー ザ ー も対 象 とはせ

ず,す で に コ ン ピ ュ ー タ を導 入 して い て,そ の 業 務 拡 張 で同 種 の コ ン ピュ

ータ を必 要 とす る と こ ろな どに 市場 が ある。

政 府 関係 は,中 古 コ ン ピュ ー タや 第3者 リース な どに対 す る認 識 が 遅 か

った た め,ま だ大 きな得 意先 に は な って い な い。1973年 に,政 府 は27

台 の 中古 コ ン ピ ュ ータ を購 入 した が,今 後1年 間 に約200台 が リプ レー

スの 時期 に来 て 訟 り,大 きな 市場 にな り うる。

(6)そ の 他

(a)ハ ー ドウ ェア ・メ ンテ ナ ンス

デ ィー ラが 買 う時 に以 後 の メンテ ナ ンス保 証 を と りつ け る。 それ を買

った ユ ーザ ーが,メ ン テ ナ ンス を第3者 メ ンテ ナ ンス業 者 に依頼 す るの

は 自由 で あ る。IBMは 輸 出 され た もの に対 して も メ ンテナ ンス を行 な

う。

㈲ ソ フ トウ ェア の 供 給,強 化

コ ムデ ィ ス コは,ソ フ トウェアを 全 く扱 わ な い。 デ ィ ー ラ ーは 物 を 動

かす 業 種 と考 え てい る。

資 料 一 覧

1.ComdiscoAnnmalReport1973

2.メ ン テ ナ ン ス に 対 す るIBMの 見 解 を 述 べ た 書 簡(IBMWTC

よ りComdiscoへ 。MAR.15.1974)
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24TimeBrokers.lnc.(TBI)

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

調 査 者

TimeBrokers,Inc.

500ExecutiveBlvd.Elmsford,NewYork

10523U.S.A.Te1.(914)592-4065

1974年6月27日(木)

Mr.SvendE.Hartmann

(ExecutiveVicePresident)

梧 沢,加 納,播 磨,鈴 木,紫 村

概 要 お よ び 所感

タ イ ム ・ブ ロー カ ーズ社(TimeBrokersInc.)は ニ ュ ー ヨ ーク郊 外

エル ムス ・フ ォ ー ドの 一 角,頭 脳 産業 団地 と呼 ばれ る所 に ある。

TBI社 は1964年 に設 立 され,初 め は コ ン ピュ ー タ時間 を売 る だ け の

会社 で あ っ た。5年 程 前か ら,中 古 コ ン ピュ ー タの仲 介 をす る よ うに な り,

今 で は そ の 方 の 収 入 の 方 が 多 い。 こ この 本 部 の外 に,ア メ リカ各地 に6ケ 所

の支 所 を持 ち,職 員 数 は現 在35人 で あ る。年 次報 告 書 に よ る と,1973

年 にお け る総 売 上 げ は340万 ドル,う ち 中 古 コ ン ピュー タ の仲 介 料200

万 ドル,コ ン ピュ ータ時 間 の売 買収 入60万 ドル とな って い る。

ア メ リ カにお け る中古 デ ィー ラ ーは10年 程 前に 出現 したが,当 時 は4～

5社 で あっ た。 現 在 の 状 況 は概 略 次 の とお りで あ る。

大 手(嶽

中規模(売 上げ

一で

蒜 二㌦ 上)… 約・社
… 万 ド・・ 以 上)…2・ ～2・ 社

1ご ブローカう … 多数

なお,タ イ ム ・ブ ロ ー カーズ 社 は 中規 模 に入 る。

中古 業 の 中 で重 要 な政 策 の ひ とつ,メ ンテ ナ ンス につ い て は 「IBMは 古
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い 機 械 で も長 い 間 メ ン テ ナ ンス を して くれ る の で問題 が な い 」 と して い る。

ソフ トウ ェ アに っ い て は,IBM360のDOSはRV26で バ ー ジ ョン ・

ア ップ を中止 した が,大 手 リー シング会社 が 速 いDOSを サ ホー トして くれ る

ので 心配 ない と のこ とで あ った。

中古 業 者 は様 々 な問 題 をか か え て い るが,TBIで は予 測 を第 一 の 問 題 点

に あげ て い る。 例 えば,中 古 の価格 は 急 速 に下 落す るので,デ ィスク を 持 って

来 て シ ス テ ムを作 る よ うな計 画を して 時 間 をか け て い る と中古 の価 格 が 急落

す る 危 険 性 もあ る。IBMが 何 を や るか を 予 測す る こ とも重 要 に な って くる。

資 金 も重 要 な問 題 で あるが,銀 行 が60日 は金 を貸 して くれ るの で,2～

3ケ 月 で物 を動 か せ ば,金 が な くて も商 売 が 出来 る。

詳 論 ・

(1)TimeBrokersInc.(TBI)の 概 要

TBI社 は1964年,ニ ュー ヨーク に コ ン ピュー タ時 間 の ブ ロー カ ー

と して設 立 され た。 そ う して,5年 程 前か ら中古 コ ン ピュー タの ブ ロー カ

ー業 も営 む よ うに な った。 技 術 が進 む と,TSSの ように コ ン ピュ ータ 時

間 を経 済 的 に使 う端末 が増 加 し,コ ン ピ ュー タ時 間 を売 る こ とは な くな る

で あ ろ う。 この数 年 間 で 言 えば,コ ン ピュ ー タ時 間 の仲 介 料 は約60万 ド

ル程 度 に止 ま って い るの に比 べ て,中 古 コ ン ピュ ー タ仲介 料 は200万 ド

ル に 増 加 した(図2-5 ,図2-6参 照)
$2,500.000750

,000

500・000・

250,000

0

1965166,67†68`69,70,71¶72'73

図2-5TBIの コ ン ピ ュ ー タ

・タ イ ム 売 上 げ 推 移

2・000.000

1,500.000

1,000.000

500.000

0
1967196819691970197119721g73

図2-6TBIの 中古 コ ン ピュ

ー タ売 上 げ推 移
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TBIは ニ ュ ー ヨ ー ク本 部 の ほか に,ニ ュ ー ヨーク,ロ ス ア ン ゼル ス,

ワシ ン トン,ボ ス トン,シ カ ゴお よび サ ンフ ラ ンシス コ6カ 所 に支 所 を持

って い る。

職 員数 は 総数35人 で あ り,そ の うち1'2人 が 本 部 にい る。 あ とは 各支

所 に 次 の構 成 で 配置 され て い る。

所 長1人

セ ール ス担 当1～2人

書 記1～2人

本 部 で は会計,広 告 や 法 律 関係 の業 務 を行 な って お り,支 所 で は,コ ン

ピュ ー タ時 間 の実 際 の販 売 をや って い る。 しか しなが ら,中 古 コ ン ピュ ー

タの 取 引 きにつ い て は,買 取 りの た め の資 金 作 りな どの た め に,必 ず 本 部

が 関 与 して い る。

中古 コ ン ピュ ー タの 取 引 きにつ い て は,ブ ロー カ レ ッ ジ と買 取 り とが あ

る。 ブ ロー カレ ッジで は,第 三 者 リー シ ングの セ ー ルス マ ンの役 を果 して

い る。 リ ・ リー シ ン グや リ ・マ ー ケ ッテ ィングの た め に も役立 って い る。

買取 りは,す べ て本 部 の リス ク で 買取 って い る。

この 会 社 が 主 として や って い るこ とは,例 え ば,小 企 業 が 中古 のIBM

360を 欲 しが って い る時',IBM360が 何処 に あ るか,ど この デ ィー

ラーの 倉 庫 に あ るか な どの情報 を売 って い る'と言 え る。

(2)ア メ リ カ に お け る 中 古 デ ィ ー ラ ー

ア メ リ カvak・ け る 中 古 コ ン ピ ュ ー タ.・ デ ィ ー ラ ー は10年 ほ ど 前 に 出 現

し た 。 そ の 当 時 は4～5社 で あ っ た 。

現 在 は 規 模 別 に 次 の よ う に な っ て い る。

大 手 従業員

売上げ

20～25人

1,000万 ド ル 以 上

…5社

中規模 売上げ 100万 ドル以 上
20～25社(TBIは こ

● ■.

れ に含 ま れ る。)

小規模 従業員 2～3人 ブ ロ ー カ ー
…大 手デ ィー ラーに中古 を見つ

けてや って いる もの もある。
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最 近 リース 会 社 も中古 コ ン ピュ ー タの売 買 をや り出 した が,こ れ は リー

ス ・バ ック ・マ シ ン を再 リー スす る こ とは難 か し く,中 古 コ ン ピュ ータ と

して売 りに 出 しは じめた か らで あ る。 中 古 を手 が け て い る リー シ ン グ会社

の数 は 大 手 リース 会 社12社,小 規 模 リース会 社25～40社 とみ られ る。

ニ ュー ヨーク のFirstCityNationalBankの リース 部 門 で は今 後

6年 間 で5億 ドル 相 当 の マ シ ンが リース ・バ ック され て くる見 込 み で,こ

の うち10%が 中 古 市 場 に 出回 る と して も,中 古 業 者 にか な りの イ ンパ ク

トを一与え る こ と に な ろ う。

(3)取 扱 い機 種

中古 市 場 に出 回 っ てい る機 種 はIBM360が 大 部 分 で あ り,1・BM

370は ま だ あ ま り出 てい な い。 た だ し初 期 に 出 たIBM370-155

は半 値 で 出 てい る ケ ー ス も あ る。

TBIで はIBM360の 全 モ デ ル を扱 って い る。

中古 機 材 の売 り値 に は大 きな変 動 が ある。IBM360のCPUは2割

以 下 の値 で あ る。 デ ィス ク2311は 安 く,10%程 度 で あ る。1/0セ

ッ トで は,2540-2821が8万6千 ドル程 度,1403のN1は 元

値 の8割 程 度 で あ る。IBM以 外 のCPUと して は,Univac,HoneyweH,

Burroughs,GEな どが あ るが 価 格 が 不 安定 で あ り,や は りIBMのCPU

が 支配 的 で あ る。

IBMが 支 配 的 で ある理 由 と して は,IBMが 中古 品 の 移 転 後の 保 守 も

や る ように な って い る こ とで あ る。 他 の メー カー の もの は保 守 の保 証 を と

りつ け る必 要 が あ って,市 場 は低 調 で値 も確 定 しな い(巻 末TBIの プ ラ

イス ・ガ イ ド参照)。

(4)何 故,IBMの よ うな大 会 社 と対 抗 して 行 け るの か?

中古 コ ン ピュ ー タ ・デ ィー ラ ーが取 り扱 って い る機 材 は大 半 がIBM製

の もので あ る。 中古 業 者 の よ うな小 さ な企 業 が,ど う して 巨 人IBMと 対
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抗 して ゆけ る の か とい う点 に つ い て,TBIは 次の よ うに述 べ て い る。

「日本 で は メ ー カ ーが 市 場 を コ ン トロー ル してい る。 しか しア メ リカで は

IBMは 独 禁 法 に よって 市 場 コ ン トロー ル 出来 な くな って い る。IBMは

中 古 デ ィー ラー との競 争 を 感 じて は い るで あ ろ うが,表 向 きは 競 争 が あ る

こ とに して お きたい の で,中 古 デ ィー ラ ー をつぶ す な ど とい うこ とは考 え

られ ない 。 」

(5)メ ンテナ ンス ・サ ー ビス

(a)ハ ー ドウェア

IBMの 場 合 は長 期 間 に わ た って 保 守 を確 約 してお り,例 え ば,カ ー

ド ・ リー ダ ー な どは20年 過 っ て も,全 く問題 が な い。 他 社 の もの も5

年 位 ま で は 大丈 夫 で ある。

(b)ソ フ トウ ェア

IBM360のDOSはRV26で バ ー ジ ョン ・ア ッ プを 中止 した。

しか し,大 手 り一シ ング 会社 がDOSを 速 い もの に して サ ポ ー トして く

れ るの で不安 は ない。

(c)第 三 者 メン テ ナ ンス 会社

コ ン ピ ュー タ で面 白 い の は,IBMの 機 械 の 世話 をIBMが や って く

れ な くて も他 の 会 社が や って くれ る こ とで あ る。

例 え ばCOMMAと い う第3者 メ ンテ ナ ンス 会社 は5年 前,要 員 が ス

ピン ・オ フ して設 立 した もの だが,IBM360の 保 守 を うま くや っ て

い る。

IBMのCPUにTelexの テ ー プ とMemorexの デ ィス ク をつ け て

トー タル ・シ ステ ム と した と き,第 三 者 メン テナ ンス 会社 が 保 守 す るの

が都 合 が 良 い。 なお 現 在COMMA社 は,C・ntrolDataCo.に 買い

と られ,同 社 の 子会 社 に な ってい る。COMMAの よ うk第3者 メ ンテ

ナ ンス会 社 の技 術 の優 秀 性 は 次第 に認 め られ つ つ あ り,今 後 の成 長 が期

待 さ れ る。
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(6)予 測

中古 業 は リス クが 大 き い商 売 で あ るが,こ の 意味 で も将 来 の予 測 が非 常

に重 要 視 され る。 例 え ば デ ィス ク を見 つ け て来 て シス テ ムに し よ う と した

場 合,そ の 後そ の 中古 値 が 下 って損 をす る こ とも あ る。 またIBMの 動 向

に つ い て の予 測 も重 要 で ある。IBMが 次 に何 をや るか,ポ リ シ ーの変 更

や 新 製 品価 格 を ど うきめ るか 等 も予測 す る必要 が あ る。

(7)資 金 ぐ り

中古業 に とって・資金 ぐりも重要 な問題 である。 しか しこの商売 は金が

無 くて もや って いけ る とい う面 も ある。 例 え ば 中 古機 材の 売 り手 と話 しが

成 立 す る際,そ の価 格 の10%を 頭 金 と して支払 っ てk・き,2～3ケ 月 で

買 い手 をみ つ け,同 額 を受 け と る。 納 入の 際 は,銀 行 か ら資 金 を借 りて売

り手 に渡 す が,銀 行 は60日 間 ま では この 金 につ い てOKし て くれ るた め,

この 間 に 買 い 手 か ら金 を 受け と る よ うにす れ ば よい 。

資 料 一 覧

1."TimeBrokers,Inc.1973

AnnualReportfortheYearendingOetober31,1973"

500ExectiveBonlevard

Elmsford,NewYork.10523U.S、A.

2.ttComputerPriceGuide

,,

TBI'sBlueBookofUsedComputerPrices
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2.5AmericanUsedComputerCorp .

先

地

査

在

調

所

調 査 期 日

面 接 者

調 査 員

AmericanUsedComputerCorporation

712BeaconSt.

Boston,Mass.02215U.S.A.

Te1.(617)261-1100

1974年6月25日(火)

Mr.AdolfF.Monosson(President)

梧 沢,加 納,播 磨,鈴 木,紫 村

概 要 お よ び 所感

ア メ リカ ン ・=・一ス ド ・コ ン ピュー タ社(AmericanUsedComputer

Corporation,以 下略 してAUC社 と書 く)は ボ ス トン市 の ほX'中 央 に あ

る古 い建 物 の 中に,事 務 所,倉 庫 お よび修 理 工場 を持 つ,比 較 的大 きな 中古

コ ン ピ ュー タ売 買 業 を営 む会 社 で あ る。

こ の 会社 は,社 長 の 人格 を強 く反 影 して い る よ うに思 わ れ,事 務 所 内 での

フ ァイ ルの 持 ち 方 に も工 夫 が 凝 らされ,商 売 の や り方 もIBMの 汎 用 コ ン ビ
/

ユ ータ は扱 わ な い ほ ど,特 異 な性 格 を持 って い る よ うに 見え た。

広 告 の チ ラシに は 「即 日配 達 」を強 調 して あ っ て,そ の強 烈 な商 売 ぶ りρ

一 端 を のぞ かせ て い る よ うに思 わ れ た。

(1)会 社 の概 要

ア メ リ カには コ ン ピュ ータ の 中古 ディ ーラーが 約10社,中 古 ブ ロー カー

が 約100社 あ るが,約10社 の デ ィー ラ ーの うち 実 際 に手 持 ち を持 つ も

の は3～4社 で あ り,AUC社 は そ の一・一一つ で あ る。 同 社 は地 下 の 倉庫 を含

め て4階 を 占有 し,建 物 の 各階 を案 内 され て い る間 に見 か け た職 員数 は数

十 人 で あ った。

一49一



② 取 扱 い機 種

取 扱 ってい る機 種 は,汎 用 コ ン ピュ ー タ と して はIBM以 外 の機種 で あ

り,IBMの もの は科 学 計算 専 用 な どの特 殊 な機 種 だけ で あ る。IBMの

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ は リ ー シ ン グ 会 社 な どの強 力 な競 争 相 手 が 居 て 不利 で

ある か ら買わ な い 由 で あ った。

(3)買 上 げ先 と売 付け 先

買 上 げ先 と して は,合 併 した会 社 や 破 産 した 会社 の もの な どが 多 い よ う

で あ った。 売 付 け先 は,連 邦 政 府 とATTが 一 番多 く,シ ス テ ム拡 張 な ど

の 要 求 に答 え てい る。

(4)中 古 コ ン ビL－ 夕の価 格

中古 コ ン ピ ュー タの 価 格 は急 激 に 下が る こ とが 多 い の で,長 く手 持 ち し

ている と損 をす る。AUCの 場 合,モ ナ ソ ン社 長 自身 が他 社 の た め に 中古

コ ン ピュー タ の評価 を して や って い るの で 中古 機 材 の価 値 に 関す る予 測 に

は 自信 を も って い る。

、

(5)資 金 繰 り

社 長 が 以 前 に金 融業 をや っ て い た の で,そ の コ ネ で 問題 な い との こ とで

あ った。

詳 論

(1)会 社 設 立 ま で の い き さつ

社 長 のモ ナ ソ ン氏 は14年 間 金 融 業 に た つ さ わ って い た が,そ の うち に

連 邦 政府 の た めに 中古 コ ン ピュ ータの 評価 につ い て の 調査 研 究 を 行 な う よ

うに な り,ま た,RCA,Honeywel1,Burroughs,SDCな どのた め

に も中古 コ ン ピ ュー タの 評 価 に つ い て の コ ンサ ル タ ン トを して きた。 そ う

して,4年 前 に,中 古 コ ン ピュ ー タ売 買 に 前途 あ り と見 て,こ の 商売 を始
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め た もの で ある。

、

(2)ア メ リ カ に お け る 中 古 コ ン ピ ュ ー タ 業 者

中 古 コ ン ピ ュ ー タ 業 者 は 二 つ に 分 け ら れ る 。 す な わ ち,デ ィ ー ラ ー と ブ

ロ ー カ ー で あ る 。 デ ィ ー ラ ー は 自 ら 売 買 を 行 な う業 者 で あ り
,ブ ロ ー カ ー

は 単 に 仲 介 だ け を 行 な う業 者 で あ る 。 ア メ リ カ に は 中 古 コ ン ピ ュ ー タ の デ

ィ ー ラ ー は 約10社 あ り,中 古 コ ン ピ ュ ー タ の ブ ロ ー カ ー は 約100社 あ

る 。 約10社 の デ ィ ー ラ ー の う ち,実 際 に 手 持 ち の 中 古 コ ン ビ=一 夕 を 持

っ て い る の は3～4社 で あ る 。.こ れ を 図 示 す れ ば 下 の 通 り と な る 。

ア メ リ カ に お・け る

中 古 コ ン ピ ュ ー タ 業 者

中 古 コ ン ピ ュ ー タ

ア イ ー フ ー

… 約

うち 手 持 ち

10社 の あ る もの.

3～4社

中 古 コ ン ピ ュ ー タ
… 約100社

ブ ロ ー カ ー

AUC社 は こ の3～4社 の うち の 一 つで あ る。

(3)取 扱 い機 種

AUCで 取 扱 ってい る機 種 につ い て は次 の通 りで あ った。

(a)IBM360は 出来 る だけ 扱 わ な い よ うに してい るそ うで ある。 よほ

と条 件 が 良け れ ば 買 うが,そ うで ない限 り買 わ ない。 これ は リース 会社

どの 競争 に な る の を避 け る ため との こ とで あ っ た。 これ はAUC社 独 特

の 方針 で あ って,他 の大 手 デ ィー ラーは む しろIBM360を 主 と して

扱 って い る。

(b)IBMで も特 殊 な もの,例 え ば 科学 計算 専 用機iな どは 扱 っ てい る。

(c)IBM以 外 の機 種 に つ い て は,シ ス テ ム と して も,CPUも,個 々の

入 出力装 置 も扱 って い る。
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(4)価 格 につ い て

社 長 の モ ナ ソン氏 自身が 中古 コ ン ピュー タ の評 価 につ い ての 専 門 家 で あ

る の で,こ の辺 に この 会社 の独 自性 が ある の で は な いか と思 われ る。 それ

で も,中 古 コ ン ピュ ー タの値 下 が りが激 し く,長 時 間手 持 ちす る と損 をす

る との こ とで あ った。

(5)買 入 れ 先 と売渡 し先

買 入 れ 先 と して は,合 併 会 社,破 産 会 社,シ ス テ ムの レベ ル ・ア ップ を

す る会 社 な どが 主 で ある よ うで あ る。 最 近 ではMemorexか ら,同 社 が 手

離 した 汎 用 機,MRXの 在 庫 を買 い とって い る。

一 番 大 きな売 渡 し先 は連 邦 政府 とATTで あ り,コ ン ピュ ー タを充 分使

い こな して知 って い る所 を相 手 に して い る。 例 えば,現 在 稼 働 中の シ ス テ

ム に ライ ン'プ リン タを増 設 した い と言 った 要求 が あっ た時 に,即 日配達

をす る とい った こ とが 多 い よ うで ある。

ま た 売 り先 と して は,初 めて コ ン ピュ ー タ を使 用 す るお客 には 売 らな い。

これ は トラブ ル発 生 が 多 い た め で あ る。

(6)ア フ タ ー ・サ ー ビス

ア フ タ ー.サ ー ビス と して は,一 般 には,メ ー カ ーが メン テナ ンス 契約

をす るに 充分 な状 態 に ある こ とを保 障 して い る。 第 三者 メ ンテ ナ ン スが 保

守す る例 は まれ で あ り,普 通,メ ー カ ーが保 守 してい る。

(7)ソ フ トウ ェ ア に つ い て

AUC社 は完 全 に ハ ー ドウ ェア だ け を扱 って い て,ソ フ トウェア に は タ

ッチ しな い。 ハ ー ドウ ェア技 術 につ い て も,外 部 の技 術者 にや らせ て い る。

(8)資 金

社 長 が14年 間 金 融 業 に 従 事 してい た の で,顔 が きX問 題 は ない。
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(9)競 争 相 手

一 番 手 ごわ い相 手 は メ ー カ ーで ある。 また リース会社 も競 争 相 手 で あ る

が,リ ース 会 社 は技 術 面,資 金 面 で 沈 ぼ つ 状 態 に あると の見 解 で あっ た。

他 の 中古 コ ン ピュー タ ・デ ィ ー ラー は大 き くない の で手 ごわ くない そ う

で ある。

⑩ 要 員 確 保

顧 客 の 要 求 を知 って い る人 を得 るの が大 事 で あ る。 中古 も新 品 と同 じで

あ るこ と を理解 して も らい,こ ち らが 売 るの では な く,向 うが 買 うよ うに

す る こ との 出来 る人 を得 た い が,そ れ が難 しい。 社 長 の仕 事 は,し か る べ

き価 格 で 買 うこ とで あ る。 買 うた めの 交 渉 に は1年 か ら6ヶ 月の 時 間 を か

け て い る。

⑪ 在 庫 と修 理 工 場

地 下 室 の 中古 コ ン ピュ ータ装 置 の倉 庫 を 見 学 させ て もら っ たが,多 くの

メ ー カ ーの 色 々 な装置 が列 を な して並ん で い るの は壮 観 で あ った。 一 階 と

二 階 の 一 部 が 修理 工 場 とな っ て い るが,見 た と ころ,あ ま り多 くの 人数 で

は な く,肝 心 な と ころは 外 部 の技 術者 にや らせ て い る よ うで あ った。

⑫ そ の 他

(a)社 長 モ ナ ソ ン氏 は ソ連,日 本 に も行 った そ うで あ る。 ソ連 に は小 型 科

学 計算 機 を売 った 由 で ある。 日本 には ア メ リカ製 コ ン ピュ ー タの 中古 を

売 りた い と言 って い る人が 居 る 由。 外 国 の友 人 とは手 紙 を通 じて 情 報 交

換 をや って い る。

(b)左 前 の と こ ろに短 期 間 だ け 倍 す こと もあ る。 リス ク は大 きい が,そ う

して お い て返 って来 た の を 中古 マ シ ンで 売 る との こ とで あ った。

(c)コ ン ピュ ー タを初 め て使 う人に は 売 らな い。 それ は トラブル 発生 が多

いか らで あ る。
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(d)大 半 の顧 客 は,も う1台 同 じもの を必要 と して い る人 か,手 持 ち マ シ

ンが故 障 したが,1ty2日 で メー カ ーか ら入 手す る こ とが 出 来 ない 人で

あ る。

㈲ 中古 コ ン ピュー タの評 価 を してや るの は 友 達 を作 るのが 目的 で あ る。

減 衰 曲線(DecayCurve)を 用 い て価格 予 測 を や っ て い る。

$

一 ー ー 一一 一一 ー 一■>Time

1

2.

資 料 一 覧

"Al1Ab
・u・U・edC・mp・ ・e

.rs"S・p・ ・1971

byAmericanUsedComputerCorporation

712BeaconStreet,Boston

MassachusettsO2215U.S.A.

AUC社 の広 告 チ2シ の綴 り(中 古 コ ン ピュー タ の価格 入 り)
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26SORBUSINC

先

地

査

在

調

所

日

者

査

挟

詞

面

調 査 員

SORBUSINC.

875FirstAvenueKingof

PrussiaPennsylvania19406

1974年6,月28日

Mr.RobertC.Leonard

VicePresidentMarketing

Mr.GerryK.St
.ronach

DirectorMarketingServices

Mr.GilbertC.Dillinger

EducationCoordinator

梧 沢,紫 村,播 磨,鈴 木,加 納

概 要 お よび 所 感

(1)SORBUSINC.は 親 会社MAI(ManagementAssistance

Inc.)が 全 株 を所有 す る第3者 メ ンテ ナ ンス の会 社 で あ る。

いわ ゆ る独 立 系第3者 メ ンテ ナ ンス 会 社 と して は全 米 最大 で あ り,も と

も とMAIのPCS周 辺 機 器 の メ ンテ ナ ンス部 門'/J・1971年 に独 立 した

もの で ある。 従 ってMAI時 代 を あわ せ る と この 分野 で の経 験 は10年 以

上 で ある。

(2)ペ ン シル バ ニ ア州 キ ン グ ・オ ブ ・プ ロ シャ の本 社事務 所 と近 くの修 理 工

場 を見学 した が,全 米 にお い て活動 を行 っ て いる従業 員 は 約1,200名,

1973年9月 末の 年 間 売 上 高 は2,300万 ドル で ある。 L

(3)ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ,磁 気 テ ー プ ・ ド ラ イ ブ,デ ィ ス ク,コ ア 等 の メ ー カ ー,

28社 と 契 約 し,こ れ ら機 械 の メ ン テ ナ ン ス と,他 の 機 械 も 含 め て エ ン ド

一55一



ユ ー ザ ー に 対 す る メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビス を15 ,000ケ 所,

に わ た っ て 行 っ て い る 。

40,000台

(4)'全 米150ケ 所 に22,000品 種 の部 品在 庫(金 額 に して約250万 ドル)

を有 し,コ ン ピュ ー タ に よる在 庫 管 理 を行 っ てい る。

㈲ 教 育 用 の設 備,ビ デオ テ ー プ,メ ンテ ナ ン ス ・マ ニ ュア ル等 が整 備 され,

保 守 要 員 の教 育 に は か な りの 力 を注 い で い る。

(6)単 な る保 守 だけ で な く,修 理,改 造 も行 なえ る だけ の工 場 設 備お よび 技

術 を有 してい る。

メンテ ナ ンス ・サ ー ビス業 は独 立 系 と して 活動 を初 め てか ら歴 史 もあま り

長 くな く,こ れ か らの 新 しい 産業 で あ るが,SORBUSに つ い てい え ぱ,

こXま で 高度 の技 術 力1教 育 設 備,ス タ ッフ,工 場 設 備 を備 え る には 可成 り

大 変 で あ っ た と思 わ れ るが,一 面,今 後 の リース,中 古 市 場 の 発 展 と メー カ

ーの中 古 品 に対 す る メ ンテ ナ ンス の 難 し さ と,改 造 も行 え る技 術 と相 倹 って

一 応 安 定 か つ 成 長 性 の あ る分野 で あ る と思 われ る。

詳 ・ 論

(1)歴 史

MAIは 最初 に米 国 でIBMの 機 械 を買 取 り,リ ース を行 った会社 の一

つ で あ る。

当 初 は 資 金繰 りの 目的か ら リース を行 ったの で あ り,機 械 の保 守 はIBM

が行 って い た。 数 年 後 に 自社 製 品 を含 め た保 守 の 態勢 作 り と技 術力 をつ け

るた め に保 守要 員 を育 てsき た。 そ の 後 に 自社 製 品 以 外 の保 守 を行 うた め

に専 門会 社 と して1971年 にSORBUSを 設 立 した。 従 ってMAI時

代 か らの 保 守 経 験 は15年 に な る とい われ る。SORBUSと は ギ リシャ
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語 で"人 間 につ くす 植 物"と い う意味 の こ とば で あ り,情 報 産 業 を通 じて

人類 に奉 仕 す る とい う意味 で社 名 をつ け た との こ とで ある。

(2)組 織 及 び 人員 ＼

SORBUSの 組 織 図 は 次 に 示 す 通 り で あ る 。

マ ー ケ テ ィ ン グ,メ ン テ ナ ン ス,カ ス ト マ ー ・サ ー ビ ス に そ の 特 色 が あ

る が,サ ー ビ ス 部 門 は 全 米 を 東 西 のRegionに 分 け,2名 の 副 社 長 が,そ

れ ぞ れ 分 担 し,更 に12名 のdistrictmanager,60名 のfieldma-

nager,と850名 のServicerepresentativeか ら構 成 さ れ て い る 。

全 社 の 人 員 は1974年5月 に,Ampex.DCAの 保 守 要 員 の 吸 収 に よ

り200名 を 増 員 し現 在 は 約1,200名 で あ る 。

今 後 も 技 術 者 を ふ や し て ゆ くが,吸 収 に よ る 増 員 が 比 率 も 大 き く,個 々

の 養 成 よ り も 容 易 で あ る 。

社 内 に は 社 長 を は じ め,マ ー ケ ッ テ ィ ン グ 担 当 副 社 長,同 デ ィ レ ク タ ー,

或 は 保 守,教 育 ス タ ッ フ 等IBM出 身 者 が 多 く,IBMの 機 種 の メ ン テ ナ

ン ス に は 自 信 を 持 っ て い る 様 子 で あ っ た 。

(3) 売 上 高

収 入

サ ー ビス料

りコ ンデ ィ シ ョニ ング料

(1973年9月 迄 の1年 間)

コ ス トお よ び 経 費

ダ イ レ ク ト・コ ス ト

販 売,一 般 管 理

19,702

3,125

22,826

17,344

3,927

21,271

(単 位:千 ドル)
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収 入 につ い て は,当 初 はMAIか らの ものが8割 を占 め てい たが,1972

～1973年 にか け て半 々 とな り現在 は8割 が 外 部 か らとな っ てい る。

(4)サ ー ビ ス の 売 り方

2つ の 大 き な マ ー ケ テ ィ ン グ ・グ ル ー プ に 分 れ て 由 り,第1は,ミ ニ ・

コ ン,磁 気 テ ー プ
,デ ィ ス ク,コ ア お よ び 周 辺 機 器 メ ー カ ー と接 衝 し て 大

口 の メ ン テ ナ ン ス 契 約 を と り つ け る グ ル ー プ で あ る 。 取 引 先 の 主 な リス トは

,次 の 通 り で あ る 。

EM&M

CAMBRIDGEMEMORYS

STANDARD

FABRITEK

DATARECALL

DISKEQUIPMENT

MEMOREX

TRACOR

TVI

TIMEBROKERINC.

SYCORINC.

MAI-VERTEX

UNITEX.

ACTION

TELSTAR

DATAGENERAL

DIG'ITALEQUIPMENT

GENERALAUTOMATIONINC.

MICRODATA

TELEX

ITEX

CENTRONICDATACOMPUTERCORP.

GENESISONECONPUTERCORP.

BASICFOUR

現 在 全 国 的 に 契 約 を 結ん で い るの は,28社 で あ る。 この 場合 最終 的 に

は 各 メ ー カ ー毎 に内 容 が異 る保守 契 約 を結 ぶ こ とに な る。 従 って現在 の 契

約 先 はCPUメ ー カ ー で な くCPUを 買 って シ ス テ ムを ま とめ 上げ てい る

会 社 で あ る。

第2に60名 の フ ィール ド ・マ ネ ー ジ ャ ーは 独 立 したセ ール ス ・マ ンで

'あ り
,自 分 で仕 事 を見 付 け契 約 を行 い,仕 事 の 実施 か ら集 金 まで を行 う。

サ ー ビス の 売 り方 と しては,ト ー タル ・サ ー ビスで売 る方針 で打 出 され
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てい る。 即 ち

1.客 先 の メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス

2.部 品 在 庫 の充 実

3.教 育 訓 練 の 充実

4.保 守 サ ー ビス状 況 の 報 告

5.修 理 工 場 にお け るサ ー ビス

6.定 期 技 術 情報 の 発 行

の全 部 を一 貫 して充 実 した サ ー ビス を行 な っ てい る。

(5)修 理 工 場

ペ ンシ ル バ ニア州 キ ン グ ・オ ブ ・プ ロ シャお よび 南 サ ン フ ラン シス コに

主 な修理 工場 を有 し,機 械 の 修理 ・再 生,シ ス テ ムの変 更 ・改 良 等 の サ ー

ビス を行 っ てい る。

か な り高 い レベ ル の技 術 者 を100名 以 上かSえ てCPUを 含 む 周辺 装

置 をそ れ ぞれ 異 る メ ー カ ーの もの とで も接 続,保 守 を行 っ て い る。

キ ング オ プ プ ロ シ ヤの 工 場 で 見 た一 例 を述 べ る と,

70,000平 方 フ ィー トの 広 さの 工 場 の入 口 には 相 当年 数 が経 った と思

われ るIBMO24の パ ンチ ・マ シ ンが 多数 置 か れ て い る。 これ等 の機 械

は 分 解 され 流 浪,修 理,部 品の 交 換等 が行 われ,更 に外 側 の塗 料 の塗 りか

えが 行 わ れ る。 そ して029用 の 部品 が と り付け られ る…029用 の部 品

はIBMか ら一般 価格 の3倍 で購 入 す る との こ とで あ るが … …。

そ して,テ ス ト用 の 装 置 で 連 続 試 験 を行 って い る のはMAIO29と い

うネ ーム ・プ レ ー トを持 っ た 新 品 同 様 の機 械 で あ る。

この辺 の見 事 さは,現 在 お よび 将 来 の 中古品 さ らに メ ンテ ナ ンス 市場 の

方 向 を物語 っ て い る様 で あ っ た。

CPUの 整 備は,主 と して,IBM系 統 の第2世 代 か ら360ま で の機

種 で あ り,370に つ い て は未 だ実 施 を してい ない,360の 修 理 工場 は,

セ ン トルイ ス と南 ロサ ンゼ ル ス に あ る。
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工 場 の 事務 所 に は,BASICFOURに よる在庫 管理 シス テ ムが あ

り,デ ィス プ レ イに よ り場 所別,部 品 別 のIRが 可能 で あ る。

(6)教 育

教 育 につ い て は 自社 の技 術者 の教 育,社 外 か らの受 託 教 育 を含 め て相 当

熱 心 に と り くん でい る。

即 ち メ ー カ ーに お け る10数 年 の経 験 者 を イ ンス トラク タ ーに 採 用 し,

講義 と実 物 を使 用 して の訓 練 を行 っ てい る。 まず,ク ラス ・ル ー ムに つ い

て は幾 通 りか の コー ス が あ り,丁 度 見 学 の 際 はBASICFOUR ,I

BM1401,CORE .COMMONIO等 が行 なわれ て い た が,教 育

セ ン ターは3日 な い し6週 間 コ ース を8ク ラス 適宜 併設 して実 施 して い る

との ことで あ る。 ま た,実 習 室 で はIBM1401,セ ン トロ ニク ス ,

BASICFOUR等 の メンテ ナ ン ス実 習 を行 ってfoり 次 にSYCOR

SYSTEM・ROOMと 称 す る一 室 では 各種 の 訓練 用 機 械 とVIDEO

TAPEを 利 用 した訓 練 設 備が あ り,7種 類 の機 械 の コ ー スは10日 間 で

行 う との こ とで あ っ た。

VIDEOTAPEは 非 常 に よ く使 われ て い る模 様 でFieldに 出 た エ

ンジ ニア に も新 しいVIDEOTAPEを 送 っ てFollowupを 行 って

い る。 現在VIDEOTAPEは35種 類 の もの が整 備 され て い る。

この 他,LIBRARY,各 種 問 合 わ せ 応 答 用 のMAILROOM,

休 憩 室等 が整 備 さ れ御 名 か の 実 習生 が これ らを利用 してい た。

採 用 す る 人 間は2通 りあ'り,一 方はtechsch'oo1を 卒 業 後入 社 す る もの

ま た,こ れ 等 の卒 業 生 で1～2年 軍 や 政 府 機 関等 で コ ン ビ=L'一 夕 を使用 し

て きた 人間 が入 社 して くる由 で あ る。

ま た,前 述 したAmpexDCAの よ うに 周辺 機器 メー カ ーが不 振 に な っ

た際 に保 守 を引 継 ぐ と共 に,ス タ ッフ を も引 取 る場合 もあ り,保 守 作業 と

ス タ ッフ を一 度 に獲 得 出来 るチ ャ ンス で も あ る。
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(7)そ の 他

・ 機 種 別 の価 格 に つ い ては,詳 細 な返 答 は得 られ な か っ たが,通 常 の メ

ンテ ナ ンス で は1名1時 間 当 り28ド ルで あ りi残 業 の 場合 は32ド ル

で あ る。

.Key_to_tape ,Key_to-diskに つ い て は,一 般 的 に この種 の装 置

は 変 化 が激 しい の で現 在 は と り扱 っ てい ない。

・ 現 在 通 常 の 客 先 は20～40マ イ ル以 内 に保 守 委 員 が待 機 して,す ぐ

客 先 の通 知 に応 じ られ る態勢 を と ってい る。40マ イ ル以 上の 場 合 に は

特 別 な契 約 を行 っ て い る。
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27付 加 価 値 通 信 網 サー ビス(ValueAddedNetworkVAN)

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

調

面

調 査 員

TelenetCommunicationsCorporation

1666KStreetN.W.WashingtonD.C.

1974年7月2日

Mr.BarryD.Wessler

DirectorofSales

梧 沢,紫 村,加 納,鈴 木,播 磨

概要 お よび 所 感

従 来 の コモ ンキ ャ リア(公 衆 通信 業 者)の サ ー ビスす る音 声 向の 回線 で デ

ー タ伝送 を行 な うには
,信 頼 性,速 度,ピ ー ク ・ トラフ ィ ック に対 す る柔 軟

性 そ の他の面 よ り不都合 な点が多か った。1980年 には50億 ドルに もな る と予

想 され るデ ー タ通信 関係 の 需 要 の 増 加 を見 込 ん で,デ ー タ伝送 に適 した 伝送

サ ー ビス を提 供 し よ うとす る動 きが 出 た。

す な わ ち,ARPAネ ッ トワーク の パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ン グ技 術 を用 い て,

既 存 の 回線 に デ ー タ伝送 用 の機能 を 付 加 し よう とす るVANと,独 自に回 線

網 を建 設 しよ うとす る特殊 公 衆 通信 業 者(SpecializedCo㎜ ・nCarrier;

SCC)で あ る。

連 邦 通 信 委 員 会(FederalCo㎜unicationsCommission;FCC)

の長 期 間 に わた る審 議 の 結果,SCCの サ ー ビス が 認可 され 現在 一 部 の 地 域

で運 用 され てい る。

VANは コモ.ンキ ャ リア,SCC,衛 星 通 信 業者 よ り一回線 を借b,ネ ソ ト

ワーク を構 成 し,そ の ノ ー ドに はパ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ング ・コ ン ピュ ー タ と

して ミニ ・コンを設 置 す る。 このパ ケ ッ ト'・ス イ ッチ ング技 術 で制 御 さ れ る ネ

ッ トワ ーク は 次 の機 能 を もつ。

o低 エ ラ ー率(ビ ッ ト誤 り10-12)

。 速度 変 換 ,コ ー ド変 換
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障害,負 荷バ ランスのための回線 の 自動 ル ーテ ィング

異機 種 間通信

全二重 通信

高速接続

広帯域 伝送

そ の 上最 大 の特 長 は,従 来 の距 離 別 時 間 制 の課 金 制度 を距 離 に は無 関 係 で,

伝送 す る情 報 量 に比 例 させ る形 と した 点 で あ る。 これ に よ り小 規 模TSS業

者 な どが,回 線構 成 を気 にせ ず任 意 の地 域 の ユ ーザ ーヘ サニ ビスで きる こ と・

お よび 一 般 会 社 に お い て も通 信 量が 少 くて も端末 を持 て る こ とな ど,小 規 模

ユ ーザ ーに 対 す る メ リッ トが大 き くな っ た。

さ らに ネ ッ トは共 用 で あ り,加 入 者 間 の トラフ ィ ック の標準 化 が 図 られ,

ル ーテ ィン グ に よる回 線 効 率 の 向上 も期 待 で きる。 したが って,加 入 者 は 日,

月,年 の ピー ク,年 々の トラ フィ ックの 増 加・ 端 末 の増 設 に よる通信 網 の再

構成,そ の他 通 信 回 線 に関 す る事 項 につ い て考 慮 を払 う必 要 が ない。 高 速 回

線 の サ ポ ー トもされ る た め,大 量 デ ータ の短 時 間 伝送 が可 能 で,フ ァ ィル ー

フ ァィ ル の伝 送,プ ログ ラ ム 伝送 に も適 用 で き る。

ネ ッ トワー ク に 加 入 す る こ とに よ リコ ー ド,速 度 コ ンバ ー ト機 能 が 利 用 で

き,従 来 の ク ロ ー ズ ・ ネ ッ ト ワ ー ク が,'.オ ー プ ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク と な り,他

の コ ン ピ ュ ー タ,TSSセ ン タ,デ ー タ ・バ ン ク な ど に ア ク セ ス が 可 能 で あ

り,情 報 社 会 へ の 貢 献 が 大 と な る 。

VANは 潜 在 す る デ ー タ 通 信 需 要 を 呼 び お こ す と し て 既 存 の コ モ ン キ ャ リ

ア も 協 力 的 で あ る 。

,VAN会 社 の な か で,コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン ピ ュ ー タ,コ ン ピ ゴ タ 一 端 木

間 の デ ー タ 伝 送 を 計 画 し て い る 会 社 と し て,PCI社(PacketCommu-

nicationInc.)と テ レ ネ ッ ト社(TelenetCommunicationsCo.)

が あ り,テ レ ネ ッ ト社 は1975年1月 の 運 用 開 始 を 計 画 し て い る 。

現 在 両 会 社 の サ ニ ビスの 内 容,通 信 規 約 嵯 力・あ る・ 今 後 ・VAN会 社 の'

増 加,利 用 ユ ーザ の 増 加が 予 想 され るが,本 サ ー ビス の 公共 性 の観 点 よ り通
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信規約の標準化が望 まれ る。

詳 論

(1)デ ー タ伝 送 用 通 信 設 備 の必 要性

既 存 の コモ ンキ ャ リアが サ ー ビス して い る通 信 設 備 は,本 来 音声 通信用

・に設 計 され て い る もの で あ る。 した が っ て,こ れ らの回 線 を デ ー タ 伝送 に

使 用 す る と きに 次 の ような 不 都合 が生 じて い る。

① 信 頼 性

回 線 障 害 に よ るサ ー ビス の 中断 は リアル タ イ ム ・シ ス テム に重 大 な影

響 を与 え る。 公衆 回 線 では 再 ダ イア ル に よ り中 断時 間 を短 縮す る手 段 が

ある が,専 用 線 で は代 替回 線 を あ らか じめ確 保 す る以 外 に手 段 が な い。

② エ ラー率

雑 音,歪 な どの レベ ルは音 声 通信 を基 準 と して設定 され てお り,こ れ

は デ ー タ 伝送 には 許 容 で きな い値 で あ る。 トラ フ ィック的 に公 衆回 線 で

充 分 な ユ ー ザが エ ラー率 の点 よ り専 用 線 を選 ぶ ケ ース もあ る。

③ 伝送 速度

コモ ンキ ャ リア の サ ー ビスす る回 線 の速 度 は 決 め られ てい て
,ユ ーザ

の 必要 に あ った任 意 の 速度 を選択 で きな い。

④ トラ フ ィ ック の変 動 に対 す る弾 力性

専 用 線 にお い ては,想 定 す る ピー ク ・ トラ フ ィ ック を 伝送 で きる 回線

を借 り ねば な らな い 。 回線 の平 均使 用 率 とい う見 方 を すれ ば 非 常 に低 い

の が 現状 で あ る。

⑤ 異 質 の コ ン ピュ ータ,端 末 の 接続

こ れ らの接 続 に は ソ フ トウェア の準 備,回 線 そ の他 通信 設 備ゐ 準 備 な

どを必 要 とす る。

◎ 回線接続時間

公 衆 回 線 にお い ては,回 線 接 続 時 間 が デ ー タ 伝送 時 間 に比 べ て,は る

か に大 きい こ とが あ る。

一65一



ノ

⑦ 送 受 信 デ ー タ量 の不 均 衡

イ ンク ワ イア リ業 務 な ど で,端 末 よ りの送信 デ ー タ量 と受信 デ ー タ量

とに大 きな差 の生 じる 場 合 が あ る。 現 在 で は デ ー タ量 の 大 きい方 に合 せ

て 回 線 を 借用 し なけ れば な らな い。

⑧ 料 金

回線 の 料 金は 音 声 通 信 を基礎 と してお り,公 衆 回 線 ぞ は接 続 時 間 に比

例 して課 金 され る。 しか し デ ー タ通信 にお い て は,端 末 よ りの イ ンタ ラ

ク テ ィブな使 用,あ るいは コン ピュー タにおけ る 処 理 時 間 な ど,接 続 はさ

れていても通信 のされていな塒 間の比率が 高く,通信量 に応 じた 課金 が望 まれ る。

この よ うな現 回 線 設 備,機 能 の 問題 点 よ り,デ ー タ伝送 用 の サ ー ビス

を提 供 し よ うとす る動 きが生 じた。 そ れ がVANとSCCで あ る。

VAN既 存 の コ モ ン キ ャ リア,SCC,衛 星 通信 業 者 の 提供 す る

回線 を借 用 し て,独 自の ネ ッ トワ ー クを構 成 し,そ れ に何 ら

か の価 値 を付 加 す る もの 。

SCC独 自の 回 線網 を建設 し提 供 す る もの。

VANに お け る付 加 価値 の 内容 はVAN会 社 に よ り異 な る。 例 え ば テ

レ ネ ッ ト社 やPCI社 は,コ ン ビ#一一 タ と コ ン ピュ ー タ,お よび コ ン ピ

ュ ー タ と端 末 間 の デ ー タ伝 送 を 目.的と した機 能 付 加 を考 え てい る。

両 社 と もARPAネ ッ トワ ーク の建 設 に参 画 した技 術 者 の 作 った 会 社

で あ り,い ず れ もARPAネ ッ ト.ワー ク の技 術 を民 間 に生 かそ う と考 え

て い る。

そ の 他,フ ァ ク シ ミ リ伝送 を 目的 と したVANの 構 想 を持 つ 会 社 もあ

る。

(2)デ ー タ伝送 用VANの 機 能

独 自に構 成 した ネ ッ トワ ー ク に,ARPAで 用 い た パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ

ン グ技 術 を 適用 す る こ とに よ り次 の機能 を持 つ。

一66一



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

エ ラーの検 出,再 送

ビッ ト誤 り率 は10-12程 度

速度変換,コ ー ド変換

回線 障害 時の 自動迂回 中継路選択

回線負荷の標準化

異 機種間通 信

全二重 通信

高速接続

広帯域 伝送

更に料金 を固定 費+通 信 量 として,接 続時 間お よび距 離には無 関係 とした。

(3)VANの 方 式

VANを 構 成 す る 機 器 は

。 主 要 都 市 に お か れ た パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ

。 パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ を 結 ぶ 高 速 回 線(地 上 回 線 お

よ び 衛 星 回 線)

。 ユ ー ザ ー と パ ケ ヅ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ を 結 ぶ コ モ ン キ ャ リ

ア の 市 内 回 線

・ ネ ッ ト ワ ー ク を 監 視 す る ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ ン ト ロ ー ル ・セ ン タ

よ り な る 。 ・

ユ ー ザ ー の 端 末 お よび ホス ト ・コ ン ピ ュ ー タ は パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・

コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ る 。 ネ ッ トワ ー ク 内 は パ ケ ッ ト ・ ス イ ッ チ ン グ 方

式 に よ り 任 意 の ル ー ト で 目的 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ ま た は 端 末 に 送 られ

る 。 し た が っ て,ユ ー ザ ー よ り見 れ ば,ホ ス ト・コ ン ピ ュー タ と 端 末(ま た は

コ ン ピ ュ ー タ)は 仮 想 的 な 集 線 装 置 で 結 合 さ れ て い る こ と に な る。(図2

-6
,図2-7参 照)
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,(4)テ レ ネ ッ トの サ ー ビ ス

(a)会 社 概 要

。1972年 設 立 。ARPAネ ッ ト ワ ー ク の 主 運 営 会 社 で あ るBBN

(B・1tBeranekandNewmanInc.)社 の 子 会 社 で あ る。

。1973年10月 にVANと し て の 認 可 をFCC(FederalCo－

㎜unicati・nsC・mmissi・n)へ 申 請 し た 。

。 社 長(Dr.LawrenceG.R・berts)以 下,BBN,ARPAネ ッ

ト関 係 者 で 構 成 さ れ て い る。

。1975年1月,7セ ン タ ー で 運 営 開 始

以 降

1975年12月18セ ン タ ー

1977年 末 ま で に62セ ン タ ー

に 拡 張 し,コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン ピ ュ ー タ,コ ン ピ ュ ー タ ー 端 末 間 の デ

ー タ 伝 送 サ ー ビス を 全 米 を 対 象 に 行 な う予 定
。

● 」ANUARY1975

0DECEMBER1975

s-
.」

図2rlOテ レ ネ ッ トの パ ケ ッ ト ニ ス イ ッ チ ン グ ・ ネ ッ ト ワ ー ク
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。 使 用 回 線

各 セ ン タ ー 間50Kbps地 上 回 線

1,544Mbps衛 星 回 線

各 セ ン タ ー 端 末,コ ン ピ ュ ー タ 間

公 衆 回 線

専 用 線50Kbpsま で

(b)セ ン ト ラ ル ・オ フ ィ ス

セ ン ト ラ ル ・オ フ ィ ス は パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ が 置

か れ る と こ ろ で,ARPAネ ッ ト ワ ー ク と同 様 のIMPCInterface

MessageProcessor),TIP(TerminalInterfacePro-

cessor)が 置 か れ る 。

TIP,IMPは 必 らず 複 数 台 設 け ら れ,か つ 回 線 も 複 数 回 線 が 収 容

さ れ て,信 頼 度 の 向 上 を 図 っ て い る6

セ ン ト ラ ル ・オ フ ィ ス は ユ ー ザ と の 接 点 と な る 所 で あ っ て,パ ケ ジ ト

・ ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ に は

TOOTHER

CENTRALOFFICES

}一

}
SYNCHRONOUS

TERMINAL
PORTS

}
ASYNCHRONOUS
TERMtNAL

PORTS

L|NESWITCHOVERUNIT

図2-11セ ン ト.ラ ル ・ オ フ ィ ス の 構 成 例
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図2-12ロ ー カ ル ・デ ィス トリ ビュ ー シ ョ ン ・ア レ ン ジ メ ン ト

。 専用 線 経 由の ユ ー ザ ・コ ン ピュー タ

。 同期/調 歩 式 専 用 線 経 由 の端末

。 公 衆 回 線 経 由 の 端 末

が接 続 され る。

(c)デ ータ 伝送 方 法

デ ータ の 伝送 は 次 の 通 り行 な われ る。

イ.ユ ー ザーの コン ピュータ,端 末 よ り電 文 を受 け,伝 送 パ ケ ッ トに分解

す る。1パ ケ ッ トは 最大1,024ビ ッ トで あ る。

端 末 よ りの電 文 の場 合 は,ネ ッ トワー クの 標準 の コ ー ドに コ ンバ ー

トし,伝 送 パ ケ ッ トの フ ォ ー マ ッ トに整 え る。

ロ.宛 先 ヘ パ ケ ッ トを伝 送す る。 パ ケ ッ トは あ らか じめ 決 め られ たル ー

トを通 るの では な く,各 パ ケ ッ ト毎,そ の時 の状 態 に応 じて,遅 延 が

最 小 に な るル ー トが 各 パ ケ ッ ト・ス イ ソチ ン グ ・コ ン ピュー タ で決定

され送 られ る。,
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ヘ パ ケ ッ トを 受 け た,ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ で は 伝 送 エ ラ ー を

検 出 し,エ ラ ー が あ れ ば そ の パ ケ ッ トを 再 送 さ せ る 。 正 し け れ ば ル ー

テ ィ ン グ を 行 な い,次 の ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ 一 夕 ヘ パ ケ ッ トを 送

る 。

二.パ ケ ッ トの 最 終 宛 先 の パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ で は ・

次 々 に 受 信 す る パ ケ ッ ト を 電 文 に 組 立 て る 。 正 し く 受 信 で き れ ば:発

信 元 へ 確 認 信 号 を 送 る 。 組 立 て た 電 文 は ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ ー タ ま た

は 端 末 に 送 ら れ る 。

ホ.各 パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ で は ト ラ フ ィ ッ ク の 状 態,

回 線,装 置 の 状 態 を 一 定 時 間 毎 に ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ ン ト ロ ー ル ・セ ン

タ ー に 送 る。

　 　　ぶ　ム　　　　　

＼

＼
づ＼

BS6C8とε

　し　　　
　ム　　　　　

==Rc鵠 ㌫ ・㌫ 。AT1。,:灘 麟==鵠 「BITS

図2-13デ ー タ ・ リ ン ク ・ コ ン ト ロ ー ル

各IMP,TIPに お け る ル ーテ ィング と エ ラー ・コ ン トロー ル機 能

が,回 線 の 高効 率 利 用 と高 信 頼 度 伝送 を可 能 に してい る。

衛 星 通信 回線 はBroadcastモ ー ドの回 線 で あ る。 この 回 線 を使 用 す

れ ば,同 一 デ ー タ を複 数 の セ ン トラル ・オ フ ィス へ同 時 に送 る こ とが で
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き る。 さ らに,任 意 のセ ン トラル ・オ フ ィス 間 を結 ぶ フ ロ ー テ ィ ング

回 線 を設 け た こ とに な り,大 量 デ ー タの 伝送 に適 した設 計 と な って い る。

この衛 星 通信 回線 で 送 受 信 す る ス イ ッチ ン グ ・コ ン ピュー タは特 にSI

MPと 称 し,当 初,全 米 に4ケ 所 設 け られ る。

(d)サ ー ビス範 囲

① 通 信規 約

ARPAネ ッ トワー ク の方 式 にほ ぼ 合 せ て い る。

ユニザーの コン ピュー タ,端 末 の イ ン タ フ ェー スはIBM社 のBSC,

SDLC,そ の 他 調 歩 式 の規 約 を公 開 し,ユ ーザrr側 でその規 約に した

が っ て準 備 させ る。 特 殊 な通 信 規 約 を持 つ 端末 陥 セ ン ト ラル ・オ フ ィ

ス側 で 配慮 す る こ とは 原 則 と して考 え て いな い。

IBM社 の コ ン ピ ュー タ との接 続 につ い ては,そ の内 部 に組 込 む ソ

フ トウ ェア を考 慮 して い る。 な お,他 社 を含 めたVANの 通 信 規 約 の

統 一 に つい ては 時期 尚早 と して考 え て い な い。

② メ ンテ ナ ンス

セ ン トラル ・オ フ ィス お よび ネ ッ トワ ー1クの メ ン テ ナ ン ス はテ レ ネ

ッ ト社 の責 任(も っ と も,回 線 そ の もの の保 守 は 回 線 提供 者 で あ る)

で あ り,セ ン トラル ・オ フ ィス よ りユー ザ ー 側は,回 線提 供 者お よび

ユ ー ザ ーで あ る。

ネ ッ トワー ク全 体 の状 況 は,ネ ッ トワ ーク ・コ ン トロー ル ・セ ン タ

に集 め られ た情 報 に よ り,実 情 が 分析 され,必 要 に 応 じて改 善 が な さ

れ る。

(5)料 金 制 度

現 在 の コモ ン キ ャ リア の 料 金制 度 は 音声 通信 向 き にな って お り,デ ー タ

伝 送 に は 向 い て い ない。

テ レネ ッ ト社 では

① 通 信 したパ ケ ッ ト数 に比 例 した料金
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② セ ン トラル ・オ フ ィス へ の接続 の た め の設 備料

③ セ ン トラル ・オ フ ィス とユ ー ザ 間 の コ モ ンキ ャ リア の 回線 借 用 料

の3本 立 で あ る。

ここ で特 筆 す べ きこ とは,通 信 量 比 例 料 金 制 で あ る。 この制 度 に よ り

① 地 域 差,距 離 差 の 不平 等 な し 、

②thinking時 間,コ ン ピュー タの 処理 時 間は 課 金 され ず,イ ン ク ワ イ

ア リ ・シス テ ム には 有 利

③ 、不 平 衡 トラフ ィ ック の デ ー タ処 理 に対 す る無 駄 な投 資 の節減

④ トラ フ ィ ック の 日,月,年 変 動 に対 す る対 策不 要

⑤ マ ルチ ・ドロ石プな ど回 線料 金 節 減 対 策 不要

な どの 利 点 を生 み 出 した。

以 下 に テ レ ネ ッ ト社 の 料 金(案)を 示 す 。 な お,PCI社 の 料金 体 系 は

前者 よ り多 少 複雑 で あるが,従 量制 で あ る こ と には変 りな い。

① 従 量 料 金

1.25ド ル/1,000パ ケ ッ ト(昼 間)

0.75ド ル/1,000パ ケ ッ ト(夜 間)

1.パ ケ ッ ト=1,024ビ ッ ト'

② 設 備料 金

専 用 線

公 衆 回 線

.0～9.6Kbps

50Kbps

O～1800bps

2,400bps

4,800bps

50ド ル/月

100ド ノレ/月

1ド ル/時

2ド ル/時

3.5ド ル/時

③ 回 線料 金,モ デ ム料 金

コモ ンキ ャ リア の 料 金 そ の もの,図2-14,図 一2-15,図2-

16に 専 用 線 とテ レネ ッ ト社 の ネ ッ トワ ーク との コス ト比較 を示 す 。

テ レ ネ ッ ト社 では,VANと して の機 能 よ り も,コ ス トに 重 点 を 置 い

て セ ー ルス を実 施 して い る。
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(6)需 要 動 向

社 会 の 進歩 に した が い,デ ータ ・プロセ ッシング の適 用 分 野 も拡 大 の一 途

で あ るが,そ の 中 に 占め る通 信 関 係 設 備 の比 重 も年 々大 き くな って い る。

通信 関係 設 備 に対 す る支 出は,年 々25%の 伸 び を示 し,1973年 度 で

は13～14億 ドルの支 出が,1980年 には50億 ドル に もな ろ う と予

想 され て い る。

これ等 の 市場 が,VANの 前に ひ らけ てい るが,特 にVANの 対 象 とな

る市 場 を と りあげ る と 次の よ うな もの で あ る。

(a)デ ー タ ・プ ロセ ッシ ング ・サ ー ビス業(バ ッチ ・サ ー ビス,TSS)

従 来,集 線 装置,マ ル チ ・ ドロップな どの テ ク ニ ック を用 い て回 線 料 金

の 節 減 を図 っ て きた が,そ れ で も経済 性の 点 よ リサ ー ビス 不可 能 の地 域

が生 じてい た。

VANの 利 用 に よ り,デ ー タ伝送 用 の機 能 的 に す ぐれ た サー ビス を受
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一
け られ る と共 に,従 量 制 課 金 に よ り,次 の よ うな利 益 を得 られ る。

イ.需 要 がま とま らな くて も,任 意 の 地 域 の ユ ーザ ヂ・ヘサ ー ビスを提供 で

き る。

ロ.イ ンタ ラク テ ィ ブな操 作,thinkingtime,な ど通 信 して い な い

時間 に対 して課 金 さ れ な い有 利 さが ある。

・ ハ.送 信 と受 信 の デ ー タ量 が 不 均 衡 で あ っ て も不 利 にな らない。

二.大 量 デ ー タ の高 速 伝送 が で きる こ とに よ り,セ ンター相 互の ファイル

の相 互 参 照,転 送,プ ログ ラム転 送 な どが 可能 とな る。 これ に よ り,

処理 の規 模 に応 じた セ ン タ ー の分 数 配 置業 者 間 の相 互 セ ン タ ー利 用が

可 能 と なる。

ホ.信 頼 性 の 向 上,回 線 網設 計 の労 力 の 解放

(b)企 業 内 サ ー ビス

ィ.大 量 デ ータの 高 速 伝 送

ロ.フ ァ イル の分散 化 に よる フ ァイ ル ・ア ク セス 待 時 間 の 縮 少

パ 企 業 内の 異 種 コ ン ピュ ー タ,端 末 へ新 規設 備,ソ フ トウ ェア の 準 備

な しにア ク セ ス実 現

(c)そ の他

デー タ ・ベ ー ス を 中心 と した情 報 サ ー ビス業 の イ ンク ワイ ア リ処 理 に

も,TSS業 者 と同 じ メ リッ トが得 られ る。

さ らに,一 般 端 末 もVANに 加 入 す れ ば,ど のセ ン ターともア クセ スは

可 能 で,潜 在 す る小 規 模 ユ ー ザ ーの需 要 を 喚 起す る。

(7)既 存 の コモ ンキ ャ リア との 関係

VAN会 社 は 回 線提 供 業 者 では な く,通 信 サ ー ビス 提供 会 社 で あ る。 回

線 は あ くま で も既 存 の コモ ンキ ャ リア よ り借 用 す るコ モ ンキ ャ リア の お 客

で あ る。SCCは 回線 提供 業 者 で あ って,コ モ ンキ ャ リアの領 分 を犯 か す

と して,相 互 に激 しい論 争 が あ り,料 金 面 で も競争 してい る。

一 方 テ レネ ッ ト社 に よれ ば コモ ンキ ャ リア で あるAT&Tは,VANに
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対 して協 力的 で あ る。 これ はVANや 小 規 模TSS業 者 そ の他 が,信 頼性

の高 い デ ィジ タル 回 線 を利 用 でき,こ れ は新 しい 市場 を起 こす こ とに な る。

したが っ てVANの 発展 は 間接 的 に コモ ン キ ャ リア を潤 す とい う考 え に も

とず く。

0 ,

o

o

資 料 一 覧

TheIntelligentNetwork.Telenet噛

TelenetSYstem図 説

PublicPacketSwitchingNetworks

(DataProcessingManua1.AuerbachPublishersInc.)
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28GeneralServicesAdministration(GSA)

調 査 、先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

調 査 員

GeneralServicesAdministration

GeneralServicesAdministration

AutomatedDateandTeleco㎜unications

Services,

1121VermountAve.N.W.

WashingtonD.C.20405U.S.A.

1974年7月3日(水)

Mr.GeorgeW.Dodson,Jr.

(AssistantCommissionerforAutomated

DataManagementServices)

稲 沢,加 納,播 磨,鈴 木,紫 村,

概 要 お よび 所 感,

ア メ リカ連 邦 政 府 の調 達 庁(GenerafServicesAdministration;

略 してGSA)は ア メ リカ連 邦 政 府 の 各 省庁 の た め に各 種機 材 を調 達 して い

る役 所 で あ るが,コ ン ピュ ータ につ いて も,金 額 の大 きい もの につ い て はG

SAで 調 達 して い る。 ま た,GSAで は連 邦 政府 全 体 の コ ン ピュ ー タ 資源

(1973年 にお け る汎用 コン ビ=一 夕保 有 台 数 は約4,300台 で あ った)

を経済 的 に使 用 す る た め の 各種 の サ ー ビス も行 な ってい る。

(1)コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 組 織 が え

GSAの コ ン ピ ュ ー タ 部 門 は 通 信 部 門 と の 合 併,コ ン ピ ュ ー タ 資 源 の 経

済 的 使 用 を 実 現 す る た め に,1972年7"月,組 織 が え を 行 な っ た 。 以 前

はGSAの 連 邦 供 給 局(FederalSupPlyService;略 し てFS .S)

の 下 の 自動 デ ー タ 運 営 部(AutomatedDataManagementService

略 し てADMS)が コ ン ピ ュ ー タ 部 門 を 扱 っ て い た が,組 織 が え に よ っ て,
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GSAに 自 動 デ ー タ 電 信 局(AutomatedDataandTelec・mmunica-

tionsServices,略 し てADTS)が 新 設 さ れ,こ れ に 以 前 のADM

Sと 通 信 部 門 と が 編 入 さ れ た 。 な お,通 信 部 門 は 以 前,GSAの 運 輸 通 信

局(TransportationsandCommunicationsService,略 してT

CS)の 一 部 で 取 扱 わ れ て い た 。

② コ ン ピ ュ ー タ 調 達 の 方 法

GSAの コ ン ピ ュ ー タ 部 門 はADTSの 下 の 自 動 デ ー タ 運 営 サ ー ビ ス 部

(OfficeofAutomatedDataManagementServices,略 し て,

OADMS)で 取 扱 わ れ,さ ら に コ ン ピ ュ ー タ の 調 達 は そ の 下 のADP調

達 課(ADPprocurementDivision)で 行 な わ れ て い る 。

こ のADP調 達 課 は5つ の 班 に 分 か れ,そ れ ら の 各 班 で 次 の こ と を 行 な

っ て い る 。

(a)コ ン ピ ュ ー タ 調 達 の 政 策 決 定

(b)各 省 庁 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ

(c)各 省 庁 の 高 額 シ ス テ ム の 調 達(年 間12件 ～13件 程 度)

(d)全 国 に わ た る テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ の よ う に ス ペ ッ ク を 統 一 す る 必 要 の

あ る よ うな もの は一 括 調達

(e)各 省庁 の低 額 機 材の 調 達 は 各 メ ー カ ーに プ ラ イス ・リス トを提 出 させ

1件 ずっ 契 約(年 間150件 程 度)

(3)全 省 庁 コ ン ビ=一 夕の 効率 的 使 用

連 邦 政府 が 保 用 す る汎 用 コ ン ピュ ー タは1973年 で約3,4・0』0台 に 上

るが,こ れ らの コ ン ピュ ー タ資 源 が 効果 的 に使 用 され るべ き こ とは,1965

年 障 め られ た ブ ・・ック ス 敵 うた われ てい るeaろ で あb・lg72年.

の組 織 が え も,こ の こ と を 目的 の 一 つ と して行 な われ た の で あ った。

この 主 旨に従 っ て,GSAのADTSで は 連 邦 政 府 の 全 省 庁 を対 象 と し

て 各 種 の サ ー ビス を行 な っ て い る。 主 な もの を 上 げれ ば 次 の とお りで ある。
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a

b

c

d

e

割 引 い た料 金 に よる リモ ー ト ・バ ッチ処 理

12ケ 所 の連 邦 計算 セ ン ター の運営

余剰 時 間の 共 同 利 用

余 剰機 器 の再 配 分

シス テ ム の能 力評 価 サ ー ビス

(4)コ ン ピュ ー タ施 設 の運 営 と保 守

各 省 庁 の コ ン ピュー タ施 設 の運営 は普 通 政 府 職員 が 行 な ってい るが,あ

る程 度 は施設 管 理 業 者 に まか せ て い る と ころ もあ る。 保 守 は普 通 メー カー

が 行 な うが,機 密保 護 の ため に政 府 職員 が行 な うこ と も あ る。 第 三 者 メ ン

テナ ンス が 出 て来 たが5%程 度 と思 わ れ る。

(5)連 邦 政府 ネ ッ トワ ー ク(い わ ゆ るEEDNET)は プ ラ イバ シ ー問題 で

中止

GSAで は2年 前 に,連 邦 政府 の各 省 庁 に 対す るサ ー ビスの 一 つ と して,

各 省庁 の コ ン ピュー タ を結 ぶ ネ ッ トワーク を考 え た。 こ れ に対 して,最 近

ア ー ビン上院 議 員 が これ をFEDNETと 呼 ん で,・ プ ライバ シ ー保 護 の動

きに逆行 す る もの で あ る と して 非 難 した 。 この た めGSAは こ の計 画 を中

止 した。

議 会 での 論 点 は,あ ま りに大 きな拡張 能 力 を持 つ ネ ッ トワー クは 個別 デ

ータの 機 密 保 護 に 欠け る こ と とな り,プ ライバ シー侵 害 につ な が る とい う

の で あった。

詳 論

(1)GSAの コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 組 織 が え

1972年6月 以 前 のGSAの コ ン ビ=一 夕部 門 は,図2-17の 自動 デ ー タ

運 営 部(AutomatedDCtaManagementSe'rvice略 し てADMS)

で 取 扱 わ れ て い た 。 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 以 外 で は 機 能 別 組 織,す な わ ち,調
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達,貯 蔵,在 庫 管 理 お よび品 質 管 理 の各部 で 処理 さ れ て い たが,コ ン ピュ

ー タ部 門 はADMSと い う一 つ の部 で取 扱
って きた。

図・2-17GSA旧 組 織 図

GSA

FSS

ADMS調 達 部 貯 蔵 部 在 庫 管 理 部 品 質 管 理 部

Lr〆-」 ＼一 ー ー ー ー ー ー 一 一 〆一 ≡L-一 一 一 一 ノ

コ ン ピ ュ ー タ 部 門 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 以 外

注:GSA… …GeneralServicesAdministration調 達 庁

FSS… …FtederalSupPlyService連 邦 供 給 局

ADMS…AutomatedDataManagementService自 動 デ ータ=運営 部

ま た,通 信 部 門 は 旧 組 織 で は 運 輸 通 信 局 の 一 つ の 部 で 取 扱 か わ れ て い た 。

旧 組 織 図

注:TCS… …TransportationsandCommunicationsService運 輸 通 信 局
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1972年7月,組 織 替 えが行 なわ れ,FFSの 下 に あ った コ ン ビ=。一

夕部 門ADMSとTCSの 下 に あった 通信 部 を持 っ て来 て新 し く 自動 デ ー

タ電 信 局(AutomatedDataTelecommunicationsService,略 し

てADTS)が 設 け られ た。 その 際,管 理 部 と援 助企 画部 が加 え られ た。

こ の組 織 替え の理 由 は,コ ン ピ ュー タ部 門 と電 信 部 門 との 関係 が 緊 密化

した こ と,お よび コ ン ピ ュー タ部 門 で の コ ン ピュー タ資 源の 効率 的使 用 の

た め の サ ー ビス業 務 の増 大 に よる もの で あった。

こ こ で電 信 部 では音 声 と共 に デ ータ の通 信 を行 な うよ うに な った。

次 に,コ ン ピュー タ部 門 を実 際 に取 扱 ってい る 自動 デ ー タ運 営 サー ビス

部OADMSは,図2-18の よ うな組織 に な って い る。

図2-18 GSAの 新 組 織 図

D

D
ぐ

連邦政府計算
セ ンタ　　

)剛"'叩en)鰍ii三:SuPPOrう

統 一 仕様 価格 リス ト

契 約 班 契 約 班

←PPOIicg艦 の(言 ・・y)(:・ 、・、、O(:蕊1　 )

注AD.TS… …AutomatedDataandTelecornmunications

Service自 動 デ ー タ 電 信 局

OADMS… …OfficeofAutomatedDataManagement



OED… …OfficeofExecutiveDirector管 理 部

OAAPP…OfficeofAgencyAssistancg,Planningand

Policy援 助 企 画 部

OT__OfficeofTelecommunications電 信 部

ADP… …AutomaticDataProcessing(コ ン ピ ュ ー タ)

各 ブ ロ ッ ク の 右 上 の カ ッ コ 内 の 数 字 は 職 員 の 概 数 を 示 す 。

班 の 合 計 が 課 の 数 と 合 わ な い の は 概 数 の た め と 思 わ れ る 。

(2)コ ン ピュー タ調 達 の 方法

ADP調 達 課 が 連邦 政府 各 省 庁 の コ ン ピュ ータ を調 達 して い る の で あ る

が,そ の 方 法 は 次 の 通 りで あ る。

ADP企 画 班 は コ ン ピ ュー タ調達 の ポ リシ ー を決 め る。 一 般 には,AD

P機 材 と しては 汎 用 で あ り,商 業 ベ ー スで店 に並 ん でい る よ うな もの を買

う。

実 際 の 調 達 は 次の 四つ の プ ログ ラム に よ って行 なわ れ る。先 づ 調達 額 の

少 ない ものは各省庁で調達 し,調 達 額 の大 きな もの はGSAで 調 達 す る。

(a)省 庁 援 助 班

この 班 は,各 省 庁 が 調達 す る際 に 各 省 庁 の コ ンサ ル タ ン トの 役 を す る。

(b)省 庁 調達 班

この 班 は,GSAで 調 達 して各 省 庁 に.与え る もの につ い て実 際 に 調達

を行 な う。 そ の た め に,班 は5チ ー ム に分 か れ て お り,各 チ ー ムは 次の

3名 か らな って い る。

{

上 級ADP契 約官

上級ADPハ ー ドウ エア技 術官

ADP弁 護 士

各 チ ー ム と も年 間2～3件 の 調 達 を行 な うの で全 部 で年 間12～13

件 の調達 を行 な っ て い る。

'
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(c)統 一 仕 様契 約 班

全 国 に わた るテ レ ・プ ロセ ッ シ ング ・サ ー ビス の よ うなス ペ ック を統

一 す る必 要 が あ る ものつ い ては
,こ の班 で一 括 調達 を行 な う。

(d)価 格 リス ト契 約班

少 額 な ものの 契 約 は,主 要 なEDP機 材 メー カー と一 つ ずつ 契 約 を結

ぶ の で あ るが,各 メー カーか らプ ラ イス ・ リス トを提 出 さ せ て ,こ れ に

よ って行 な う。

(3)全 省庁 コ ン ピ ュー タ の効 率 的使用

連 邦 政府 の全 省 庁 が保 有 す る汎 用 コ ン ビ=.一 夕の数 は1973年 で3,432

台 に 上 った。

連 邦政 府 の コ ン ピュ ー タの 効率 的便 用 につい ては,1965年 に ブル ッ

クス法 が定 め られ てい る。

(a)余 剰 機 器 再 配分

これ らの コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ム には,購 入 した もの の型 が 古 くな っ

て,新 しい もの に買 い換 え た り して,余 剰 機 器 とな る もの が 出 て くる。

これ らの 余 剰機 器 は他 の省 庁 で充 分 使 え る可 能 性 が あ る。 この よ うな 余

剰機 器 再 配 分 の 仕 事 は,前 出 のADP再 配 分課 で行 な わ れ て い る。

(b)連 邦 政府 計算 セ ン タ ー

自分 で コ ン ピュ ー タ を持 つ こ とが経 済 的 で な い省 庁 の た め にGSAは

12ケ 所 で連 邦 政府 計 算 セ ン ター を運 営 してい る。 前 出 の連 邦 政 府 計算

セ ン タ ー課 で は,こ れ らの計 算 セ ンタ ーの運 営 をサ ポ ー トしてい る。

(c)シ ス テ ム の 能 力評 価

連 邦 政 府 計算 セ ン タ ー を運 営 す る ように な っ て か ら,シ ス テ ムの能 力

評 価(パ フォ ーマ ンス ・エ バ リュ エ イシ ョン)に 興 味 を持 つ よ うに な っ

た。 そ う して,3年 前 に,ア メ リカ空軍 に委 託 して,ハ ー ドウェア と ソ

フ トウェ アの モ ニタ ー を作 っ て もら った。 これ を使 って,FEDSIM
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(FederalComputerPerformanceEvaluationandSimula-

tionCenter)と 言 う サ ー ビ ス 機 関 を ワ シ ン ト ン に 設 け,各 省 庁 の 能

力 評 価 の 要 望 に 答 え て い る 。

(d)割 引 い た 料 金 に よ る リモ ー ト ・バ ッ チ 処 理

統 一 し た ス ペ ッ ク に よ る ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 民 間 の コ ン ピ ュ ー タ を

リ モ ー トバ ッ チ で 利 用 し,割 引 い た 料 金 で 各 省 庁 が 使 え る よ う な 制 度 も

あ る 。

(e)余 剰 時 間 の 共 同 利 用

前 出 の 援 助 企 画 部(OfficeofAgencyAssistance,Planning

andPolicy;略 し てOAAPP)で は,各 省 庁 の コ ン ピ ュ ー タ の 余 剰

時 間 お よ び 提 供 可 能 な プ ロ グ ラ ム を 通 知 し て も ら い,各 省 庁 間 で こ れ ら

の 共 同 利 用 を す る よ う に 仲 介 し て い る 。

(4)コ ン ピュー タ施設 の運 営 と保 守

各 省 庁 の コ ン ピュー タ施設 の運 営 は,普 通,政 府 職 員 が 行 な って い る。

しか し,民 間 の施 設 管 理業 者 に ある程 度 まか せ て い る所 も あ る。運 営 をま

か せ るの には,単 に コ ン ピ ュー タを動 か す こ とか ら,開 発 ま で含 め て全 部

を まか せ る場 合 ま で,多 くの レベ ル が あ る。 ま た,運 営 を ま か せ る こ とが

多 くな る と,果 して コ ン ピ ュ ー タを 持 った方 が 良 い か ど うか の 分 岐点 を考

え ねば な らな くな る。 ア メ リ カに は 色 々 な業 種 が 需 要 に応 じて存 在す るの

で,色 々なや り方 が 出来 る と思 われ る。

コ ン ピュ ー タの 保 守 は普 通 メー カーが 行 なっているが,機 密保 護 の 必要 性

か ら政府 職員 が 行 な っ て い る 所 も ある。

施設 管理 契 約 を行 な う と きに は,保 守 も含 め て全 部 責 任 を持 つ こ とが 多

い が,下 請 に 出 してや らせ る こ と もあ る。

第 三 者 メン テ ナ ンス も伸 び て来 たが,5%程 度 だ と思 わ れ る。
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(5)FEDNETは プ ラ イ バ シ ー 問 題 で 中 止

2年 前 にADTSが 政 府 各 省 庁 へ の サ ー ビ ス と し て,ア メ リ カ 全 土 に わ

た るTeleprocessingNetworkを 導 入 す る こ と を 考 え た 。

図2-19 FEDNET計 画

バ ック ボ ー ン型 パ ケ ッ ト・ス イ ッチ 方式 で あ り,モ デ ュー ル式 で3倍 ま

で拡 大 で き る計 画 で あ っ た。 計 算 サ イ トは 最初9ケ 所 で あ った。 ベ ンダ ー

が電 信 能 力 と計 算 サ イ トを持 つ こ とと して い た。 各 計 算 サ イ トは 二 つ の

ス イ ッチ に継 が って い る。 これ を国 会 がFEDNETと 呼 ん だ。

最 近,ア ー ビン上院 議 員 がFEDNETは プ ラ イバ シ ー侵 害 に つ な が る

と非 難 した の で,FEDNET計 画 は 中止 され た 。

国 会 は,こ の ネ ッ トワー ク は ス イ ッチ を通 じて政 府 の す べ ての コ ン ピュ

ー タを結 ぶ 能 力 が あ り
,こ の よ うな 余 りに大 き な拡 大余 力 を持 った ネ ッ ト

ワ ーク は,プ ライバ ヅ ー を侵 害 す る恐 れ あ りと したの で ある。

現 在 は,こ の 計 画 を止 め て,各 コ ン ピュー タは 各 々専 用 回 線 を持 つ よう

に した。
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調 査 の 最 後 に,次 の よ うな 質疑 応 答 が あ っ た。

(質 問)政 府 の 余 力 を民 間 に 売 る こ とは しない か 。

(答)民 間 企業 と して 計算 サ ー ビス を売 る こ とは しな い。 民 間 と コス

ト型 契 約 を して い る時 には 契 約 内 で そ うす る こ とも あ る。 我 々の

計 算 サ ー ビス を使 え る の は連邦 政 府 だけ で あ る。

(質 問)プ ロテ ク シ ョンの 技 術 が進 ん だの に何 故,プ ライバ シー をや か

ま し く言 うのか 。

(答)軍 事用 や 大 使 館用 の よ うに イ ンク リプ トして い な いの で ア クセ

ス が簡 単 で あ る。・普 通 の ユー ザ ー ・コ ー ドを 使 ってい るか ら普 通

の 制 約 は勿 論 あ る。 タ ー ミナ ルか らコ ン ピュ ー タの デ ータ ・ベ ー

ス にア クセ ス す るの に は勿 論 ア イテ ン テ ィフ ァ イア ー は 必要 で あ

る。 しか し なが ら,ア セ ンブ ラや コ ンパ イ ラ の レベ ル まで 入 っ て

来 れ ば,2～3日 の時 間 が あれ ば,プ ロセ ッサ ーを コ ン トロ ー ル

出来 る とい う話 で あ る。

プ ライバ シ ー保 護 につ い て以 下 の三 つ の側 面 が あ る。

図2-20プ ラ イバ シ ー保 護 の 三つ の 側 面

1

2.

3

4.

5

ど うい うデ ー タ を

集 め て い る か

ど うい うデ ー タを
公表 して い るか

自分 の デ ータ を検

査 す る権利

自分 の デ ー タを訂

正 す る権 利

他 の 目的 に使 うこ
とを拒 否 す る権 利

デ ー タ ・'シ ス テ ム

設 計 面

1.開 発 中 の シ ス テ

ム に は 実 際 の デ

ー タ を 入 れ な い
。

2.稼 働 中 の シ ス テ

ム に は ア セ ン ブ

リ,コ ン パ イ ラ・

レ ベ ル で は ア ク

セ ス で き な く し,
一 定 フ ォ ー マ ッ

トの 問 合 わ せ で

だ け ア ク セ ス で

き る よ う に す る 。

ア

面

工門
衛言

イ ン ク リ フ ト

(暗 号)化 す

る。
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要 す る に,あ の当 時 の技 術 で は プ ライバ シ ー保 護 に な って い な

か っ た と言 え よ う。

現 在,5～6法 案 が か か っ てい るが,ア ー ビン上院 議 員 の もの

が 一 番 早 く通 りそ うで あ る。 法律 の 目的 を規定 す る のが 難 か しい。

(質 問)リ ー スか レ ンタ ルか 買 取 りか の選 択 の規 準 は何 か 。

(答)二 つ の 目やす が あ る。

① 購 入先 が技 術 的能 力 を持 って い る こ と。

②Syst・mlif・ に対 して 最低 コス トで ある こ と。

Systemlifeは シ ステ ムを使 用 す る期 間 で普 通6～8年 で

あ る。 コス トは ぐ 一 ドウ ェア ・メ ンテ ナ ンス,ソ フ トウ ェア ・

メ ンテ ナ ンス,訓 練 な どの 費用 を足 して計算 コス ト最 小 の方 法

にす る。

(質 問)調 達 しよ う とす る シス テ ムの パ フォ ー マ ンス評 価 は ど うす る の

か 。 ・

(答)メ ー カー の デ ータは こち らで確認 しない と信 用 出来 な い。 ベ ン

チ マ ー クに は,合 成 した ネ ッ トワーク にかけ て チ ェ ックす る。 合

成 したベ ンチ マー ク を使 用 し ようか と してい る。 ワ ー ク ・ロー ド

を して ベ ンチ マ ーク の ぎ りぎ りま で入 れ て見 る。 パ ラ メタ ライ ザ

ブル な テ ス トで ある。

(質 問)数 学 的 シ ミ ュ レ ー シ ョンは駄 目な こ とが多 いが,ど うか。

(答)数 学 シ ミ ュ レ ーシ ョンは使 っ てい な い。 シ ミュレ ー シ ョンは サ

イ ジン グ に使 う。 合成 ベ ンチ マー ク は シ ミュ レー シ ョン では な い。

実 際 マ ニ ュ ピ ュレ イ トす る もの だ。 数学 シ ミ ュ レー シ ョ ンは マル

チ ・プ ロセ ス の時 は駄 目で,シ ングル の 時 は使 え る。 ネ ッ トヴー

ク の 時 も うま くな い。
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調 査 先

所 在 地

調 査 日

面 接 着

調 査 員

概 要 お よ び 所 感

(1)MontgomeryWard

ル,従 業 員 は 約90,000名 で あ る 。

(2)シ カ ゴ 市 内 に 本 社 が あ り,小 売 店475

グ 販 売 代 理 店1,171を 全 米 に 持 ち,総 合 小 売 店 と し て は 全 米 第7位 に ラ

ン ク さ れ て い る 。

(3)EDP部 門 は シ カ ゴ を 中 心 と し,各 地 にIPC(イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン

・ プ ロ セ ッ シ ン グ ・セ ン タ ー)を 有 し
,ク レ ジ ッ ト販 売,商 品 計 画,在 庫
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29MONTGOMERYWARD

MONTGOMERYWARD

619WestChicagoAve.

Chicago,111.60607

1974年7月9日

Mr.IrvH'ammer

InformationProcessingDirector

Mr.IayYoung

ProgramManagerforCreditSystems.

Mr.FredHeard

DevelopmentManagerforMarchandising

Systems

Mr.NickStevoff

ProgramManagerforretai10perations

Mr.WayneEllis

DevelopmentManagerforcatalog&、

WarehousingSystems.

梧 沢,紫 村,播 磨,鈴 木,加 納

は1973年 の 売 上 げ 高3,230,895,000ド

,カ タ ロ グ ス ト ア9,カ タ ロ



管 理,倉 庫 管 理等 の業 務 を行 って い る。

(4)ク レジ ッ ト販 売,カ タ ログ販 売 につ い て,シ ステ ム の拡 充 の途 中で,オ

ン ライ ンの 情報 セ ン タ ー を増 設 ,そ の領 域 も広 ま りつxあ るが 特 に注 目さ

れ るの はPOSシ ス テ ムの拡 充 即 ち15,000台 以 上 のNCR280へiZ)

思 い きった 切換 え で あろ う。

POS,ク レ ジ ッ トカー ト;カタ ロZ通 信 販 売 商品 計 画倉 庫 受 注在 庫 管 理等

の 一 連 の シス テ ムが きめ細 か く総 合 化 され てゆ く過 程 が 興 味 深 い が完 成 の

暁 に は 巨大 な総 合 シ ス テ ム と して 偉 力 を発揮 す る こ と とな ろ う。

詳 論

(1)EDP部 門 の組織(図2-21参 照)

総 合 シス テ ム担 当副 社 長 の 下 に,①2つ の プ ログ ラム開 発 部 門,② 長 短

期 計 画部 門 プ③ テ レ コ ミ ニケ ー シ ョン部 門,④ イ ン フ ォー メ ー シ ョン ・プ

ロセ ンシ ング部 門 及 び ⑤ フ ィール ドIPC(イ ン フ ォ ー メ ーシ ョン ・プ ロセ

ッシ ング ・セ ンタ ー)が あ る。

全 米 を5つ の 地 域 に 分け,シtlゴ を中 心 に5個 所 の主 要IPCと8個 所

の サ ブIPCを 置 き,オ ン ラ イ ンで 結ん で い る,主IPCと そ の領 域 は 次

の 通 りで ある。

1.ボ ル チ モ アIPC.

2.シ カ ゴIPC.

3.カ ン サ ス シ テ ィIPC.

4.オ ー ク ラ ン ドIPC、

5.フ ロ リ ダ 地 区IPC

ボ ル チ モ ア,ア ル バ ニ イ

シ カ ゴ,セ ン ト ポ ー ル,ア ラ ン パ ー ク,

ニ コ.一 ヨ ー ク

カ ン サ ス シ テ ィ,デ ン バ ー,フ ォ ー ト ワ

ー ス

オ ー ク ラ ン ド

建 設 中

(2)IPCの 機 器 構 成

各IPCの 機 器 構 成 は 表2-4参 照。

なお サ ブIPCはIBMSYSTEM/3を 設置 してい る。
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図2-21 EDP部 『日「 の 組 織 図
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表2-4 IPC の 機 器 構 成

CPU

CORE

SOFTWARE

D|SKDRIVE

BALTIMORE

370/155

370/145

OAKLAND

370/155

370/145

1-3/4MEG1-3/4MEG

VS1・R2/0SMF†VS1-R2

3330-243330-18

TAPEDRIVE'3420-28

COMMUNICATION3705・2

CONTROLLER

PRINTER'

OCR

MINICOMPUTER

1403N1-4

TRW・4000

NCR725

3420・24

3705・2

1403N1-4

TRW'4000

KANSASCITY

370/155

370/155

1・1/2MEG

VSI・R3

3330-30

3420・44

3705・2

1403N1-7

TRW・4000

NCR725

CHICAGO

370/165

370/155

370/155

6MEG

VS2/ASP/OSMVT

3330-52

2305-1

3420・60

3705-2

2701・2

2702-1

1
.403N1・8

3211-2

1288
.

TRW・4000

NCR725

、
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(3)IPCの 経 費

1969年 にEDP部 門 の第 一 次 計 画が 緒 につ い たが ,こ の 時 の経 費 の

大 部 分 は機 械 の レ ンタル,人 件 費,家 賃 で あ った。

19'7'O年 か ら規 模 の経 済採 算(Scaleeconomics)を 上げ る方 向

を打 ち 出 した,い わ ゆ るグ ロ ッシ ュ流 の考 え 方 で コ ン ピュー タの数 を減 ら

し,能 力 を 上げ るため,大 型 機 を採 用 して,遠 隔地 を結 ん だが ,コ ス トは

増 加 した。

コ ン ピ ュー タ台数 ,能 力 コス トの 推 移 は 次の 通 りであ る。

1969 1970 1971 1972 1973
1

コ ン ピュー タ台数

計 算 能 力 来

費 用(百 万 ドル)

26

11.8

13.2

25

16.4

16.7

22

27.8

18.6

16

41.3

!8・6

16

38.9

18.6

XIBM360/50=1.0と し た 。

最 終 年 度 に 能 力 が 下 っ た の はIBM360/65を370/155に と

り 換 え た 為 で あ る 。 こ の 為 能 力 が 若 干 下 っ た が,コ ス ト も 低 下 し て お り,

予 定 さ れ た 他 の コ ス ト上 昇 を カ バ ー し て い る 。

(4)ク レ ジ ッ ト ・ シ ス テ ム

ク レ ジ ッ ト ・ シ ス テ ム に は,伝 統 的 な バ ッ チ ・ シ ス テ ム と オ ン ラ イ ン ・

シ ス テ ム の2つ が あ る 。

バ ッ チ ・シ ス テ ム で は
,バ ル チ モ ア2,カ ン サ ス シ テ ィ4,シ カ ゴ3,

オ ー ク ラ ン ド3の12の マ ス タ ー フ ァ イ ル を 持 ち,1 ,200万 の 顧 客 情 報

を 有 し て い る 。 こ の シ ス テ ム の 機 能 は 次 の 通 り で あ る 。

a.顧 客 別 勘 定 の 維 持

b.請 求 書 発 行 業 務

c.取 立 て 業 務 の 補 助

d.サ ー ビ ス 活 動,苦 情 問 合 せ

e.新 掛 売,商 品 販 売 の 宣 伝

f.オ ン ラ イ ン と の イ ン タ ー フ ェ イ ス
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g.管 理 者 用 情 報(× 口取 立,不 良債 権,収 入 額 等)

顧 客 フ ァ イル の 内 容 は表2-5の 通 りで あ る。

フ ロ ーチ ャー トは図2-22の 通 りで あ る。

オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの機 能 は,

a.POSに よる ク レ ジ ッ トの確 認

b.CRTか らの顧 客 別 勘定 の維 持

c.'顧 客 情 報 検 索

d.そ の他 各 種 オ ン ライ ン機 能 の 利 用 とバ?チ シ ステ ム との イ ン ター フェ

イス

で あ る。

オ ン ライ ン.フ ァ イル の 内 容 と フ ロ ー チ ャrト は 表2-6・ 図2-

23の 通 りで あ る。

各 店 にはTRW4000,NCR280(POS)が あ り,NCR280

→NCR725ミ ニ コン ビ=。一 夕→TRW4000で 現 金,掛 売,集 金 の

情 報 を イ ン プ ッ トし,NCR725,TRW4000で 承 認 す る。update

さ れ るmemo-fileで 掛 金 申請 の勘 定 の 承 認,減 額 否認 を行 い,TRW

4000で 決 定 し得 な い 時 は370/158/168に 問合 せ の 上 決定 す る。

ク レジ ッ ト特 有 の情 報 と して

.カ ー ドの使 用 制 限額,署 名 条 件

・ 紛 失 カー ド,住 所変 更 の 処置

・ 顧 客 の信 用 情 報 及 び8ケ 月の 経 歴

・ 掛 売 の 金利 表 示

等 が あ り,他 に統 計 と して,集 金 係 の成 績等 が 出 され るか ・ 銀 行 よ り の

自動 引 落 しシス テ ム は考 え てい ない。
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∠

3

4.

5.

表2-5 顧 客 フ ァ イ ル の 内 容

NAMEANDADDRESS

PROFlLEDATA

●Age

●PhoneNumber

●Occupation

.●NumberofDependents

ACCOUNTCONTROLDATA

●AccountNumber

●AccountUsageRestrictions

●ReliabilityStatuslndicators

●PurchaseAmountLimits

CURRENTFINANCIALDATA

●CurrentBalance

●Purchases

●Payments'

●Credits

FINANCIALHISTORY(8Months》

●Balance

●Purchases

●Payments

●Credits

INFORMATION

●

●

●

lncome

MartialStatus

ResidenceCode
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図2-22 ク レ ジ ッ ト ・ シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト
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表2-6 オ ン ラ イ ン ・ フ ァ イ ル の 内 容

・1

2.

3

4.

5

CREDITMEMOINFORMATION(usedbyTRWSystem)

●AcbountNumber

●ReliabilityStatusCodes

●AccountUsageRestrictions

CURRENTFINANCIALDATA

●AccountNumber

●UsageRestrictions

●AccountStatus

●CreditLimit

●AccountLocation

●PurchaseAmountLimits

●CurrentBalance

●Payments ,Purchases&Credits

sinceLastBilling

PROFILEDATAANDFINANCIALHISTORY

●CustomerName●

●CustomerAddress●

●Age●

●ResidenceCode●

PURGEDACCOUNTS

●AccountNumbers

ALPHACROSS/REFERENCE

●FinderCodes

●AccountNumbers

NumberofDependents

lncome

Martia|Status

5MonthFinancialHistory
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図2-23 オ ン ラ イ ン ・ フ ァ イ ル の フ ロ ー チ ャ ー ト
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(5)マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ ・ シ ス テ ム

小 売 関 係 の マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ ・シ ス テ ム は ニ ュ ー ヨ ー ク と,シ カ ゴ

に 主 要 ビ ル デ ィ ン グ を 有 し てk・ り 全 米475店 の う ち22ケ 所 が 大 都 市 々

場 で あ り売 上 高 の3/4を 占 め て い る 。 全 体 の 在 庫 保 持 個 所(StockKe-

epingUnit)は90,000点 を 有 し て い る 。

会 話 型 の 全 国 マー チ ャ ンダイ ジ ング ・オ ンライ ン シス テ ムを 図2-23,2-24に 示 す 。

シ ス テ ム は,IBMのIMSを 使 用 し て お り,機 能 的 に は,EDIT,

CONTROL・UPDATE及 びMAINTENANCEで あ る が,年

2回 小 売 の 予 測 手 法 を 使 っ て マ ー ケ テ ィ ン グ ・ プ ラ ン を 作 成 す る 。

こ れ は,各 小 売 店 別 の 目 標 売 上 高 ○ 品 種 別 ガ イ ド ラ イ ン,各 種 組 合 せ プ

ラ ン,(商 品 の 色 合 い 等),等 を 本 社 で 作 成 し,各 店 で 手 直 し の 上 返 送 さ

れ る 。 こ れ に 基 い て 購 入 計 画 及 び 注 文 を 出 す 。IMSDatabaseに は,

10,000社 の 売 手 の 情 報 がstoreさ れ て い る 。

こ のdatabaseか ら 月1回Catal・gシ ス テ ム にrep・rtを 出 す 。

Exceptionreportと し て は 次 の3種 類 が あ る 。

a.在 庫 切 れ の 情 報

b.2倍 以 上 売 れ た 情 報

c.3ケ 月 売 れ な か っ た 情 報

現 在,売 手 と テ レ プ ロ セ シ ン グ で 情 報 の 授 受 を 行 う こ と を 計 画 中 で

あ る。1軒 の 売 手 か ら1店 へ 商 品 を 納 入 す る 方 式 で 輸 送 は 自 己 保 有 の 車 輌 で

行 っ て い る の で 特 に 輸 送 の 最 適 化 と い っ た 考 え 方 は し て い な い 。

(6)POS

NCR280型POSシ ス テ ム と1978年 末 ま で に15,000台 の 在

来 型 レ ジ ス タ を 取 換 え る 計 画 で あ る 。

従 っ てNCR280,NCR725,TRW4000,IBM370//

158又 は370/168と い う連 結 に な る 。

オ ン ラ イ ン 回 線 の ス ピ ー ドはNCR280,725間 は2400bps,

725か ら は9,600bpsに す る 予 定 、で あ る 。725は 現 在14台 使 用 し
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図2-24 全 国 小 売 り マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ ・ シ ス テ ム(1)
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図2-25 全 国 小 売 リマ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ ・ シ ス テ ム ②
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て い る が,10台 増 加 の 予 定 で あ り,ピ ー ク 時 に も 回 線 能 力 の60%程 度

の 予 定 で あ る。

(7)METROWAREHOUSINGシ ス テ ム

倉 庫 シ ス テ ム は,冷 蔵 庫,大 型 テ レ ビ,芝 生 用 ト ラ ク タ ー 等 を 直 接 客 先

に 送 り 出 す 様 な 機 能 も 有 し て お り,客 先 か ら の 注 文 は 各IPC・ を 経 由 し て

OrderprocessingSystemに よ り処 理 さ れ る 。

こ の シ ス テ ム は,次 の4つ の サ ブ シ ス テ ム か ら 成 る 。

a.ORDERPROCESSING

b.MERCHANDISECONTROL

c.SHIPPING&RECEIVING

d.ACCOUNTING

そ れ ぞ れ の フ ロ ー チ ャ ー トは 図2-26,2-27,2-28,2-29の 通 りで あ る 。

(8)カ タ ロ グ 通 信 販 売

現 在 は9店 の カ タ・ロ グ 店 を 持 っ て 居 り1976年 に は1店 を ふ や す 予 定

で あ る 。

カ タ ロ グ 販 売 の 年 商 は8億 ドル で,注 文 は 各 地 のIPCで 処 理 さ れ て い

る 。

カ タ ロ グ は 年 冊10～15冊 発 行 さ れ る が,春 秋 お よび ク リス マス に は 大 型

の も の が 作 られ る 。 は じめ の1冊 は2ド ル の 保 証 金 を と り商 品 を 買 っ た 場

合 に そ の 価 格 か ら2ド ル を 差 引 く の で た だ と な る 。

商 品 類 は 大 型 カ タ ロ グ で150,000点 位 。注 文 はCRTか らイ ン プ ッ ト

し,在 庫 の チ ェ ッ ク 代 替 品 の あ っ せ ん 等 の 応 答 を 行 う。

注 文 はMai1が20%以 下 で 郵 便 料 金 の 値 上 り と 共 に 下 る 傾 向 で あ る 。

ク リ ス マ ス の 時 が ピ ー ク で1日 の 取 扱 い 件 数 が250,000品 目位 に な る 。

コ ン ピ ュ ー タ の コ ㍉ ・は くr均 オ ー:a"一一当!')3セ ン ト位 で あ る 。
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図2-26 OrderPrbcessing
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図2-28 Shipping & Receiving
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付 表1TBIの プ ラ イ

Pricelnformation

Equipmentislistedalphabeticallybythenameofmanufacturer 、
numericaldesignationandcoresize .Specialfeaturesareinsomecases

listedbyfeaturenumberonly .Anindexofthemostcommonlyused

IBMfeaturesappearontheinsidebackcover .lnformationabout

equipmentnotlistedinthisissuecanbeobtainedfromanyofthe

TBIsalesofficeslistedonthebackofthebook .

ListPricesreflectManufacturersCurrentListPrices .

}烈1、S二;ごP'1`}'`h::1:㍑c¢inl:吉:㌫

1㌫5:㌫?65・ …n・B「anch`)「Mi・`・d・ 耐h・1・lilll:`ト 、A漂 ご1∵

ALPHA16COMPUTERAUTOMATION$4、0002,80070

4KMemory

OperatorPanel

PowerSupply

.PowerFailOption.

*BRYANTD1SKDRIVES1100SERIES

(IBM2311Compatible)

*BRYANT2214SERIESCONTROLLER

(2314Compatible)

*BRYANT2212SINGLEMODULE

*BRYANT2218DUALMODULES

BURROUGHS3500SYSTEM
3501CentralProcessingUnit.
TypeAI/OChannel(Qty.3).

TypeBI/OChanne1(Qty.3).
3009CoreModule90Kbytes.
374(HConsole.
3240PrinterControl.

3340ConsoleControL
3393-lMagneticTapcControl.
9243Printer1040LPM.
994112AdditionalPrintPositions.

9340PrinterKeyboard.
9392MagneticTapeDrives
72KB9-Track800BPL

3730F]oatingPoint.
3610BCLTranslalor.

9.500

40,000

10、800

21、000

44ピ660

1,20012

12,00030

4,00037

8,00038

142,00032

、

ス

〆

*CALCOMPPLOTTERMOD .116
0n-linePlotterCohtroller
forSigma2/5/7.

・ リ ス ト

}lll`跳 二∵P'``"'`h:=1認icri惚mi:;㍑

ll儒5、㌫?65川ny"【"""h"ffice|`"tedth・,㌫

BURROUGHS5500SYSTEM2 ,476,365
B5280BasicB5500Systcm.
B52831/OChannel(Qty.3).
871132PrintPos.Capacity(Qty.3).
871ExtendedMTUCapability(Qty.3).

873DataTransferCapability(Qty.3).
B4614usECMemoryUnit(Qty.8).
B3291040LPMPrinter132PP.

B422MagneticTapeUnits(Qty.10).
B453BaslcDF/DTTUCabinet.
B452BasicDF/DTTUCabinet.
B451DiskFileExpandControL
B475DiskFileStorageModule(Qty.20).

CERl465CarriageRet.(Qty.3).

ll,500

*CALCOMP12"DIGITALDRUM

PLOTTERS.0050r.OIO・

4,200

*00MPUSCANMOD .172PAGESCANNER70,200

RecognitionLogic,On-1ineKeyboard,

DeletionSymbolEditing,ScanEdit.

TypeScanEditing.

12KDataGeneralNovaComputer.・

P/TReader,P/TPunch,PotterMag.

Tape9-track800BPI,AutoStackFeeder.

DataCRT,Keyoptics,Teletype&Interface.

PDP8/E4KCPU

HONEYWELL11532KSYSTEM

HISll7-132KCPU

214-2CardReadPunch.

22〔>3Console.

122-6PrinterllOOLPM,withfeature

lO34132PrintPositions.

172Discof9,lMMionCharacterswith

featureO74WrileProtect.

4.990

249,370

ASK■NG

PR■CE

124.000 5

5,75050

2,95070

44,00062

3、25065

85、OOO34
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CanTBIft}Tup吋 《,・the・:ninutepriceillforlnutil,1、(,r

f・rm・)dctsuppeuring'the`Mllgs・

914・592・406S,;myBri川d、offiet-|i、ted4DnthL－

トackcoye「.

HONEYWELL125SYSTEM

12(F4CentralProcessor,16K.

1011AdvancedProgranlming.

1013EditInstructions,

1017AuxiharyRead/WriteChanncL

lO3BTapeControlincludelTapeDrive

48巨PS、26.7KC.

204BMagnet▲cTapeDrive(Qty.3)

481PS,26.7KC.『

222-3Printer,650LPM.

032Extensiontol32Positions.

123-2CardReader600CPM.

21牛1CardPunch400CPM.

HONEYWELL20032KSYSTEM

201-2-832KMemory.

010AdvancedProgramming.

Ol3Editinglnstructions.

0501BMFormatFeature,

0511BMCodeCompatibility.

0521BM7-ChannelTapcFeaωre.

017StackerSelector.

203-BITapeControL

204-B3TapeUnit

20牛B3TapeUniし

20牛B4TapeUnit(Qty.2).

207CardReadControL

208-1CardPunchControL

227CardReadPunch.

222-4Printer&Control950LPM.

IBMO29-A22CARDPUNCH

IBMO29-B22CARDPUNCH

IBMO29-C22CARDPUNCH

IBMO59-1CARDVERiFIER

IBMO83SORTER

IBM129-3CARDDATARECORDER

with46011nterpretfeature.

IBM557-2ALPHABETICINTERPRETER

IBM729-2TAPEUNIT

1.lST
}'RtCL-:

236,490

325、OOO

3,550

4200

5、660

3,530

7,420

8,051

13,700

30.200

ASKING

PRI('1・:

45.00019

66,00020

3,IOO87

3,50083

4,50079

2,70076

2,80037

7、40091

4,00029

1,9006

Cu|1「1'Blft}rup・1`いlhe・lninutepriceint'cハrmali〈)nりr

forlnodelsuppeurll)9』thL,"sling:.

9`4・592・4065,《)rllllyHTunch`)fficetisted`)nlhe

buckeover.

IBM729-5TAPEUNIT

*IBM1053-4PRINTER

forattachmenttoa28450r

2848DisplayContro).

IBM11308KCPU

1131-2BCentralProcessingUnit

3616日32PrinterAttachment,

44541442Mod.7CardReadPunch

Attachment.

1132-lPrinter'

1442-7CardReadPunch.

IBMl13032KCPU

l131-3DCcntralProcessingUnit

3854ExpallsjollAdapter,.

44541442Attachment&

7490StorageAccessChannei.

1133-lMuhiplexControlEnclosurc.

IBM1311-2DISKSTORAGEDRIVE

(Additionaldriveforl401,1410,1440.)

*IBMl316-1DISKPACK

IBM14018KSYSTEM

1401-C4CentralProcessingUnit

lO60,3580,3835,4575,5540&6040.

1402-ICardReadPunch

3550EarlyCardRead.

1403-2Printer.

IBM140112KSYSTEM

l401-C5CentralProcessingUnit

lO60AdvancedProgramming,

3835ExpandedPrintEdit,

4575High-Low-EqualCompare,

5275Multiply-Divide,

5540PrintControlAdditional&
5585PrintStorage.,

1402-lCardReadPunch.

1403-2600LPMPrinler.

1406-2AdditionalStorage.'

1.`s.1.

PRLt'・:

31,200

1,970

70,860

137.818

16,300

360

201、683

269,135

..NSKtN(;

PltI{■i・:

2,900 9

69035

43.00060

96,80070

5,00030

5515

16,750

21,000

8

7
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Ca{lTB[forup-tu・the-minutepriceinfofmationtDr

form《 ⊃delsuPpeuring「the`istings .

9`4・592-4e6S,anyBranchofficelistedthe

backcuver.

IBM140116KSYSTEM

1401-E6CentralProcessingUnit

1060AdvancedProgramming,

1990ColumnBinary,

2210CompressedTape,

3339DiskDriveAdapter,

3835ExpandedPrintEdit,

4575High-Low-EqualCompare,

5275Multiply-Divide、

5540PrintControlAdditionaL

5585PrintStorage&

7600SenseSwitches.

1402-lCardReadPunch.

1403-2Printerl32PP.

140(戸3StorageUnit・

733()-lMagneticTapeDrive(Qty.5).

IBM140116KSYSTEM

l401-C6CentralProcessingUnit,

1060,3835,4575,5275,5540,

6040&7600.・

1402-1CardReadPunch.

1403-2600LPMPrinter.

1406-3AdditionalStorage.

729-2MagneticTapeDrives(Qty.4).

*IBM1403-2PRINTER600LPM

IBM1403-NIPRINTER

lBM140《 チ14KCORESTORAGE

IBM1406-28KSTORAGE

IBM1406-312KSTORAGE

LIST

PRlc'1・:

404、266

400,065

28,500

34,600

24,200

45,300

66,300

ASKlNG
PRK'Il

25、OOO6

28,0006

13,50047

29、00083

3,30013

5,20011

6,6009

F

CallTBiforup-to・the・minutcpriceinf〈)rmatienor

f`,「modelS8ppearln呂'lheli5tingS.

914・S92・406S,orBranchoffice`istedthe

backcovef.

*IBM141040KSYSTEM

1411-A3CentralProcessingUnit

3301DiskStorageAdapter,

4900Mag.Char.ReadAdapt.Chan.1,

7823TapeI/OAdapt.Chan.1,

46591/OAdapt.Chan.1,

5620PriorityFeature,

5730PTocessingOverlap&

RPQSelect.TapeListerControL

1402-2CardReadPunch

4150Feed51Col.Interch.Read.Feed.

1403-2Printer

6411SelectTapeList.

1414-41/OSynchronizer

lO13Adapter51Col.Feed,

6136RemoteInquiryUnitAdapter

7680Synch.StoragePrintMdl.3,4.

7681

1415-1Console.

1301-1DiskStorage.

7631-1FileControl.

733〔>1MagneticTapeUnit(Qty.5).

IBM1412・1MAGNETICCHARACTER

READER

IBM141《 チ1(AN-2)INTERCHANGEABLE

TRAINCARTRIDGE

IBM1419MAGNETICCHARACTER

READER

LISＴ
PR"'E

742,619

90,400

2,960

109,000

IBM14408KSYSTEM170,940

1441-A4CentralProcessingUnit

3281DirectSeek,3321DiskStorageCont.

46311ndex&StorageAddr.Reg.

5561PrinterAttach.1440.

7600SenseSwitches.

1442-2CardReadPunch(w/1632).

1443-2Printer(w/5567,6401).・

1447-lCQnsole.`

!311-1DiskStorageDrive.

1311-2DiskStorageDrive.

ASK`NG

PR■CE

30,000 4

26,①0028

1,60054

77.00070

20,00011
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付 表2 中 古 コ ン ピ ュ ー タ 価 格 推 移(ソ.一 ス,AUC,Allab・urusedcomputers)

Exhibi七9

3rdGENERAT工ON

●

Manufac七urer

andModel

Firs七

工ns跳1き 七'。n

Es七ima尤ed

Numberof

工濃'謬s

Es七ima七ed

Average

Orig.Purehase

PriceLis七

Average避 Projected
AverageUsed
Value-lg75

ー

ド

」
0

1

BURROUG}{S

B-1∞

B-300

B-500

B-2500

B-3500

B-6500

B-8500

8/64一

躍

;傷‡1
6/69+
4/69+

61

652

417

2山

351

19

2

$ 山O,OOO

360,000

170,000

280,000

640,000

3.,200,∞0

9,000,000

$ 20,000普$

lOO,ooove

85,000x

l40,000祈

320,000芥

2,000,000祈

6,000,000ce

40,000

30,000
100;OOO
200,000
800,000

4,000,000

CONTROLDATA

31/3150
3200
3300
3500
3800
6400
6500
6600
7600

1264+

564+

965+

169+

12/65+

・i爲
1/69+

147

97

207

16

21

79
16

84

3

420,000

700,000

820,000

1,100,000

2,300,000

2,300,∞0

2,800,∞0

5,500,000

7,000,000

150,000祈

300,000

400,0∞ 祷

700,000祈

800,000es

l,400,000x

l,600,000sc

3,000,000粁

4,000,000+

lOO,OOO-

120,000

200,000

500,000

500,000

800,000

850,000

1,000,000

3,000,000

D工G工TALEQU工PMENTCORPORAT工ON

PDP-1010/67 155 800,000 500,000 IOO,OOO

【



Exhibi七9

COMPUTERSYSTEMSF工RSTDEL工VERED工NM工D-1640RLATER

3rdGENERAT工ON

ー

」

戸

H
ー

Manufac七urer

andModel

Firs七

並s麗 き七'。n

Es七iMa七ed

Numberof

工鵠'帯88s

'

Es七ima七ed

AveraＬge

Orig.Purchase

Price(Lis七)

Average

UsedValue

la七ei9703

Projec七ed

AverageUsed

Value-1975

HONEYWELL

GE-53

GE-59

GE-58

GE-IO5'

GE-1工5

GE-120

GE-130

GE-235/265

9:=誌影iエ;

9芸=虻;;駕8
GE-435/440

615
625
635
645

H-llO

H-ll5

H-120

H-125

H-200

H-1200

H-1250

H-2200

H-3200

H-4200

H-8200

INFO正IMAT工ON SYSTEMS

3/69+・

1/66+

5/70+

3/69+

4/66+

エ/70+

10/69+

4/6U-10/65+

lO/69+

影ε1:き摺…+
6/64-6/6g+
9/65-7/69+

6/69+
4/65+
5/65+
7/66+

9/68+

6/70+

1/66+

te/67+

7/64+

l/l8‡

;矯

1燈

50

1,240

110

185

1,540

41

63

1ユ3

10

38

U37

工33

42

14

9

76

4

228

4

1,045

324
1,050

248

215
'213

11

21

13

$ 50,000

55,000

60,000

70,000
120,000

150,000

200,000

500-1,000,000

600一 工,200,000

350-500,0∞

400-900,000

450-850,000

650一 工,200,000

ユ,600,000

2,000,000

2,500,000

5,000,000

140,000

200,000

工60,000

200,000

250,000

540,000

650,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

2,500,000

$ 30,000幹

20,000祈

40,000砦

45,000+

60,000sc

llO,ooox

l50,000x

100-250,000

300-700,000sc

200-300,000x

200-500,000ge

200-・400,000■

3QO-600,000x

1,000,000

700,000

工,500,000

3,000,000

50,000

工25,000

70,000

115,000

100,000

250,000

300,000

500,000祈

900,000芥

1,IOO,OOO井

工,700,000x

$20,000
10,000

30,000

30,000

30,000

60,000

70,000

25-75,∞O

lOO-300,000

75-200,000
100-300,000

100-300,000

150-400,000

600,000

200,000

700,000
1,000,000

35,000
60,000

40,000

55,000

60,000

100,000'

150,000

250,000

600,000

700,000
1,000,000



Exhibi七9

COMPUTERSYSTEMSF工RSTDEL工VERED工NM工D-1

3rdGENERAT工ON

Manufac七urer

andModel

Firs竜

王ns七曲 き'。n

Estima七ed

Numberof

エ1:七9}'3%ses

Esti!na七ed

Average

Orig.Purchase

Price(工is七)

Average

UsedVaユue

La七e19703

Projec七ed

AverageUsed

Vaユue-1975

★★
工BM

ー

」
戸

N
ー

1130

Sys七em3/IO

Sys七em3/6

36020

36025

36030

36040

360/44

360/50、

360/65

360/67

360/75

360/85

360/9X

2/66+

1/70+

12/70+

12/65+

1068+

665+

565+

766+

8/65+

㍑
、1燈
11/69+

5,llO

670

●

且,1;60

2,100

10,950

4,900

228

1,925

802

54

76

9

22

$ 100,000

70,000

50,000
139,000

360,000

504,000

926,000

516,0cjo
1,700,0co

2,880,000

6,500,000

4,000,000

7,500,000

7,500,000

$ 75-85,000

70,000芥

50,000祈

45-160,000

150-280,000

200-350,000

700,000

150,000

1,200,000

2,000,000

4,500,000

3,000,000+

4,500,000

1+,500,000

$ 25,000

50,000

38,000

20-45,000

100● 工30,000

100-130,000

350,000

75,000

400,000

1,000,000

2,250,000

工,500,000

2,000,000

2,500,000

NCR

Cen七ury1∞

・Cen七ury200

NCR500

9/68+
6/69+
lO/65+

1,045

335

2,5UO

工30,000

380,000

60,000

75,000x

200,000x

工5,000

60,000

工OO,OOO

6,000

1

Page 30a, 30b, for some post pUblication IBMpricingchanges.
☆★

See
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COMPUIERSYSTEMSF工RSTDE工 」IVERED工NM工D－ 工

3rdGENERAT工ON

Manufac七uエer

and放)del

Firs七

工ns七a1=La七ion

Da七e2

Es七ima七ed

Numberof

エ1:七器=Lil七;8es

Es七ima七ed

Average

Orig.Purchase

Price(Lis七)

Average

:㌶ 揚;§

Projec七ed

Average-Used

Value⇒175

RCA

ー

」

」
ω
一

蹴:隠子8傷
Spec七ra70/35

Spec七ra70/45

Spec七ra70/46

§i::㍑写8儒
3301

UN工VAC

llO6

1108

9200

9300

9400

影1苔
芸籏‡

擾
12/69+
9/65+
6/67+
9/67+
5/69+

185

77

389

509
45

42
-

88

.

7

工91

1,770

1,135

100

$ 225,000

360,000

550,000

工,OOO,OOO

l,800,000

工,700,000

工,900,000

950,000

2,000,000

3,500,000

90,000
200,000

500,000

$ 工OO,OOO普$

200,000→ ←

250,000→ ←

400,000N

1,000,000x

800,000祈

1,400,000升

300,000x

1,500,000x

工,800,000祷

40,000

100,000粁

300,000ee

40,000

70,000

160,0∞

250,000

600,000

500,000

1,000,000

工OO,OOO

850,00σ

1,000,000

20,000

40,000

180,000

lS
ource: EDP工NDUSTRYREPORT,工970.

2+(
or-)af七erda七e

3Wh
enfollowedby芥,

indica七esincrease (decrease)innumi)erofins七alla七ionssince工967.

indiCa七eSOUreS七ima七e. 〇七herwise,pricesreflec七reeen七 七ransae七ions.
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米国におけ る情報処理の実態 ¥1,100

発 行 所

発 売 所

財団法人 日本情報処理開発協会

東京 都港 区芝 公 園3-5-8機 械振 興会 館 内

電 話434-8211(代 表)(〒105)

株 式 会 社 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社

東 京都 千代 田 区霞が 関3-2-5霞 が関 ビル

電 話581-5201(代 表)(〒100)

万 一 落 丁 が 、 ご ざ い ま した ら直 接 コ ン ピ ュー タ
・エ ー ジ社 に て お 取 替 え い た します 。

[不許複製 、禁 無断転載]
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